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第０章　黄金獅子騎士団新団長叙任パレード







　クロウがはじめてクラヴェリーナを見たときの話をしよう。




　エルトレス王国の首都、プエブロ・ガナドールは、都市全体がきれいな円えん錐すい形けいの丘おかになっていて、中央頂上に王城がそびえている。そこから八方に延のびる下り坂と、それをつなぐ路みちは、上から見れば蜘蛛くもの巣めいて見えることだろう。

　王城からの下り坂の一つ、城の正門からまっすぐ真南へ延びる道はひときわ広く、さしずめこの町の大通りである。

　はじめてこの通りに立ったとき、クロウは全面石いし畳だたみなのに驚おどろいたものだった。

　ただ、石のでこぼこに足を取られそうになったり、馬車がガタガタしているのを見て、手入れに手間がかかるだろうし、あまり快適ではなさそうだと思った。誇ほこりある明あき津つの民たみは、外国のものだからといって無条件で崇すう拝はいしたりしないのだ。

　人が多かった。沿道の人ひと垣がきは何重にもなり、道沿いの家の窓にも鈴すずなりだ。人出を当て込んだ物売りの声、喧けん嘩か、それを取とり締しまる兵士、耳を聾ろうせんばかりの喧けん騒そう。冬がおわって間もないとは思えない熱気で、上着を脱ぬいで半はん裸らになっている者もいるくらいだ。

　クロウは何があるのか知らないまま、その人垣の中にいた。

〈なんかの祭りか？〉

　このときクロウはエルトレスに来て一ヶか月げつにもなっていない。プエブロ・ガナドールに来たのもほんの数日前なのだ。だからこの騒さわぎが、よくあることなのか、それともよほど珍めずらしいのかの判断もつかなかった。

　飛とび交かう異国語を理解しようとがんばってみた。なにせ同国人も通訳も同行していない。少し前までは明あき津つの国くにの商人といっしょだったが、途と中ちゆうで別れて、プエブロ・ガナドールへはクロウひとりで来た。

「騎き士し」「新しい」「通る」「少女」「王」「貴族」……

　新しい騎士が通る？　王に会う少女？　貴族の女の子が新しく騎士になって、王様に会うためにここを通る、ということだろう、とクロウはあたりをつけた。

　明津国でたとえれば、元服して一人前の武士になった者が殿との様さまにお目通りする、ようなものだろうか？

〈おれは経験してないけどな〉

　不意に苦い思いが胸中に湧わいて出た。クロウが一人前の武士になることはけっしてないのだ。

「兄さんはぼくが養ってあげますよ」

　悪意ない弟の声。弟を頼たのもしそうに見やるが、クロウには目も向けない父。

　一いつ瞬しゆん閃ひらめいた記き憶おくを、頭を振ふって捨てる。遠くエルトレスまで渡わたってきたのは、そんなことを忘れるためではなかったのか。

　ともかく、明津国ではこういったことが民衆の見世物になることはない。せっかくだから見ていこうと、いい位置を探して人ごみをかきわける。

　エルトレスの連中は明津国の人々より全体的に背が高いようだ。故郷では中くらいの背せ丈たけだったクロウだが、海を渡ってから背が縮んだような思いを味わわされる。

　やがてなんとか露ろ店てんの隅すみにある箱に上って位置を確保すると、坂の下のほうから歓かん声せいが近づいてきた。

　先さき触ぶれの騎き馬ばが、二頭立てでラッパを吹ふきながらやってくる。

　次に旗を持った者が続く。天に吼ほえる獣けものが描えがかれている。

　それからいよいよ主役の登場らしい。額に手をかざし、首を伸ばしてそちらに目を向けた。

　そして、クロウは彼かの女じよを見た。
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第１章　ヴが発音できない







「ご命令を、クラヴェリーナさま」

　そうリフィが声をかけると、馬上の少女は振り向むいた。

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが陽光を反射して、周囲に時ならぬ星のかけらを散らしたように輝かがやいた。身につけた美々しい甲かつ冑ちゆうが、わずかに音を立てる。左胸に描かれた、天に吼える獅し子しの紋もん章しようが凛り々りしい。リフィはほう、と感かん嘆たんの息を吐はいた。

　クラヴェリーナは騎士であった。

　声をかけたリフィはクラヴェリーナより少しばかり年かさで、シンプルで機能的な装いの服を着ている。騎士付きの従卒であることがわかる。

　前方に新緑の山を望む、街かい道どう沿いに馬を立てている。遠くには畑と、村が確かく認にんできる。

「遅おくれていた者も無事追いつきました。皆みな、団長の指示を待っていますよ」

　後方には各おの々おの従卒を従えた騎士たちが揃そろい、彼女を見ている。さらにそのうしろには歩兵がいる。合わせて総勢およそ二五〇名。

　目指す相手は山中にいる。進軍を命ずるときだ。

　リフィはクラヴェリーナにさっと顔を近づけると、こっそりと、他の誰だれにも聞こえない声で囁ささやいた。

「やはり緊きん張ちようします？」

　その口調は主君というより友人に対するからかいをかすかに含ふくんでいた。

　クラヴェリーナは早口で囁き返した。

「当たり前でしょう」

「初うい陣じんですものね」

「でも負ける相手ではないという話だから」

　留守居をしている副団長の事前報告によれば、盗とう賊ぞくの数は三〇ほどだというから、まず敵ではないはずだ。

「こんなところでつまずくわけにはいかない」

　リフィは大きくうなずいて従卒の位置に戻もどった。クラヴェリーナが配下二五〇に向かい合う。息を吸い込み、胸を張り、片かた腕うでを振り上あげた。

「進軍！」

　それに応じる男たちの声が青空に響ひびき渡った。




　　　・




　山の中腹、森の中にひときわ高く伸びた巨きよ木ぼくがある。

　その木に登り、枝につかまって、動き出した騎き士し団だんを遠く眺ながめている男がいた。片手で眉まゆの上に庇ひさしを作って、目を皿にしている。

　頬ほおを上気させて、笑えみを浮うかべる。彼かれの視線の先には、先頭を行く金髪の少女騎士がいた。この遠さでは目鼻立ちも定かでないが、他の騎士に比べてひときわ輝いているように見える。

「やっと来た。二日も待ったよ……」

　期待あふれる感情が、独り言の声こわ音ねをかすかに震ふるわせているようだった。

　しかし騎士団を眺めているうちに、一転その眉がひそめられる。

「率いてきたのはこれだけか……？　これじゃあ……」

　しばらく思案してから、男は木を滑すべり降おりていった。




　　　・




　この名もない山には、軍が移動できるような道は山頂まで一本だけ、曲がりくねりながら上っている。

　クラヴェリーナを団長とする黄金獅子レオンドーロ騎士団は、この山に盤ばん踞きよし周囲の村を荒あらしている盗賊を討とう伐ばつするためにやってきたのである。

　騎士団は山道をできるだけ整然と進む。さいわい馬を下りなければならないほどの難所はなかった。

　しばらく行くと、山の七合目あたりに広く場所が取れる地点があった。

「ここで休きゆう憩けいしましょう」

　クラヴェリーナは優ゆう雅がな動きで馬から飛び下りた。

　山頂までは遠くない。疲つかれを取ってから一気に攻せめ上がるつもりだった。

　金髪を午後の薫くん風ぷうに嬲なぶらせていると、今回の副将を務める騎士アルコンが近寄ってきた。

「いい思案があります、この時間を利用して、賊ぞくの偵てい察さつを行なってはいかがでしょう？」

　アルコンは芝しば居いがかった仕草で前方を指し示した。この男は三〇に達しない年ねん齢れいながら、従卒見習いのときから盗賊討伐に何度も参加している。だから今回副将にしたのだ。騎士団内随ずい一いちの伊達だて男おとこを任じているが、

〈任じすぎて動きがぜんぶ大げさなんだよなぁ〉

　クラヴェリーナの近くに控ひかえているリフィはそう思った。

「なるほど」

　とクラヴェリーナはアルコンの進言に感心したようすで、了りよう承しようを与あたえた。彼と対照的にクラヴェリーナは完全に初めての実戦であり、経験豊富な部下の言葉は聞く価値があった。

　やがて空の色が夕方の準備に入ったころ、偵察にやった兵が帰ってきた。

　そこで思いもよらなかった報告が入った。

「戦乱時代の砦とりで？」

「石造りでかなり年代が経たっていそうでした」

「二〇〇年も廃はい城じよう令の網あみの目をくぐってきたってことですか」

　リフィは感嘆したような呆あきれたような声をあげた。

　クラヴェリーナは思案するように指を顎あごに当てた。

「副団長の報告にそんな情報はなかったわ」

「大した問題ではなさそうですな」

　自信たっぷりなのはアルコンであった。

「しょせん盗賊。以前には盗賊が造った砦を粉ふん砕さいして一いち網もう打だ尽じんにしたこともあります。請こう見よあなたの後方を。わが騎士団は人馬ともに憩いこうて士気も満ちております。一気に攻め落おとして凱がい旋せんといきましょう」

　威い勢せいのいいアルコンの演説を聞いて、クラヴェリーナはうなずいた。ひらりと馬にまたがる。リフィはそれをまぶしく見上げた。

　クラヴェリーナは凛りんとした声を発する。

「進軍の準備を」

「はっ」




　　　・




　進むうちにそれが見えてきた。山頂にそびえる石造りの建築物だ。

　苔こけ生むし、蔦つたが這はって、石が欠けたり磨すり減へっているが、大きな損傷は認められない。頑がん丈じように造られた砦は二〇〇年の風雨に耐たえ、現在クラヴェリーナの前に屹きつ立りつしている。

　砦の前にはやや広い空き地がある。

　城じよう壁へきの上には盗賊たちが並んで顔を見せている。

　ここでクラヴェリーナの眉が再びひそめられた。

〈副団長の報告より多いわね〉

　盗賊の数は明らかに三〇ではすまない。見えているだけで五〇以上はいるし、それで全員ではないだろう。

　砦も頑丈そうだ。

　しかし左右に目をやると、アルコンほか騎士たちには、戦いの帰き趨すうに不安を持っていそうな表情などかけらもない。

　ということは、クラヴェリーナが心配しているほど不利ということでもないのだろうか。

　砦からある程度距きよ離りを置いて兵たちを停止させると、クラヴェリーナはひとりで馬を進ませた。

「団長っ」

「大だい丈じよう夫ぶ。動かないで」

　心配する騎士たちを制し、騎士団と盗賊、双そう方ほうが注視する中、クラヴェリーナはお互たがいの中間まで進み出た。

「エルトレス王国、黄金獅子騎士団です！」

　城壁から見下ろす盗賊たちに向かって、胸を張って堂々と名乗りをあげる。

「降こう伏ふくを勧かん告こくします！　抵てい抗こうは何者にも益をもたらさないでしょう！」

　だが盗賊たちはそれに感かん銘めいを受けたようすもなく、容よう赦しやなく罵ば声せいを浴びせる。

「誰が降伏なんぞするかよ！」「どうせ死し刑けいだろうが！」

　たしかに、地方の警備隊に捕とらえられるならまだしも、騎士団が出てきた以上は賊はすべて死刑、というのが、これまでの慣例であった。ただし法の根こん拠きよがあってのことではない。

「それは前団長の時代までです！　降伏すれば寛かん大だいな裁きが下されるよう名めい誉よにかけて尽じん力りよくしましょう！」

　彼女が言った以上本当にそうすると、親しい者ならわかるが、盗賊どもには通じるはずもなかった。

「姉ちゃんの体と引ひき換かえなら降伏してやってもいいぜ」「信じてほしかったらそこで服全部脱いでみせな！」「何が名誉だ、騎士団のクソが！」

　以下、聞くに堪たえない野や卑ひな雑言が飛ぶ。クラヴェリーナは表情一つ変えずに平然としていた。慣れているのではない。聞く価値がない戯たわ言ごとと判断してシャットアウト。聞き流しているのだ。

　本人はそうでも、度たび重かさなる侮ぶ辱じよくに怒おこった騎士や兵士は、怒いかりを発し、砦へ殺さつ到とうした。

「戻りなさい！」

　声を張りあげるクラヴェリーナの命令もかき消すほどの大きさで、

「出てこい、卑ひ劣れつな盗賊め！」「ネズミほどの勇気があるなら尋じん常じように勝負せよ！」

「帰れ、犬野や郎ろうどもが！」「ネズミほどの知ち恵えがあるなら引きずり出して見やがれってんだ」

　上と下とで罵ののしりあう。上からは言葉だけではなく石や木、瓦が礫れきなどが降ふってくる。

「やめろ、卑ひ怯きよう者もの！」「盗賊め、出てこい！」

「卑怯上等よ！」「食くらいやがれ！」

　早くも、降り注ぐ石を避よけきれず負傷する者が出る。馬が棹さお立だちになる。すでに陣じん形けいなどあったものではない騎士団は、さらに混乱を極きわめた。

　クラヴェリーナは収しゆう拾しゆうのつかなくなった戦場を、歯ぎしりしながら移動している。

「攻こう撃げきをやめなさい！」

　彼女の命令に従う者もいるが、興奮状態で耳に入らない者、喧騒で聞こえない者、故意に無視する者もいて、なかなか兵たちを掌しよう握あくできない。

「クラヴェリーナさま、ご無事で」

　従卒のリフィと合流するのにもこんなに時間がかかってしまった。

「門だ、門を破れ！」

　誰かが言い、それを契けい機きにただ一つの侵しん入にゆう口である砦の門に向けて突とつ撃げきする。だが、おそらく盗賊たちが取り付けたのであろう木製の扉とびらは厚く頑丈で、体当たりや、武器で攻撃したくらいではびくともしない。

　盗賊たちは、当然そこへ飛礫つぶてを集中させる。

　さらに桶おけを持ってきて、上から液体のようなものを落とした。門に群がる者の何人かはそれをかぶってしまう。それは盗賊たちの糞ふん尿にようであった。体へのダメージはともかく、士気が下がることといったらなかった。

　もう一いつ杯ぱい持ってきて、今にもぶちまけんとするところへ、一人の騎士が下から矢を射かけた。矢は桶を持った盗賊の顔を掠かすめて飛び、バランスを崩くずした盗賊は、自分で汚お物ぶつを頭からかぶってしまった。ここぞとばかりに爆ばく笑しようが起こる。

　しかしそれで盗賊の鼻を明かしたとはいえ、騎士団のほうには負傷者が複数、砦の門を突とつ破ぱできるめどもまるで立っていない状態だ。

　ここでようやくクラヴェリーナが統とう率そつを取り戻した。リフィや伝令の者を使い、全体に命令を浸しん透とうさせることに成功したのだ。

「攻撃やめ！　いったん退きます！」

　クラヴェリーナの命令を受けて、整然とは言いがたいものの、個人個人は練度を感じさせる動きで、なんとか砦から離はなれた。




　　　・




　途中で合流できたリフィはクラヴェリーナの馬の轡くつわを引いている。ちらちら見上げるとクラヴェリーナは静せい謐ひつなほどの透とう明めいな表情を湛たたえていた。

〈うわぁ……めちゃくちゃ怒ってる〉

　日にち没ぼつも迫せまっているということで、先ほど休憩した中腹に陣じんを張る、と指示したあと、クラヴェリーナは一言も発することなく、しんがりに近いポジションで山を下っている。

　盗賊たちの追つい撃げきはない。砦を出て戦えばひとたまりもないことをよくわかっているのだ。

　陣ができ、騎士団は篝かがり火びを焚たいて夜の闇やみに抗あらがう。中央に張られた、ひときわ白く新しい天幕は、自費であつらえたクラヴェリーナのものである。その中にクラヴェリーナは副将のアルコンと、部隊長たる騎士たち数名を集めた。

「わたしは動かないでと言ったはず。皆が従っていればあんな戦いにはならなかったわ」

　リフィはクラヴェリーナの好きな蜂はち蜜みつ水すいを差し出だす。機き嫌げんが悪いぶん蜂蜜多めにした。それを一気にあおるクラヴェリーナ。乱暴なしぐさでも優雅さを感じさせるのはさすがだ。

「しかしあの愚ぐ弄ろうに何もしないでいては、騎士たるもの勇気の徳目が傷つきましょう。また、団長が、言うもはばかる盗賊どもの舌ぜつ鋒ぽうにさらされているのを見ての義ぎ憤ふんという面もありましたろう。けだしやむを得ぬところではなかったかと」

「わたしを心配するのはありがたい、しかしわたしの言葉をないがしろにするのは、本ほん末まつ転てん倒とうでしょう。わたしの命令など役に立たないと？」

　クラヴェリーナは蜂蜜水の入っていたコップを強く握にぎりしめた。声がわずかに震えている。単に命令違い反はんに怒っているのではない、ということは、リフィだけが知っている。

　そのリフィには悲痛にも聞こえる声で、クラヴェリーナは言った。

「わたしは役立たずじゃない……！」




「そのとおりです！」




　という力強い言葉は、誰が言ったものか。その場の誰でもない。

　それは天幕の外から聞こえてきた。

「何者だ！」

　一いつ瞬しゆんでその場が緊張し、警けい戒かいする。

「わたしです」

　大だい胆たんにも、その声の主は堂々と天幕に入ってこようとした。

　瞬しゆん間かん、リフィは飛び出し、その男の腕うでを取ってうつ伏ぶせに引き倒たおした。肘ひじ、肩かたの関節を極めたまま背中に膝ひざを乗せて動きを封ふうじる。騎士たちも抜ばつ剣けんして次なる事態に備えた。

「痛い、痛い、止やめてください」

「盗賊の回し者か？」

「違ちがいます、痛いです」

　妙みように言葉がたどたどしい。

　よく見れば、髪かみの色、肌はだの色、顔立ち、明らかにエルトレス人ではない。

　外国人だ。

　男にしては長い黒くろ髪かみを頭の中央あたりでまとめている珍ちん妙みような髪かみ型がた。髪のみならず瞳ひとみも黒い。肌の色も独特で、エルトレス人はもちろん、ナイラー諸国の透すき通とおるような青白さとも、アッガザール人の強きよう靭じんな浅黒い肌とも違っている。

　いったい何者か。

「あなたは誰？」

　おかしな男の乱入で、さっきまでの怒りが抜ぬけてしまったようなクラヴェリーナが、小首をかしげて怪け訝げんそうな顔をした。

　男はその声に顔を上げて、クラヴェリーナを下から見上げた。彼と彼女の目が合う。

「おお……本物！　本物のクラベリイナさん！」

　男の顔が興奮と感動の極で輝いた。突とつ然ぜん立ち上がろうとしてリフィに押おし潰つぶされた。それでも堪こたえたようすはなく、地面に顔をこすりつけながら嬉き々きとしてクラヴェリーナを見つめる。

「はじめまして、クラベリイナさん！　会えてとても、とても嬉うれしいです！」

〈なんだこいつ〉

　と、この場のみんなが思った。戸と惑まどっている、というより引いている。

　一人落ち着いているのはクラヴェリーナだった。リフィに立たせるように仕草で指示した。

　男は勢いよく立つと、深々とお辞じ儀ぎをした。

「わたしは明津国四し土ど藩、来の家の長男、来九郎ライ・クロウ！　よろしくお願いします！」




　　　・




「アキツ？」「これがアキツ人か」

　騎士たちが囁き交わす声がクロウの耳に届いてくる。好こう奇きと警戒の目が集中する。

「でもなんでアキツ人がこんなところに？」

　と疑問を口にしたのは従卒の少女で、その言葉に誰もがうなずいた。

　明津国とエルトレス王国とは一五年ほど前に行き来が生まれたばかりだ。まだまだエルトレス国内で明津人を見ることは珍しいのだろう。

〈よっぽどおれが珍しいみたいだな〉

　ちらっとそう思ったが、クロウの意識は大部分がクラヴェリーナに向けられている。他の連中の反応を深く気に留めることはなかった。

　クロウはあまり上手でないエルトレス語でなんとかクラヴェリーナに語りかける。

「二ヶ月前、わたしはプエブロ・ガナドールにいました。そこでクラベリイナさんを見ました」

「騎き士し叙じよ勲くんと騎士団長拝命のときですね」

　従卒の少女がクラヴェリーナに確認した。クラヴェリーナは黙だまってわずかにうなずいた。彼女はクロウから目を外さない。

〈その目だ〉

　彼女の視線を受けて、クロウの口調に熱が篭こもる。

「クラベリイナさんは馬に乗って歩いていました。……」

　そこまで言って、クロウはもどかしそうに口を動かした。エルトレス語では表現できない。頭の中ではこんなにはっきりと思い出せるのに。




　白馬に乗りクロウの前を横切っていくクラヴェリーナ。

　背筋をまっすぐに、馬に揺ゆられるその体。どんな黄金よりも輝く髪。美び貌ぼう。

　でもどんなに美しい女性でも、それだけでは心惹ひかれることはなかったろう。ことに、クロウから見れば外国の美少女は見慣れない姿かたちであり、常の人間とは思えず、それこそ人形のようなものだ。

　クロウが魅み了りようされたのは、クラヴェリーナの瞳であった。

　正面だけを向いていたクラヴェリーナが、一度馬を止め、ゆっくりと左右を見回す。それがこの場合における作法のようだった。

　詰つめ掛かけた群衆の上を払はらうように彼女の視線が動いていき、クロウと目が合った。

　その瞬間に、クロウはまるで雷かみなりに撃うたれたような衝しよう撃げきを身のうちに感じた。息を呑のんだ。喧騒が、人垣が、クロウの意識から消えた。

　視線は次の瞬間にはクロウからそれた。クラヴェリーナにとってクロウはあくまで群衆の一部にすぎなかっただろう。外国人だから目に留まったかもしれないが、それとてただそれだけで、記憶に残ることはなかったに違いない。

　しかしクロウにとっての意味は大きかった。

　馬上の彼女。クラヴェリーナ・デ・ライオ。周囲の誰かが呟つぶやいたその名が妙に鮮せん明めいに耳に届いた。

　周りの人の話を聞く限り、クラヴェリーナは親のおかげで団長になった貴族の子であり、ちょっと見み栄ばえのいいお飾かざりみたいなものだという評価であった。

〈あの人はそんなんじゃない。ただのお飾りがあんな目をするものか〉

　クロウはそう確信していた。クラヴェリーナの瞳には燃える意志があった。何か強い目的に向かって進もうとする目だ。

〈あの人のことをもっと知りたい〉

　そんな自分の心の動きをクロウは意外に思った。




「わたしは馬を買って、それからクラベリイナさんについていきました」

　そのおかげで明津国から持ってきた金は大半が消えた。

〈それでもクラベリイナさんを追いかけなきゃいけないと思った〉

　彼女の瞳のどこに惹かれるのか、理由はクロウ本人にもわからない。半ばはそれを知りたいがために、後も先も考えずにクラヴェリーナを追ったのだ。

「一ヶ月かけてメレーナに着きました」

　メレーナは、ここライオ伯はく爵しやく領の都である。短い距離ではなかった。クラヴェリーナが、首都プエブロ・ガナドールからメレーナまで、一ヶ月かけて帰ったのを、クロウはずっと追ってきた。

「気づかなかったわ」

「遠くから見ていましたよ」

「こわっ、不ふ審しん者しやじゃん！」

　リフィが眉をひそめる。

　メレーナにしばらく滞たい在ざいしていると、クラヴェリーナの騎士団が盗賊の討伐に向かうという話を聞いた。

　彼女がどんな戦いをするのか見たいと思った。それでこの山までやってきたのだ。

「クラベリイナさんよりも先回りしました」

　手て柄がら顔がおのクロウに、リフィが小さく「きもちわるっ」と呟いた。

「そこでわたしはクラベリイナさんに話があります」

　さっきの戦いぶりを、クロウは離れたところから見ていた。そのうえで言いたいことがあるのだ。

　しかしクラヴェリーナは冷静に却きやつ下かした。

「あなたを相手にしている暇ひまはない。今日の警備担当は誰？　侵しん入にゆう者しやよ」

　ひとりの騎士が恐きよう縮しゆくのていで、警備の兵を呼んだ。

　クロウは真ま面じ目めな顔になった。

「待ってください。あなたにはわたしが必要です」

「逆だろ」

　リフィが突っ込む。でもクロウは言い間ま違ちがえたのではなかった。昂こう然ぜんと顔を上げ、憧あこがれのクラヴェリーナをしっかりと見つめる。自信に満ちた表情で、クロウは言い放った。

「わたしはあなたの軍師になります！」




　　　・




　空気が止まった。

　クラヴェリーナのクロウを見る視線が冷たい。

「お断りするわ」

「えっ？　なぜ？」

　まるで意想外のことを言われたように、クロウはまばたきを繰くり返かえした。

「あなたが必要とは思えない」

　クラヴェリーナは冷れい淡たんな視線をクロウに向けた。

「お引き取りを。今後は、身の安全は保証できないわよ」

「お引き取り、とは？」

　そのエルトレス語の意味がわからなかった。

「帰りなさい」

　兵士が入ってきて、左右からクロウの腕を掴つかんだ。ようやく追い出されようとしていることに気づいた。

「ま、待ってください。わたしは戦うのを見ていました。わたしがいないと、クラベリイナさんは負けてしまいます！」

　そのことであった。クロウがさっきの戦いを見て出した結論だ。

「何を言う、こいつ、黄金獅子騎士団に呪のろいの言葉をかける気か」

　騎士の一人が激げき昂こうして、まだ鞘さやに納めていなかった剣をクロウの目前に突つきつけた。だがクロウは剣けん尖せんに目もくれず、ひたすらクラヴェリーナに訴うつたえかける。

「わたしがいれば、勝てます！　クラベリイナさん！」




「……疾とく連れていくがいい」

　げんなりした顔で、大きく腕を動かして、兵士に指示したのは副将アルコンだった。

「クラベリイナさーん……！」

　クロウの叫さけびが遠ざかっていき、やがて聞こえなくなった。

「なんだったんだ……」

　誰かが呟いた言葉が、その場全体の雰ふん囲い気きを代弁していた。




　　　・




　五日ののち、黄金獅子騎士団の旗はいまだ山中にあった。

　陣じん中ちゆうの雰囲気は五日前とは違い、重苦しい沈ちん黙もくに包まれているようであった。ときおりケガをした者の呻しん吟ぎんが聞こえてくる。

　団長用の天幕の中で、従卒のリフィは蜂蜜水をコップに注ぎながら、クラヴェリーナのようすをうかがう。

〈まさかこうまで苦戦するとは思わなかったわね〉

　蜂蜜水を飲み干すクラヴェリーナの表情には焦あせりが見えた。

　クロウに会った次の日、クラヴェリーナは盗賊の砦に攻撃を仕し掛かけた。このときは騎士団のムードとしては、すぐに終わるだろうという楽観が支配していた。初日に撃げき退たいされたのは指揮系統が混乱していただけだと。騎士団の実力をもってすれば造作もないことだと。そういったムードであった。

　しかし砦に立てこもった盗賊は相変わらず出てくることがなく、戦うことができない。

　木を切きり倒し、門を突き破やぶるための破城槌づちを即そく席せきで作った。が、どうやら門もん扉ぴの内側に大量に物を積み上げているらしく、いくら打ってもびくともしない。門を破ることができずにいるうちに、壁かべの上からの投石や熱湯、汚物などによって撃退されるという、初日と変わらない結果になってしまった。

　壁に取り付いて登る作戦も、上からの迎げい撃げきによって登りきる前に落とされてしまう。伊達男を自任するアルコンも、糞尿まみれになっては、さまにならないこと甚はなはだしかった。

「こざかしい……！」

　怒りのアルコンだが、彼も今までの盗賊討伐とは勝手が違うことを認めざるをえなかった。

　砦は石造りで火も効かない。しかも後方が崖がけに接しているため、包囲することもできず、寄せ手は正面から当たるしかなかった。

　戦いくさというものから遠ざかっているこのエルトレス王国では、戦乱終結後の破城令によって、強力な防備をそなえた建築物が破却されている。まともな攻こう城じよう戦せんを行う装備は、騎士団でもなかなか準備できるものではなかった。

　そもそも、最初の報告ではこのような砦を攻めることになるはずではなかったのだ。準備がないのは当然だ。

「せめてこちらにもう少し人数がいれば」

　悔くやしそうなクラヴェリーナの顔。二五〇でも多すぎるくらいだと言ったのは副団長だった。クラヴェリーナはそれを信じて、そのままの数を率いてきたのだった。

「副団長の見積もりが甘あまかったと思います」

　リフィも、副団長による盗賊の数の報告と、それに基もとづいた戦力の算出が間違っていたことに、憤ふん懣まんを感じているようだった。

　二杯はい目の蜂蜜水を飲んで、クラヴェリーナはきっと鋭するどい視線を宙に投げかけた。

「それでも、こんなところでつまずくわけにはいかない」

「はい」

　勝たねばならない。

　クラヴェリーナの強い決意はリフィもわかっているところだった。

　不ふ機き嫌げんそうに考え込んだクラヴェリーナの口から小さく声が漏もれた。

「強く押すしかない……か」

　まるで溝みぞにはまった荷車を前にしたような言い方だが、内容は重大なものを含む。つまりクラヴェリーナが考えているのは、砦正面への力攻めを強めるということである。

　今までの攻撃で死者は出ていないが、それはクラヴェリーナが無理な力押しを控えさせていたことが大きな原因である。ある程度攻めては引き、反はん撃げきが激しくなる前に離れる。

　しかしすでに物資も少なくなり、攻めを継けい続ぞくできるのは残り数日が限度だ。攻こう城じようを予期していなかったのだから、足りなくなるのは当然だった。

　それまでに勝利を得る必要が、どうしてもある。

　となれば、多少の犠ぎ牲せいが出ることを覚かく悟ごで攻め方かたを激しくするしかない。盗賊が油断していれば、一気に押し切れる公算はある。

　ほかに方法がないのならば……。

　リフィはその光景を想像して震えた。そんな命令を出すとなれば、クラヴェリーナ自身がもっとも危険な場所で戦うに決まっている。

　クラヴェリーナはリフィに副将と部隊長らを呼ぶよう指示した。是ぜ非ひを問うためだ。

「わかりました。行ってきます」

　リフィは天幕を出た。するとすぐ正面に、

「こんにちは。クラベリイナさんはいますか」

　黒髪黒瞳の外国人が立っていた。




　　　・




「な、なんでおまえがここに!?　何しに来た！」

　その声に、テントからクラヴェリーナが出てきた。

「リフィ、どうしたの？　……あら」

　クロウに気づいた。鋭い視線で彼を見た。

　いっぽうのクロウはあけっぴろげな笑みを見せて、

「クラベリイナさん！　また会えました」

「また忍しのび込んできたんですよ。こいつどうしましょう？　放っておいたらクラヴェリーナさまの下着を盗ぬすんだり、変態的な行動に出るかも」

　早口でまくしたてるようだったので、クロウは彼かの女じよが何を言っているのかいまいちわからなかった。

「？　言葉がよくわかりません。もう一度言ってもらえますか？」

「おまえは変質者だと言ってる」

「変質者、とは？」

　説明するかわりにリフィはクロウの腕を取って、曲がらないほうへ力を込めた。

「あたたたた痛いです」

「リフィ」

「はい。折りますか？」

「その人をテントの中へ」

「えっ？　いいんですか？」

「質問がある。何か不ふ審しんな行動をとったら折っていい」

　不承不承ではあったが、リフィはクラヴェリーナの言うとおりにした。ただしクロウを厳しい目で睨にらみつけ、いつでも腕を極められるようにしている。

「おお、ここはクラベリイナさんが宿しゆく泊はくしているところですね」

　クロウはその場で立ったまま目だけ動かして内部を観察する。全体に機能的で無む駄だな装そう飾しよく物は少ないようだ。異国の物とはいえ雰囲気くらいはつかめる。クラヴェリーナは貴族だということだが、ぜいたくを陣中に持ち込むことはしていない。

　リフィがクロウの視線を遮さえぎるように立った。

「あんまりじろじろ見るなよ、気持ち悪い。……本当によかったんですか、こんなのを中に入れて」

　クラヴェリーナはクロウと相対した。

「ライクロウと言ったわね」

「クラベリイナさん、わたしの名前を憶おぼえてくれましたか！　とても感動です！」

「聞きたいことがある。今回の戦いについて。わたしが負けると言ったわね」

　冷ややかな視線をクロウに注ぐ。

「そ、それは決してクラベリイナさんを悪く言うことが目的ではありませんでした」

「なぜそう思ったの？」

　クロウはその問いかけを半ば予想していた。

　五日前とは違って、クラヴェリーナはクロウの話を聞こうとしている。ということは、クロウが言ったとおり、クラヴェリーナが厳しい状じよう況きようにいるということである。負けそうなのだ。

　居住まいを正して真面目な顔になった。

「わたしがクラベリイナさんの軍を見ると、砦を攻めるための用意をしていませんでした。人数も足りません。わたしは、戦う相手のことをちゃんと調べていないのではないかと思いました」

　ちらりとクラヴェリーナの反応をうかがうと、彼女は続けろというように小さくうなずいた。

「戦う前に砦があることを知っていると、砦を攻めるための用意をします。盗とう賊ぞくの数を知っていると、必要な人数がわかります。暗いところを歩くとき、灯あかりがないと転びます。転ばないのは、ただ運がいいのです」

　情報収集の大切さを教えるときに、明あき津つ国でよく使われる言い回しだ。

〈敵を知るは暗夜に灯ともし火びを点ずるが如ごとし、だ〉

　だがクラヴェリーナはそんな基本的なことも知らないらしい。彼女が特別無能とはとても思えないので、おそらくこの国の一いつ般ぱん的てきな弱点なのではないだろうか。

「力攻ぜめでは勝てないと思う？」

「死ぬ人が増えます。とても多いです」

「でも勝てないとは言わないのね」

「はい」

　損害を度外視して攻撃すれば、あるいは砦を抜くことはできるだろう。しかしそれはいわゆる下策だ。

「そう、我わが黄金獅子騎き士し団だんの勇ゆう猛もうさをもってすれば、盗賊など……」

　クラヴェリーナは、言いさして目を閉じた。眉み間けんに皺しわが寄っている。

「今回は初うい陣じん、何があっても勝たなければ……」

　その深刻な口調を聞いて、クロウは何か事情がありそうだと感じた。でなければクロウを招き入れることもなかったに違いない。

　やがてクラヴェリーナは目を開けてクロウを見た。

「あなたがいれば勝てる、と言ったわね」

　クロウはその台詞せりふに目を輝かがやかせた。

「はい！　クラベリイナさん、わたしの策を聞きますか？」

「クラヴェリーナさま、なにもこんなやつの話を聞かなくても……！」

「たしかに、素す性じようの知れない相手に教えを乞こおうというのは、騎き士しの沽こ券けんに関かかわるかもしれない。でも、たとえ変質者でも、勝てるのならかまわない」

　クラヴェリーナの表情に、すでに迷いはなかった。

　クロウは力強くうなずきながら思った。

〈さっきも聞いたけど変質者ってなんだろうな〉

　あとで聞いてみよう。




　　　・




「わたしをクラベリイナさんの軍師にしてくれますか？」

「軍師はともかく、まずは教えてもらえるかしら。わたしたちが勝つ方法というものを」

「はい！」

　クロウは即そく座ざにうなずいた。軍師にしてくれるなら教える、などと、自分の策を駆かけ引きに使う気はまるでなかった。聞いていたリフィが意外そうに眉まゆを上げた。

「わたしはこの五日間、いろいろ調べました。近くの村の人に話を聞きました」

「つまり、あたしたちが盗賊と戦ってる間、偵てい察さつとか聞き込みをしてたわけ？　頼たのまれもしないのに？」

「そうです、偵察をしました」

　リフィがクラヴェリーナに耳打ちする。

「クラヴェリーナさま、こいつやっぱりおかしいですよ」

「外国の人だから怖こわいと言われたこともありました。それでもわたしは頑がん張ばりました。全部クラベリイナさんのためです。わたしはクラベリイナさんのためにがんばって……」

　そういう話は聞き流された。

「盗賊は、クラベリイナさんが来る前に、村を襲おそって奪うばいました。肉、麦粉、草……草？　食べる草です」

「野菜？」

「おお、それです。野菜。盗賊はたくさん取っていきました。しかし、取らなかったものがあります。そのときちょうど村に少ししかなかったからです」

　クロウはそこから作戦の説明をはじめた。……




　　　・




「……ということです」

　クロウのエルトレス語は言葉足らずで、ところどころ反問したり補足を要求しないとならなかったが、とうとうクラヴェリーナらにも彼かれの計画が理解できた。

　天幕の中は一時沈黙。クラヴェリーナとリフィは顔を見合わせた。

「うまくいきますかね」

　懐かい疑ぎ的てきな言葉を発したのはリフィだが、彼女としても特に実のある反論ができるわけではなかった。

　正直なところ、もっといいかげんな作戦が出てくると思っていた。

〈だって、こいつだもんな〉

　目を向ければ、クラヴェリーナに熱視線を送っているクロウ。クラヴェリーナは氷の冷ややかさでそれを黙もく殺さつ。ここだけ見ればとても有能には見えない。

　それが、成功するかも、と思わせる策を出してきたのだ。村人から集めた情報を活用するという方法で。

　自分がいれば勝つ、と言ったのはまるきり根拠のない大言ではなかったということだ。

「問題があるとすれば、騎士の誇ほこりが許すかどうかね」

　クラヴェリーナの言葉は慎しん重ちようだが、彼女自身は乗り気になっていることが見て取れる。

「やってみましょう。リフィ、部隊長を全員呼んできて」




　　　・




　飛び出していったリフィが、やがて副将アルコンはじめ何人かの騎士を連れて戻もどってくると、クロウは両手足を縛しばられた状態で床ゆかに転がされていた。

　天幕に入ってきた全員が……リフィ含ふくめ……怪訝な顔をする。

「団長、こいつは……？」

「いつの間にか入り込んできたのよ。だから捕とらえた」

　ごく当たり前のようにそう答え、クラヴェリーナは、驚おどろいて何か言おうとしたリフィを目で制した。

「グーリス・ドミンゴ、今日の警備担当はあなただったわね」

「は、申し訳ありません」

　グーリスと呼ばれた男は謝罪したが、必要以上に恐縮しているようすはなかった。この男は弓の名手であり、初日に弓を射て汚物をひっくり返させたのもこのグーリスであった。

「情けないな、グーリスよ」

　アルコンがバカにするように鼻を鳴らした。同調の笑いが二、三人から起こるが、グーリスはそちらには取り合わない。

「あなたに罰ばつとして、作戦の任務を与あたえる」

「甘んじてお受け……作戦、ですか？」

　思わずグーリスは顔を上げた。他の騎士たちもそれと同じようにクラヴェリーナに視線を集中させる。

「そうよ。盗賊を打だ倒とうするための」

　騎士たちは見た。この数日、輝きを失ったかのように思われていたクラヴェリーナの瞳に、強い意志の光が再び宿っているのを。彼女が動けば、薄うす暗ぐらい天幕の中でさえ、星のごとくその金きん髪ぱつがきらめくのを。それは騎き士し団だんの象しよう徴ちよう。黄金獅じ子しの鬣たてがみだ。




　　　・




「わたしを縛ってください」

　リフィが出ていくとすぐに、クロウはそう言った。

「……そのような倒とう錯さく的てきな愛が存在することは知識としては知っているけれど、わたしを巻き込むのはやめてもらえるかしら」

　クロウは眉をひそめた。言葉が難しい。聞き取れた範はん囲いではうれしいことを言っているようだったが、と聞き返す。

「愛が存在する？　クラベリイナさんにはわたしへの愛が存在するのですか？」

「なぜ縛るの？」

　いまいち言葉が伝わっていないと、クラヴェリーナはすぐさま単純な言葉に変えた。

「わたしは一度つかまっていますから、怪あやしいと思われています。わたしが考えた策は信用されないでしょう。なので、わたしはただの侵しん入にゆうした人。クラベリイナさんが策を考えたことにします。騎士はクラベリイナさんならば信用しますから」

　そう言って笑うと、クロウは両手をそろえて差し出した。




　　　・




　一瞬の回想。クラヴェリーナは床に寝ねているクロウにちらりと目をやった。

　二人の視線が交わる。

　クロウは縛られたまま笑え顔がおを返した。勇気づけるような笑えみだ。

「……」

「どうしました、団長？」

「いえ。……作戦の説明をします」

　クラヴェリーナはクロウから視線を外した。




　　　・




　苦み走った壮そう年ねんの男が、一人、自分の部屋で、骨つき肉を手づかみで食っている。それなりに風格がありそうだが、ろくに体も洗っていないであろう汚よごれ、伸のび放ほう題だいの無ぶ精しようひげ、だらしない姿勢で台無しになっていた。

　だがこの男が、五日にわたって騎士団の攻こう撃げきを退け続けたのは間違いない。

　山の砦とりでに立てこもる盗賊一〇〇人の頭かしら、本名は誰だれも知らず、〝耳切り〟と呼ばれている。そのあだ名の由来も、誰も知らなかった。

　このさして広くない砦で、個室という贅ぜい沢たくを持つことができているのは彼だけだ。

　肉と脂あぶらをしゃぶりつくして骨を放ほうり捨てる。そこへ手下が駆けつけてきた。

「頭！　〝耳切り〟の頭！」

「どうした、攻撃か。昨日は攻撃が休みだったし、今日ははりきってやがるか？」

「その逆です。騎士団の連中、どうやら帰り支じ度たくをはじめたようですぜ」

「はァん？」

〝耳切り〟は物見の塔とうを上った。そこから騎士団の陣じんが見えるのだ。すでに手下たちがたくさん来ていて、敵てき陣じんの様子を眺ながめようとしている。塔はぎゅうぎゅう詰めだ。道をあけさせて〝耳切り〟は騎士団の陣を見下ろした。

　あわただしく人馬が動き回り、天幕が畳たたまれようとしている。確かに陣を引ひき払っているようだ。金髪の、いい鎧よろいを着た騎士……初日にバカみたいな降こう伏ふく勧かん告こくをした女だろう……が先導して、山を下りていく。

「やったぜ！」「ついにあきらめやがった！」「騎士団の野や郎ろうども、おれたちの強さに面食くらったんだろうぜ！」

　勝利に喜びに沸わき立たつ男たち。

〝耳切り〟は安あん堵どし、塔を下りながら、次もし来るときは持久戦の用意をしてくるだろう、そうなれば同じ手は使えない、アジトを移す必要がある、などと考えていた。

　やがて塔上からの喜びの声の中に、怪訝そうなものが混じりだした。

「残ってるやつらがいるぞ」「おい、引き揚あげじゃねえのか？」「見張り役か？」

「何人残ってる」

　塔の階段を半ば下りていた〝耳切り〟は上に向かって怒ど鳴なった。

「兵士が二〇人ってとこです。騎士はたぶん一人だけ」

「その程度なら蹴散らせらぁ！」「そうだそうだ」「どうします頭、一気にやっつけちまいますか」

「まだ早い。調子に乗って出てったとき、本隊がまだ近くにいるかもしれねえ。油断させといて待まち伏ぶせしやがってるとかな」

「なるほど」と感心した者もいるが、中には怖おじ気けづきやがって、と言わんばかりのやつもいる。〝耳切り〟はそんなやつを無言で睨みつけ震ふるえ上あがらせておいて、

「今は待ちだ。いいな」

　凄すごみを利きかせた声で一同を掌しよう握あくした。やがてその二〇人を残して騎士団はいなくなった。しばらくして、

「兵士が一人、山を下っていきました」

　との報告。伝令なのか、なんなのかわからないが、すぐにはその兵は帰ってこなかった。その後は動きがないようなので、〝耳切り〟は塔の上に見張りを残して一同を中に戻らせた。

　次に見張りから連れん絡らくが来たとき、〝耳切り〟はまた肉を自分の部屋で食っていた。さっきは朝食、今は夕食だ。骨を放り捨てて再び城じよう壁へきに出る。

「さっきの兵士が馬車に乗って戻ってきました」

「馬車だァ？」

　塔に上って、ようすを見る。

　いくつかの樽たるを載のせた荷馬車を操あやつって、先ほどの兵が陣に戻ったところだった。

　あの樽は何か、〝耳切り〟にも見当がついた。皆みな、城壁の上から目をこらして見ている。

「もしかして……」

　馬車から一つの樽を降ろし、兵たちは陣の真ん中に運んでいる。

　ふたを割る。周りに集まった兵士たちは、思い思いにカップや椀わんを手にしている。それらを樽に入れ、中の物を汲くみはじめた。

「酒だ！」誰かが叫んだ。浮うかれている調子の兵たちの反応を見れば間違いない。

　だが彼らを指揮する立場の騎士は何をやっているのか。

　騎士は、誰よりも高くカップを挙げ、何事か言ってから一気に飲み干した。

「おいおい、酒を買いに行かせてたってわけか」「騎士のくせしやがって」

〝耳切り〟の周りで喉のどを鳴らす音が複数聞こえた。思わず〝耳切り〟本人も唾つばを飲んでいた。

　略りやく奪だつしたとき村になかったせいで、この五日というもの、酒をほとんど飲んでいないのだ。篭ろう城じようの何が耐たえ難がたいといって、酒がないことにとどめを刺さす。いつもは村や商人を襲う際も、酒の匂においをぷんぷんさせながら行うような連中なのだ。

「頭。こりゃ本隊の待ち伏せはありませんぜ」さかしらに子分の一人が進言する。「お堅かたい騎士団が酒盛りなんか許すはずがねえ。ってこたあ、本隊はもう遠くにいっちまって、目が届かないからって安心して酒を買ってきたんです。間違いねえ」

　その声は大きく、周りの連中にもよく聞こえた。

「そうだ！」「言うとおりだ、そうに違ちがいねえ」「だったらよ、攻め込んで奪っちまおうぜ」「酒だ！」「頭！」「〝耳切り〟の頭！」

「……ようし、行くか！」

　わずかな不安はあったものの、周りの熱ねつ狂きようと欲望に後あと押おしされ、〝耳切り〟は決断した。周りの連中の目が血走っている。ここで下手に止めようものなら指揮権が危あやうい。

　だが〝耳切り〟は慎重さも忘れない。

「待ち伏せはねえとは思うが、万が一ってこともあるからな。深追いはするな。すぐ帰ってこられるように砦の扉とびらは開けておけ」

　門の内側のバリケードを撤てつ去きよし、留守番役を一〇人ほど残して、〝耳切り〟は盗賊たちを率いて門扉を開ける。




　　　・




　斜しや陽ようが山腹を染めはじめた。ついに盗賊たちは砦から打って出た。

　喚かん声せいとともに攻め下っていくと、騎士団の兵たちは慌あわてた様子で、混乱に陥おちいった。狼ろう狽ばいのあげく馬に乗って逃にげようとする者も出た。ところがそれがまだ荷をつないだままの馬車だったものだから、酒さか樽だるを載せたまま山を下って逃げていく。

　盗賊たちは当然それを追って行く。残された酒に群がるやつらもいる。すでに秩ちつ序じよはない。

〝耳切り〟は先に行った連中を追わずにいるわけにもいかず、味方に続いて山を下りる。

　逃げる馬車や兵士たち、追う盗賊たち。つかまえられそうでつかまえられない、もう少しで追いつく、というのを繰り返す。

　八分がた山を下りたところで〝耳切り〟は前方で、わっと多数の人の叫びが起こるのを聞いた。

　先に行った連中が慌てふためいて戻ってくる。脇わきを通とおり抜ぬけようとしたやつの襟えり首くびをつかまえて、

「どうした！」

「ま、待ち伏せだ、待ち伏せしてやがった」

「やっぱりか！」

　そいつを突き飛とばすと、〝耳切り〟は舌打ちした。酒で釣つろうとしたということか。

　だがそいつは予測済みだ。

「よし退ひけ！　砦に戻れ！」

　待ち伏せだ、砦に戻れ、と、周りのやつらにも叫ばせながら、〝耳切り〟は今しがた下りてきた山道をまた登っていく。叫びを聞いた盗賊たちも慌てて引き返していく。

　幸い、追いつかれそうな気配はない。

　騎士団の陣に残って酒をなめていた連中も、椀を放り出だして逃げ戻る。そうして〝耳切り〟たちは砦の前まで戻ってきた。

「あァん？」

〝耳切り〟はそこで不審な光景を見た。先に戻っているはずの子分たちが、砦の中に入らず門前で右往左往しているからだった。

「何をしてやがる！　とっとと戻って迎むかえ撃うつ用意をしねえか！」

　と一いつ喝かつ。

「違うんです頭、門が」「門が開かねえ！」

「なんだと？　どういうこった」

　ここで〝耳切り〟以下盗賊たちは、口を開いたまま言葉を出せなくなった。

　砦正面の城壁の上、他ほかならぬ〝耳切り〟本人が初日、騎士団を見下ろしていた場所に、一人の騎士が姿を見せたのだ。

　片手に剣けん。片手に獅子の旗。髪かみは輝く黄金、鎧の左胸には天に吼ほえる獅子の紋もん章しよう。

　それを見て〝耳切り〟は、すでに砦が占せん拠きよされたことを、絶望の脱だつ力りよくとともに理解した。

　――だが、どうやって？

「もはや勝敗は決した！」

　とその騎士――少女が宣告した。

　落日のかけらが宝石のごとくきらめいて、彼女を彩いろどる。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの彫ちよう像ぞうと化した〝耳切り〟の耳に、後方から、山を登ってくる人馬の声が聞こえてきた。




　　　・




　クロウはクラヴェリーナとリフィの前で作戦を語った。

「砦を攻めてはいけません。盗賊を砦から出すことです。そのために、盗賊の得になるものを見せます」

　つまり釣り出すためのエサが必要だ。

　それが酒であった。村での聞き込みで、盗賊たちが酒好きなのに酒をあまり蓄たくわえていないことを知ったクロウは、酒が餌えさになるだろうと考えたのだ。

「得だけだと、罠わなだと疑われます。なので、逆に盗賊の不利になるものも見せます。両方があると自然です」

　酒を見せるだけでは、わざとらしいので、食いつかない可能性がある。待ち伏せがあると思わせることで、盗賊たちは、騎士団の狙ねらいが読めた、と考えるだろう。

　待ち伏せに注意しつつ酒を奪い取とろうとするはずだ。

　といってもならず者に精せい緻ちな戦術などは不可能なので、ある程度勢いまかせになることは容易に予想がつく。そうして手て薄うすになった砦を、あらかじめ森の中に伏ふせておいた少数精せい鋭えいで奪だつ取しゆする。

「右手で盗みたいときは、左手を動かして相手の人が左手を見るようにします。すると、右手を見ていませんから、盗むことができます」

　盗賊たちの意識を、渇かつ望ぼうする酒と、山下での待ち伏せへの警けい戒かいに誘ゆう導どうすることによって、ごく慎重に考えれば考こう慮りよに入れるだろう林中の少数伏ふく兵へいを意識から消す。これが策の肝かん心じんなところだった。……




　　　・




　リフィはそのような作戦を考え、成功させた男を、どのような感情をもって見ればいいのか戸と惑まどっていた。

　現在、クロウは捕ほ虜りよ扱あつかいで、山の麓ふもとにいる留守隊とともにいる。手足の拘こう束そくはしっかりとされたままである。リフィはクラヴェリーナのもとにいたかったのだが、監かん視し役やくとして残らされた。

　クロウが口だけではなく本当に有能だったことは認めざるを得ない。

〈まぐれ当たりっていう可能性もまだあるけど……〉

　というのは、おかしな外国人という最初の印象をまだ引きずった考えだろうか。本気でまぐれだと考えるのは無理があるのはリフィ自身にもわかっている。戦せん況きようはほぼクロウの予測したとおりに動いたという。クロウはそれを聞いても当然といった顔で、喜ぶようすもない。

　すべては計算どおりということか。リフィはしれっと座すわっているクロウを見やった。

　しかもこの男は外国人だ。言葉だって完かん璧ぺきではない。数すうヶか月げつ前に来たばかりの国、ほとんど見ず知らずの土地で、いきなり作戦を立ててそれを成功させるのは、尋じん常じようではない。

〈ひょっとしたらとんでもないやつなのかも……〉

　一見間の抜けたように見えるクロウの顔も、そう思って見れば底知れなさがあるように感じられる。

　だがしかし、クロウが見せるクラヴェリーナへの過か剰じような愛情……というか執しゆう着ちやくには、注意が必要だ。クラヴェリーナ本人がさほど危機感を抱いていないようだからなおさらだ。

　勝利の報は山上から届いたが、隊はまだ戻ってきていない。

　クラヴェリーナも無事ということだ。クロウの作戦ではクラヴェリーナは本隊を率いて山を下りる役だったのだが、自分に似た別の兵を影かげ武む者しやにして、本人は一番危険な、伏兵……森に隠かくれて砦へ切り込む役へ回ったのだ。

　リフィより心配そうにしていたクロウも、無事の報告に一安心といったようす。

　やがて宵よい闇やみとともに山道に松明たいまつが揺ゆれ、クラヴェリーナが一団を率いて麓に戻ってきた。

「ご無事ですか！」







[image: ]







　リフィが駆け寄よる。クラヴェリーナは馬からひらりと降り立った。

「問題ないわ」

　少数の賊ぞくには森の中に逃げ込まれたものの、中ちゆう核かくのメンバーはほぼ斃たおしたか捕らえた。集団としての盗賊は壊かい滅めつしたといってよかった。

　ひとしきり勝利と無事を祝ったところで、

「それで……」

　と主従の視線がクロウに向いた。

　五日停てい滞たいしていた戦いが、こうもあっさりと終結を迎えた。その立役者が、この怪しい外国人であることは間ま違ちがいなかった。

　二人の視線を受けてクロウは、咳せき払ばらいをして容よう儀ぎをとりつくろった。

「わたしの作戦はどうでしたか？　軍師にしてもいいと思います」

　いったん二人とも視線を戻す。

「あなたが言いたいことはわかるわ、リフィ。人格に問題があるというのでしょう」

「その通りです。もし雇やとったら、クラヴェリーナさまの身に危険がおよぶかも」

「注意するわ。それでも、この人が有能なのは間違いない」

「苦戦したのは今回が特別ですから、次もこいつが必要とは限りません」

「盗賊が相手ならそうでしょう。でも今後、彼が役に立つときがくるはず」

　クラヴェリーナの心はすでに決まっているようだった。

〈クラヴェリーナさまがそこまで言うなら……〉

　リフィは黙だまって引き下がった。

　クラヴェリーナは、クロウに片手を差し出した。

「今回だけでなく、今後も継続して役に立つことを期待するわ。ライクロウ」

「はい！」

　返事をして深くおじぎをしたクロウは、彼女が片手を出したままなのを見て首を傾かしげた。

「わたしを雇うのですか？」

「そのつもりで手を差さし伸べているのだけれど」

「手……」

　ようやく、エルトレス王国に握あく手しゆという習慣があるということに思い至ったようだ。

「触さわっていいでしょうか？」

「触るのでなく握にぎるのよ」

　クロウは、おそるおそる、縛られたままの両手でクラヴェリーナの手に触ふれた。

「おお……」

　肌はだに触れて興奮状態だ。熱心に彼女の手を握ってくる。クラヴェリーナのほうは無反応、あくまで礼れい儀ぎの一いつ貫かんとしての握手である姿勢を崩くずさない。

　そのまましばらく握手が続く。

「いつまで握ってんだ」

　ついにはリフィが突っ込みを入れた。

「クラベリイナさん。わたしは、あなたと末永く苦楽を共にすることを誓ちかいます！」

「おい、それはなんか違うぞ！」




　……これが、のちに不世出の軍師、知略の権ごん化げといわれることになるライ・クロウが関わった最初の戦いである。

　はじめてクロウの実力を認にん識しきしたのはクラヴェリーナとリフィの二人だが、彼女らもまだ、彼の才能の片へん鱗りんに触れただけにすぎない。その真価は、この時点では誰も知らない。

　クロウ本人も。







第２章　騎士団生活（初日）







　クロウはいかにしてここまでやってきたか。

　明津国はエルトレス王国がある大陸の東方海上、沖おき合あいにある島国である。数百年来、大陸や他文化との交こう渉しようがなく、独自に文化を発展させてきた。

　クロウが生まれたのは、二〇〇年続いた戦乱の時代がまさに終わろうという時期だった。明津の列島全土を統一したのは英えい雄ゆう、恵水屋剛エミズ・オクヒサである。エミズ家のもと、堅けん固ごな支配体制がととのおうとしていた。

　ライの家はエミズの譜ふ代だいの家臣で、身分は低いものの代々戦場往来の功名で鳴らした、武辺の家だった。

　クロウの古い記き憶おくに、戦いくさから帰ってきた父の姿がある。それは戦乱時代最後の大決戦となった剣つるぎヶが丘おかの戦のときのことで、それ以来クロウの周りに戦の気配はなくなった。偃えん武ぶの時代、平和の時代が到とう来らいしたのだ。

　一五年前のことである。

　しかしその平和も、長く続くかどうか、いまだ安定したとは言いがたい情勢で、人心がすぐさま平和に慣れたわけではなかった。文より武をたっとぶ風潮が続いていた。

　ことにライの家では武芸専一が家訓であり、長男のクロウも当然、幼少時から剣を振ふり弓を放つ稽けい古こをはじめるはずだった。

　が、クロウは幼くして大病を患わずらった。一年あまりも床に伏せることになり、稽古をはじめる機会を失った。

　床とこ上あげしたあとも、外で遊んでは熱を出し、風が吹ふいては咳せきをするといったありさまで、武芸どころではなかった。

　クロウの興味が読書に向くのは当然といえた。ことに、自分が動けないからか、古今の英雄の話を好んだ。やがてクロウは軍学を本格的に勉強しはじめた。

　年をとるにつれて健康を取り戻したクロウであったが、もはや武芸の道に戻ることなく学問に没ぼつ頭とうした。

　上級の武士の子し弟ていと交じって高名な軍学者の門下で勉強したものの、特に優ゆう秀しゆうとされていたわけではなかった。戦史の知識は年ねん齢れいのわりには豊富であったが、文章を一字一句憶えるというようなやりかたではなく、知っておいたほうがいいと思ったところだけちょいちょいと記憶しておくだけだった。ところが兄あに弟で子しには読んだ本をそらで憶えてしまう博覧強記の俊しゆん才さいがいた。そんなのにくらべてクロウが目立つわけはなかった。

　地図と駒こまを使った机き上じよう模も擬ぎ戦せんでも、クロウは平へい凡ぼんな成績だった。

　ただ、模擬戦も強い博覧強記の兄弟子、ほかのだれにも負けなかった俊才の彼に、ただひとり土をつけたこともあるのだが……。逆に模擬戦が不得手な相手にも負けたりしていたので、ただのまぐれ当たりだと見なされて終わった。

　いくぶん変わったところはあるものの、その他大勢の一人、というのが、同門のクロウに対する印象であっただろう。

　さてそのころ、エルトレス王国という国の名を、少しずつ耳にする機会が増えていた。




　そもそも、船が行き着けないほどの距きよ離りではないエルトレスと明津国が、なぜ数百年も没ぼつ交こう渉しようだったのか。それは両国の間に横たわる〝嵐あらしの海〟が原因だった。

　その名のとおり嵐が吹き、海流が渦うずをなし、波が逆巻く海域である。数百年の間嵐はやむことなく、その海域に入って戻ってきた船はない。

　ある日、急にその嵐がやんだ。あまりに突とつ然ぜんのことであったが、それ以降海域は一度も荒あれていない。〝嵐の海〟は〝凪なぎの海〟となった。

　理由は、単に自然現象だとする者もいたし、凪ないだのがちょうどエミズ・オクヒサによる天下統一のあとだったため、オクヒサ公の功績を天が嘉よみした瑞ずい兆ちようだという者もいた。つまり、本当のところはわかっていない。

　ともかく、それで大陸へと渡わたることが可能になった。

　明あき津つ国もエルトレスも、お互たがいのことはおぼろげな伝説や古記録で知っている程度であった。

　嵐がやんだ当初、両国民の意思の疎そ通つうにはかなりの困難があったと言われている。

　それでも、クロウが成長したころには、ようやく行き来がさかんになりはじめていた。




　鹿しか湊みなと、というのが、エルトレス船に開放された、明津国の港こう湾わん都市の名だ。国の西せい端たんに位置し、〝嵐の海〟に近いことからもともと時し化け湊みなとという名だったのが、なまって鹿湊になったという。

　明津国とは何もかも異なる外国のことを知るため、クロウは鹿湊へ遊学した。師し匠しようの軍学者が病に倒たおれ、あとを継ついだその息子むすことそりが合わなかったこともある。新たに広がった世界に興味を持ったのも大きな原因だ。窓が開いて風が吹き入ってくるような新しん鮮せんさを感じたのだ。

　クロウが読んだことのある史書にも、大陸の存在は記述されていたが、五〇〇年以上前のことであり、記述は具体性を欠き、あいまいであった。果たして現在の大陸、エルトレス王国とはいかなる場所か。

　そうして鹿湊で暮らすことおよそ一年に至った。

　そんな時期に、学友がクロウを誘さそった。貿易船に便乗して、直接エルトレス王国を見にいこう、と。

　明津の列島しか知らなかったこの国の人々にとって、それは地の果てへ行くというのと同種の響ひびきがあった。いくら交流が増えているといっても、あくまでごく一部の人たちの行き来であって、一いつ般ぱんの人がエルトレス王国の情報に直接触れることなどない。まして政府に奉ほう仕しすべき武家の男子が国を離はなれることなど、ほとんど考えられなかった。

　それでもクロウは船に乗った。

　笑えることに、誘った本人は急きゆう遽きよ渡と航こうを取りやめ、クロウだけが行くこととなった。

　鏡を磨みがいたような凪の海を、船は渡った。持ち前の順応力で、クロウは船ふな酔よいもいっさいしなかった。

　明津国における鹿湊に相当するエルトレスの港町、ココスタという都市に滞たい在ざいした。ココスタ。都市の名前すら奇き妙みような響きを持っているように思われた。

　エルトレス王国は、衣食住、動植物、太陽の色から水の味まですべてが違っているようだった。物事として新鮮でないものはなかった。

　しかしココスタにはすでに明津人のコミュニティができていた。クロウはさらに明津国の匂いがしない土地へ行きたかった。ちょうど内陸へ商品を運ぶ馬車の商隊が出るというので、同行した。

　途と中ちゆうで別れて、クロウは異国の地でひとりとなり、エルトレス王国のみやこであるというプエブロ・ガナドールへ向かったのだった。




　　　・




　盗とう賊ぞく討とう伐ばつに成功をおさめ、ようやく騎き士し団だんは本ほん拠きよ地ちの宿舎に帰りついた。

　戦場となった山はライオ伯はく爵しやく領の端はしにあった。そこからほぼ丸三日かけて、伯爵領の領都メレーナまで戻った。騎士は別として、従卒や歩兵、捕ほ虜りよの盗とう賊ぞく、それにひょんなことから雇われることになった外国人は、徒歩だ。疲つかれる。

　メレーナには黄金獅子騎士団本部がある。捕らえた盗賊たちを裁判所に引き渡すなど、各種手続きを行うと、騎士団はすぐさまメレーナを発たった。

　クロウはてっきりメレーナが本拠地なのかと思っていたが、そうではなかった。

　メレーナにある本部というのは、事務や渉しよう外がいの中ちゆう枢すうということであって、騎士たちがメレーナの本部に住んでいるというわけではない。

　メレーナから歩いて四、五時間行くと、騎士団が所有する広大な荘しよう園えんにつく。その中に、騎士や従卒が寝ね泊とまりする宿舎がある。

　そここそが黄金獅子騎士団の本拠地であった。

　騎士団領の荘園住民の歓かん呼この出で迎むかえを受けて、宿舎までの道をゆっくり進んでいく。荘園の男たちが徴ちよう集しゆうされて歩兵として従軍している。犠ぎ牲せいがほぼないので、支持も熱ねつ狂きよう的てきになるのは当然だった。

〈さすがクラベリイナさんだな〉

　クロウには自分の手て柄がらだという意識はない。

　宿舎では今回出しゆつ陣じんしなかった団員が待ち受けていた。だが出迎えたのは全員ではない。勝利の歓よろこびを共有しようとしている者もいるが、そうでない者、クラヴェリーナが団長として功績を立てることを望んでいない者もいるという。よくある話だ。

　帰き還かんした騎士たちは下馬。従卒が厩きゆう舎しやに馬を入れに行く。

　その他の歩兵は、ここで報ほう酬しゆうをもらって解散。この荘園内に住んでいる農民のほかに、流れ者の傭よう兵へいもいる。

　今日はこれから戦勝祝いの宴えん会かいがあるらしい。会場は建物の中でなく、訓練場を使う。たぶん敷しき地ち中央の大きな広場のことだろう。

　そういったことは、周囲で話している人たちの会話を聞いて、なんとか理解したものである。話しかけてくれる人がいないのでそうするしかない。

　クラヴェリーナが団長であることを快く思わない騎士は、表立って反はん抗こうするわけではないが、出迎えをしないなどといった、陰いんに篭こもった不服従を行なっている。だから今回の討とう伐ばつは、クラヴェリーナに好意的な騎士たちを選んだのだという。アルコンしかり、グーリスしかりだ。

　しかしそんな反はん抗こう的てきな者たちも、今回の結果に文句をつけることはできないだろう。できるとすれば……

〈おれの存在だよな〉

　騎士団におけるクロウの地位はどうなっているか。

　クロウ本人が希望した、クラヴェリーナの軍師という肩かた書がきではなかった。そもそも騎士団に軍師という地位はない。顧こ問もんや相談役はあるが、それは一般の騎士より上と見なされる。どこの馬の骨とも知れない外国人が、いきなりクラヴェリーナの相談役になどなれるはずがなかった。

　だから帰りの道すがら、クラヴェリーナ自身の口からその場の皆に伝えられた。

「この者……見覚えがある者もいるでしょう。名前はライクロウ、アキツ人よ。今回、従卒見習いとして雇やとい入れることにした」

　従卒見習いは騎士が私的に抱かかえることができるのだ。従卒の見習いだから、立場的にはリフィの部下ということになる。

　もちろん、囂ごう々ごうたる反対の嵐だ。

「勝手に二回も陣じん中ちゆうに入り込んできた不ふ審しん者しやではないですか」

「団長を追い回すような、異常な外国人をなぜ？」

「追放あるいは収しゆう監かんならわかりますが、まさか雇こ用ようとは」

　納なつ得とくがいくわけがなかった。

　だからクラヴェリーナは、盗賊討伐がクロウの策によるものであることを皆に明かした。

　クロウとしては、そこは隠したままのほうがいいと思った。

　そのほうが、クラヴェリーナ個人が優秀であると周囲に思わせることができるからだ。謎なぞの人物の言うとおりにして勝ちましたでは、いまいちクラヴェリーナの評価は上がらないのではないか？　という理由だ。

　しかし、クラヴェリーナは譲ゆずらなかった。

「それではあなたを雇い入れる理由が説明できなくなる」

　強く言われたので、クロウはやむなく引き下がったのだった。クラヴェリーナにしてみれば、戦いが終わってからも手柄を横取りしたままなのは信義にもとる、ということらしい。

　その説明があったからといって、皆みなが皆納なつ得とくしたわけでもなかった。

「単なるまぐれかもしれない」

　とか、

「仮に有能だとしても信しん頼らいできるかどうかは別の話です」

　だとか――これはリフィも言った――、

「外国人を騎き士し団だんに入れるなどもってのほか！」

　とか、クロウが聞き取れただけでもそんな理由が挙げられた。その中で、

「騎士の誇ほこりを理解しない者と共にいることなどできるか！」

　という意見は、クロウの関心を引いた。

　つまり作戦のためとはいえ、わざと負けて逃げるようなことをするのは騎士の徳目である勇気を傷つける、という考え方である。さすがにそんな教条主義的な考え方をする騎士は多数派ではないようだが、無視できるほど少なくもないようだった。

　だからクラヴェリーナはわざわざ警備の不ふ手て際ぎわという口実で、罰ばつとして逃げる役をグーリスに命じたのだ。

　このようにさまざまな理由で反対する者が多かった。

　クラヴェリーナはそれでも意志を貫つらぬき通した。それはクロウが真に役に立つ可能性があると思っているからに違いなく、クロウとしてみればクラベリイナさんの期待を背せ負おって立つわけで、プレッシャーもあるがやる気も十分だった。

　あまり歓かん迎げいされていないムードなのはやむを得ない。クラヴェリーナに好意を持つ者の目には、彼かの女じよに取り入る怪あやしい男に見えるだろうし、クラヴェリーナに好意を持たない目からすれば、クロウの存在は、直接は攻撃しづらい彼女の代わりに叩たたける対象といったところか。

　双そう方ほうから攻撃されやすい。

　さらには、悪感情を持っていなくても、近づくのには抵てい抗こうがあるという中間層もいるだろう。はじめて見る外国人がクロウで、話しかけづらいなんて人も多いはずだ。

　だから、宴会がはじまるというのに周りに誰もいないのも、しょうがなかった。さびしくなんかない。




　宴うたげは夜通し続いたが、途中で自分の部屋に帰る者もいた。クラヴェリーナも早めに切り上げ、リフィを伴ともなって戻もどっていった。

　逆に、屋外でそのまま寝ねる者も少なくなかった。クロウはその一人だ。寝る者には毛布が支給された。クロウは疲れのため、クラヴェリーナが場を立つより早い段階で、皆と打ち解ける間もなく、訓練場の隅すみっこで地面に伏して寝てしまった。




　　　・




　クロウが目を覚ますと周りには誰だれもいなかった。時間は、日が出たばかりのようだ。

　くしゃみをひとつ。初夏とはいえ毛布一枚で一晩屋外はまだ寒い。

　異国の地。見知らぬ場所。空気までが明津国とは違って感じられた。今日からここで生活する、という事実を前に、奇妙なことに今まで旅の途中では感じたことのない寂せき寥りよう感めいたものが不意にこみあげてきた。

　今のクロウはクラヴェリーナという錨いかりひとつでつながれている船みたいなものだ。

　腹が鳴った。体は心よりよっぽど現実的だった。クロウは頭を振って感傷を払はらい捨てた。

　どこで飯を食えばいいのかわからない。とにかく人の気配がするほうへ行こうと立ち上がった。硬かたい地面の上で寝たせいか節々が痛い。

　人の声がするほうへ。宿舎は複数の建物からなっているが、そのうちのひとつがにぎやかだ。近づくと食べ物の匂いが漂ただよってきた。こっちで正解みたいだ。

　扉を開けるとみんなクロウのほうを見た。大きな部屋。食堂か。大勢が食事中だが、にぎやかだったその場が、一いつ瞬しゆん静まり返った。異物が混入したみたいに。

「おはようございます！」

　挨あい拶さつしたが反応はない。

　クロウは沈ちん黙もくの注目の中、適当な席につくと食事を開始した。すると周囲も徐じよ々じよにもとのにぎやかさに戻る。

　パン、肉、スープ。どれも明津国にはない料理だ。エルトレスに渡って大体三ヶか月げつくらいになる。最初は戸惑ったものだが、もう慣れたし、慣れればけっこううまい。明津の人の中にはどうしても獣けもの肉にくが臭くさくて食えない人とか、米が恋こいしくてしかたなくなるような人もいたが、その点クロウはへっちゃらだった。枕まくらもいくら変わっても眠ねむれる。

　腹が減っていたので一心不乱に食べる。獣けものの肉の料理ではこの腸ちよう詰づめというやつがうまいと思う。パンは硬いのでスープに浸ひたしてから食う。

　周りが珍めずらしそうに見ているのには気づかない。両りよう隣どなりの席の人が逃げるように別の席に移ったのにも気づかず、

「食ってる食ってる」「アキツ人も同じもの食うんだな」「変な顔」

　などと交かわされている言葉も聞こえていなかった。

　さてそうしていると、また誰か食堂に入ってきた。クロウは気にせず食べていたが、

「団長！」

　という声に反応して素す早ばやく立ち上がった。クラヴェリーナがうしろにリフィを従えて入ってきた。

「おはようございます、クラベリイナさん！」

「おはよう。ライクロウ、食事が終わったらいっしょに来なさい」

「クラベリイナさん、今日も美しい」

　リフィがとても嫌いやそうな顔をした。彼女だけでなく周囲の連中も、よそ者のくせに馴なれ馴れしい、といった表情だ。が、クロウの視界には入っていない。

　クラヴェリーナとリフィも食事をはじめた。団長だからと特別あつらえの品ではなく、ほかと同じ物を食べる。

　食べ方は少々変わっているが。

　クラヴェリーナはパンに蜂はち蜜みつをたっぷりつけて食べ、腸詰めに蜂蜜をたっぷりかけて食べ、スープに蜂蜜をたっぷり入れて飲む。

　パンはともかく、腸詰めやスープが蜂蜜まみれになっているのを、うへえ……という顔で周囲は見ている。本人は幸せそうな顔なのだが、

〈クラベリイナさんの食べ方は、この国でも一いつ般ぱん的てきじゃないみたいだな〉

　クロウは自分の食事を忘れ、彼女の動く手元や口元を観察していた。
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　食事が終わり、クラヴェリーナについていく。団長としての書類仕事や陳ちん情じようを聞く仕事部屋――執しつ務む室しつへと、クロウは通された。

「わたしは何をしますか？」

「人が来るから待っていて」

　部屋の正しよう面めん奥おくにあるデスクにクラヴェリーナは座る。従卒のリフィはそのうしろに立つ。クロウはリフィの隣となりだ。

　クラヴェリーナは机の上の書類らしきものを読みはじめた。従卒は待機だが、クロウは退たい屈くつなどしない。美しい金きん髪ぱつをうしろから眺ながめていられる。

「クラヴェリーナさまをじろじろ見るな、けがれる」

　リフィが低い声で牽けん制せいした。

　そのうち、中年の男が入ってきた。背筋が伸のび、きびきびとした動きであるが、武人というより官かん僚りよう的てきな雰ふん囲い気きがある。表情はやや硬かたい。

　クロウは昨日、メレーナの騎士団本部でちらりとこの男を目にした。そのときは忙いそがしそうだった。つまり、これが例の副団長だ。

「昨日の命令によりまかりこしました」

「メレーナからわざわざご苦労さま。昨日は人が多かったから、静かなほうがいいと思って来てもらったのだけれど」

「何か内密の用件でもあるのでしょうか」

「改めて紹しよう介かいするわ。この者がアキツ人のライクロウ。盗賊の討伐が成功したのは彼かれの功績によるものが大きい」

　クロウはお辞じ儀ぎをした。

「わたしはこの黄金獅子騎士団の副団長であるドゥーラス・アルリスビエタ＝ビジャルパンドだ。このたびはよくやってくれたと聞いている」

「よろしくお願いします。来九郎です」

〈ドゥーラス・アル……ビス……憶おぼえられるか！〉

「まだエルトレス語に慣れていないようだな。発音に癖くせがある」

「はい、そうです」

「その、今回の盗賊討伐に関してだけれど、ドゥーラス・アルリスビエタ＝ビジャルパンド」

「なんでしょうか」

「誤った情報をわたしに提供したのは故意なの？」

　声も態度もまるで鋭するどいところがなかったので、ドゥーラスは言葉の剣を突つきつけられたことに一瞬気づかなかった。

「な、何を……おっしゃる」

　なんとか態勢を立て直そうと、ドゥーラスは咳払いをした。

「故意、とは？」

　驚おどろいたようすのリフィにクロウは小さく囁ささやいた。リフィは舌打ちせんばかりの表情をしたが、ぶっきらぼうに囁き返した。

「わざと」

「おお。ありがとうございます」

「勝ちを知らせに先行させた者の話によると、あなたは何を聞くよりまえに開口一番『援えん軍ぐんの要よう請せいか？』と言った。間違いないわね？」

「それは、あの者があまり疲れているようでしたので、勘かん違ちがいしてしまいまして」

「あなたはわたしに盗賊の情報を渡す際、負ける相手ではないと言った。それなのに、けがもしていない団員が息せき切って入ってきただけで勘違いするものかしらね？　負ける相手ではないというのは嘘うそで、はじめから苦戦を予想していたのではないかしら」

「そんな、めっそうも……」

「故意ではない？　……いえ、返事はまだいい。故意であれば、改心すればまだ役に立つ。だけれど、故意でないというのなら、あなたの情報収集能力に大きな欠点があると認めざるをえない。副団長の地位にある者として、能力不足ということで引退の勧かん告こくをしなければならないのだけれど」

　クラヴェリーナは小首をかしげた。

「故意なの？　故意ではないの？」

　ドゥーラスは追おい詰つめられた表情で押おし黙った。額に汗あせがにじむ。

　クラヴェリーナは決して答えを急せかさず、沈黙のまま待ち続ける。

　やがてドゥーラスは絞しぼり出だすように声をあげた。

「……申し訳ありません」

　がっくりと肩かたを落とす。

「認めるのね。もうひとつ、それはあなたが考えたこと？　共犯者、教きよう唆さ者、命令者等の他者が存在してのことかしら」

「わたしがひとりでやったことです」

　これはきっぱりと断言した。

　その言葉に嘘はないかもしれない。でも、クラヴェリーナが団長に就任したことに対する不満が、他の騎士たちの口からドゥーラスの耳に入って、そそのかしたのではないにしても、今回のようなことを行わせる後あと押おしとなった、というようなことはあっただろう。

　不満を持つのが本当にドゥーラスひとりだったら、未発に終わっていた可能性はある。

〈黄金獅子騎士団は、その毛皮をめくってみれば決して一枚岩ではない、ってことだろうな〉

　凱旋の際に出迎えをしなかったという騎士たちのことを思い合わせてクロウはひとりうなずいた。

「わかったわ。では、あなたに対する処分を伝えます」

　だがクラヴェリーナは、他の不満分子をあぶり出すような追つい及きゆうは行わなかった。あくまでドゥーラスひとりのやったこととして事をおさめるつもりだ。

　その処分の内容とは。

「今回の負傷者の治ち療りよう費ひを一部負担するように。具体的な金額は追って知らせます」

　脂あぶら汗あせを流していたドゥーラスは意外そうに顔を上げた。うしろでリフィも同じ顔をしている。

「それだけですか？」

　問い返すドゥーラスは呆ぼう然ぜんとした声だ。

〈もっと重いのを覚かく悟ごしてたっぽいな。この国では他にどんな罰があるのか知らないけど……〉

　お金でかたがつく、というのは、軽い処分ということでいいのだろう。

「ああ、わたしも同額を負担するわ。あなたの言うままに戦の準備をして、わが騎士団を危あやうく死地に向かわせるところだった。責任はあなただけにあるのではない」

　まっすぐドゥーラスを見み据すえて、クラヴェリーナは語を継いだ。

「あなたもこのライクロウに感謝するといい。死者が出ていたらこの程度ではすまなかったはずです」

　二人の目が再び自分に向いたので、クロウは笑え顔がおを作って会え釈しやくした。

「こんにちは」

　ドゥーラスは、なんともいえない表情になった。

　視線を戻すと、ここでクラヴェリーナははじめて厳しい表情を作った。

「ドゥーラス・アルリスビエタ＝ビジャルパンド。あなたは長く騎士として務めてきた。その功績は大きい。近視眼的な好こう悪おの情で我わが黄金獅子騎士団の栄光に泥どろを塗ぬるようなまねは二度としないとわたしは信ずる。この信頼に報むくいるに信義をもってすることを期待するわ」

「……はっ」

〈つまり二度目は許さないということかな？〉

　クロウはわかる言葉の範はん囲いから推測して、そう解かい釈しやくした。

「以上、帰っていい。怪我けがをした者を見み舞まっていきなさい」

　一歩間違えれば殺していたかもしれなかった者たちだ。その者たちの顔を見ていけという。

　ドゥーラスは言葉もなかった。
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「副団長が……いいんですか？　罰ばつ金きんだけで。いわば裏切りですよ」

「あの者はごく細心だし、騎士としても長いのだから、本気で反逆するつもりなどないはず。自分の頭を通とおり越こして、生意気な貴族の子供が団長に納まったので、厳しい現実を見せてやろう、という考えに至ったのでしょう。それにとらわれて周りが見えなくなっていたのは残念だけれど。目も覚めたでしょうし、あのくらい脅おどしておけば十分よ」

「それならいいんですが……」

「それに、あの者を更こう迭てつしたとして、彼に匹ひつ敵てきする事務処理の能力を持つ者などいないもの。だてに長く騎士団にいるわけではないわよね」

「さすがクラベリイナさんです！」

　クロウは彼女を褒ほめたたえた。

　実際、クロウは驚いていた。感情に流されることなく、法を盾たてにとらず、副団長の性格と能力を見み極きわめたうえでバランスを取った処分を行うのは、誰でもできることではない。

　ついでに、この軽い処分がクロウのおかげであることを明言した。今後ドゥーラスがクロウの存在について批判することは難しいだろう。ドゥーラスとつながりのある不平派への牽制にもなる。

　鮮あざやかな手並みといえた。クロウの想像以上だ。人の上に立つ者としてふさわしい能力をそなえている証しよう拠こではないか。

〈やはり、この人はすごい〉

　プエブロ・ガナドールで彼女を見たときの、自分の直感が間ま違ちがっていなかったことをクロウは信じた。

　感かん嘆たんしきりでいると、クラヴェリーナが彼の名を呼んだ。

「この件はこれでいいでしょう。それからもうひとつ。ライクロウ」

「はい！」

「あなたに言っておくことがある。わたしは〝第一の騎士〟を目指しています」

「〝第一の騎士〟とは？」

　それは、国内一八騎士団の中でもっとも優秀だとされる者に与あたえられる称しよう号ごうだ。実績や評判をもとにして宮きゆう廷てい内で決められるものである。

〝第一の騎士〟はもともと、二〇〇年前に王国を統一した初代エルトレス王の右みぎ腕うでであった、騎士ラファエルをたたえる称号である。それが継けい承しようされつづけて現在に至っている。

〝第一の騎士〟になると、初代から受うけ継がれた宝ほう剣けんを下か賜しされ、同時にさまざまな特権を得る。

　騎士のあいだでは常に上座を与えられる。

　貴族と同じ扱あつかいとされ、一般の騎士が立ち入りできない宮中に出入りすることが許される。宮廷の一員として、国政に携たずさわることも可能となるのだ。

　さらには、騎士全体の司令官として、王国中央の三騎士団……緋竜騎士団ドラゴン・エスカラタ、エルトレスの剣騎士団エスパダ・デルトレス、エルトレスの盾騎士団エスクード・デルトレスをのぞいた、残り一五騎士団に対する指揮権を有する。いわばこの国の軍事力を一手に握にぎる存在になる、ということになっている。

「なっている、ということはなっていないということですか？」

「その通り。鋭いわね」

　実際問題、貴族の権力が強いエルトレス王国の体制では、〝第一の騎士〟が宮廷で発言してもまともに意見が通るはずもない。騎士団に対する指揮権も、発動しようとすれば軍事権力の集中を恐おそれた貴族による有形無形の妨ぼう害がいがあるに違ちがいない。

　そもそも複数の騎士団を動員するような非常事態が現在のエルトレスには存在しない。指揮権を発揮する場がないので、妨害以前の問題だ。

　現在、宮中へ出入りできる特権は宮廷のパーティーに出席できることで、騎士団に対する指揮権は、自分の任地を好きな場所に設定できること、という程度の意味しか持たない。

　それでも騎士の精せい華かという名めい誉よは、エルトレス中の騎士たちが渇かつ望ぼうするところである。

　現在の〝第一の騎士〟はテオバルド・デ・カンテロという男だ。もともとはエルトレスの盾騎士団に所属していたが、現在は任地を好きにできる権限を発揮して、自身の故郷である東部地方の沖ちゆう天てんの太陽騎士団にいる。

　説明を聞きおえてクロウは質問した。

「なるほど、わたしはクラベリイナさんが〝第一の騎士〟になるのを助ければいいのですか？」

「いいえ、おそらくあまり助けにはならないわね」

「だいたいおまえ、〝第一の騎士〟がどうやって決まるか知らないだろ」

　必要なのは、宮廷での評判だ。

　地道な業績よりも、インパクトのある功績。逆に言えば悪評は避さけねばならない。今後いくら盗賊の討伐で実績をあげ続けても、「でも初うい陣じんで盗賊に負けた」と言われたならば、〝第一の騎士〟に届くことはないであろう。クロウははじめて、クラヴェリーナが絶対負けられないと気負っていた意味を知った。

　さらに物をいうのは、首都プエブロ・ガナドールで毎年開かい催さいされる武芸大会の成績だ。

「さしあたっては秋の武芸大会での優勝を目指す」

　クラヴェリーナには自信があるようだ。

　優勝すれば即そく〝第一の騎士〟になれると決まったわけではないが、鮮せん烈れつな印象を残して現在の〝第一の騎士〟に圧勝するようなことがあれば可能性はある。クラヴェリーナは伯爵の娘むすめだし、貴族の間で軽んじられることもないだろう。

「もちろんそれまでの間も、盗賊が出れば討伐して実績を積みあげる。民たみのためにもね」

　外国人であるクロウが出る幕は、せいぜいそこくらいだ。

　クラヴェリーナは改めてクロウを見た。

「わたしはけっして評判を落とすわけにはいかない。何が言いたいかわかるかしら」

「つまりクラヴェリーナさまの評判を落とすような変なことはするなってことだ」

　クロウは力強くうなずいた。

「変なことはしたことがないので大だい丈じよう夫ぶです！」

「うそつけ！」

　リフィが突っ込んだ。

「不ふ祥しよう事じに気をつけること。それをあなたに期待したい」

　ここまで聞いてクロウは眉まゆを微び妙みように動かした。

〝第一の騎士〟がこの国における騎士の名誉であるということはわかった。しかし、名声や栄光は、クラヴェリーナが求めているものとはズレがあるような気がする。彼女の目が向いているのはそちらではないようにクロウには思えた。

「ではライクロウ、下がっていいわよ。従卒見習いにそばにいてほしい用事はもうない」

「ひとつ質問があります。クラベリイナさんは〝第一の騎士〟になって何をしますか？」

　クロウがその質問を口にすると、クラヴェリーナとリフィは静かになって彼を見た。用心深く表情を消している。その反応を見て、やっぱりな、とクロウは思った。

〈つまり〝第一の騎士〟になることが最終目標ではないということだな〉

　クロウを雇やとったのもそのためだろう。〝第一の騎士〟になるためにはさほど役に立たない外国人を今から手元に置いておく理由は、〝第一の騎士〟になったあとのために必要だからに違いない。

　戦いがあるのだ。クロウの力が必要な、実戦が。

　その推測は、二人の反応を見る限り、どうやら当たっていたようだ。

　ではその戦いとは何か、予想される敵は何者なのか、クラヴェリーナがどう思っているのかぜひ知りたい。

〈クラベリイナさんのことをもっと知りたい〉

　期待する目で返事を待った。

　しかしクラヴェリーナの答えはにべもなかった。

「今はそれを知る必要はない。では、従卒見習いの仕事をするように」

「ええー？」

　クロウは捨てられた犬みたいな顔をした。
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　追い出されたあとは雑用が待っている。

　従卒見習いは主あるじの騎士へ仕えるほかに、騎士団全体の中で雑用仕事をしなければならない。

　リフィからそう聞いて、クロウは眉まゆ尻じりを情けなく下げた。

「わたしは本当の見習いですか？」

〈名目だけ見習いで軍師扱いだと思ってたのに〉

　要するに信頼が足りないのだろうか。目的も教えてくれないし軍師扱いもしてくれない。

　リフィは皮肉っぽくクロウを見た。

「クラヴェリーナさまの指示に不満があるなら、そう伝えてもいいけど？」

「見習いの仕事をします」

　クロウはすぐさま態度を翻ひるがえした。クラヴェリーナに悪印象を与えるようなまねはできない。

「ならついてきて」

　連れてこられたのは、敷地のはずれにある巨きよ大だいな食しよく糧りよう庫こだった。すでに他の見習いたちが働いている。皆みな一〇歳さいから一三歳くらいまでの子供たち（だと思う、たぶん。エルトレス人の年ねん齢れいはクロウには読みづらい）で、笑い声が絶えない。

　謎の異国人がやってきたことで注目が集まる。

「ここの麦を第二倉庫に運ぶ。おまえたち、口より体を動かせ！」

　後半は子供たちに向けての叱しつ咤ただが、クロウは自分が叱しかられたように身をすくめた。最初に腕うでを極きわめられたときからリフィには苦手意識がある。

　リフィは軽く説明をしたあと、

「騎士団をよく見て、溶とけ込むように」

「むずかしいですね」

「これはクラヴェリーナさまが言ったことなんだけど」

「溶け込もうと思います！」

　クラヴェリーナのもとへ去っていった。それを未練がましい視線で見送る。

　気を取り直してクロウは倉庫の観察からはじめる。かなりの量がある。麦がどのくらいの量で一食ぶんなのか知らないが、米と同じくらいと仮定してみる。まかなう人数を一〇〇〇人として考えてみると、一年ぶんはありそうだ。これはかなりの量である。

　リフィが言うにはこの食糧庫は兵ひよう糧ろうのためで、第二倉庫は日常の食事のための貯蔵庫だ。本来は別々に管理しているのだが、保存していて古くなったぶんの兵糧を、悪くなる前に宿舎で食べてしまおうということらしい。

〈なるほど、なるほど。平和が続いているわりにはしっかりしてるな〉

「あ、あの！」

「はい？」

　勇気を振ふり絞ったみたいな声をかけられて、クロウは振り返かえった。

　さっきから働いていた見習いのひとり、女の子が立っている。

「は、運んでください……仕事だから、その……」

　怯おびえている。語ご尾びは小さくなって切れた。その子のうしろに何人かの子がいて様子をうかがっている。たぶんおまえが行けみたいに言われたんだろう。

「おお、すみません。仕事ですね」

　クロウは頭を下げた。笑ってみせる。ちょっとだけ緊きん張ちようがほぐれたように、その子もぎこちない笑えみを返してくれた。

「わたしは、この仕事ははじめてです。教えてください」

　溶け込むために話を続けようとする。

「わたしは来九郎です。明あき津つ国から来ました」

　その子は小さくうなずいただけで、言葉を返そうとせず、袋ふくろを指差して、

「これを、向こう……だ、第二倉庫まで運んでいきます……それだけ」

　早口で言うと、もう会話を拒きよ絶ぜつするみたいにむこうを向いて自分の仕事に戻ってしまった。

　しかたないけどちょっと哀かなしい。クロウはとりあえず袋を担かつぎ上あげて仕事をはじめた。

　クロウは、体格的には子供たちとそんなに差がない。さすがに女の子よりは大きいが、大おお柄がらな男の子の中にはクロウの背を越している者もいる。エルトレス人と明津人の体格の差だ。

　運ぶクロウはじろじろ見られるが、クロウがそっちを見ると視線をそらす。声をかけてくれる子はいない。

　孤こ独どくに袋を運んでいく。

　すぐに気づいた。子供たちが運んでいる袋を見ると、新しいものも古いものも区別せずに適当に運んでいるようだ。

〈古いやつから先に食うんじゃないのか？〉

　ちょうどさっきの女の子とすれ違ったので声をかけてみた。

「こんにちは」

「は、はいっ……」

　明らかに、またわたし？　と思っているのが丸わかりの表情だ。

「これは古いものを運ぶのがいいと思います」

「……？」

「新しいものではなく古いものを運ぶ。それがいいと思います。しかし、今は、新しいものも古いものも両方運んでいます。これはよくないと思うのですが、どうですか？」

「え、ええと……わからない」

　その子は何度も首を振った。

「はい。ありがとうございます」

　あきらめてクロウは礼を言い、解放した。クラヴェリーナとはいわない、怖こわいリフィでもいてくれれば、と思った。少なくともちゃんと意思の疎そ通つうをしてくれた。怖いけど。

　しょんぼり顔のクロウを見て、女の子は悪いことをしたというような表情になったが、けっきょくそれ以上何もなく、その場を去っていった。
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　クロウは食糧庫に戻って改めて見てみたが、袋の並びがそもそも乱雑だというのがわかった。新しいものと古いものが錯さく綜そうしてごちゃごちゃになっている。

　せっかく貯蔵してもこれでは廃はい棄きするぶんが出てしまう。

〈いっぺんしっかり調べないといけないかな〉

　整理して無む駄だを省く必要がありそうだ。

　こういう地味なところこそしっかりしていかないと、いざというとき足元の基き盤ばんがゆるむ。クロウは脳内のメモにしっかりと書き込んだ。




　　　・




　ようするにこの騎き士し団は素人しろうとなのだ、とクロウは思った。

　日が正午を回ってしばらく、雑用は終わり、子供たちはどこかへ行ってしまった。別の仕事があるのだろう。話してくれないので何があるのかは知らない。

　クロウは何も言われていないので、中庭の訓練場で行われる練習を見学していた。

　騎士や従卒の全員が揃そろっているわけではないようだ。練習は自主的に行うものらしい。そこでは、さまざまな訓練が行われている。

　素す振ぶりや甲かつ冑ちゆうを着て走るなどという体力づくりらしきものから、撃げき剣けん、素す手ででの組み打ち、馬上の戦い、槍やりを構えての馬での突とつ撃げき。

　最後の馬上突撃は明津国では見たことがない戦い方だ。馬を走らせて、相当な速度のまま前方の敵に槍を突き込むというものらしい。

〈ある程度広い場所が必要だけど、破は壊かい力りよくは相当だぞこれ〉

　練習では、木にぶら下げられた輪の中を狙ねらって突き、輪を取ることができたら成功のようだ。

　馬術の練度は明津国の武士にも引けを取らないように見えた。剣けんも格かく闘とうも、体格がいいぶんだけ、力は武士より強いかもしれない。

　一対一ならあるいは黄金獅子の騎士が明津国の武士を上回るだろう。

　だが一〇対一〇なら逆転するし、一〇〇対一〇〇なら明津国が圧勝するに違いない。それどころか明津国の軍が一〇〇いれば騎士団一〇〇〇にも勝てるだろう。それほどの差があると、クロウはふんでいる。

　この騎士団が特別弱いのでないとすれば、エルトレスの戦い方は騎士個人個人の強さの寄せ集めであって、数を力に変えるやりかたができていないということだ。全体の勝ち負けより個人のメンツを優先させようというやつもいるし。

　ほかにも、情報の重要性を、クラヴェリーナは知らなかった。戦いくさというものを知っていれば、正確な情報がどれほど貴重なものか、それを獲かく得とくするためにどれだけの力を注がねばならないのか、実感できるはずだ。

　つい今しがた発見した、兵糧にしてもそうだ。溜ため込むことは知っているが適切な管理がされていない。

　エルトレス王国二〇〇年の平和という。同じ二〇〇年間、明津国は戦乱の時代だった。おそらく二〇〇年前には両国にそれほど差はなかった。だが明津国が戦乱を通じて戦を洗練させてきた間、エルトレスは平和の中で軍事を忘れていった。二振りの剣の、いっぽうが蔵の中で錆さびるにまかされてきた間、もう片方は刃やいばを研とぎ続けてきたようなものだ。

　いっぽうが上じよう昇しようしいっぽうが下降すれば、差はそれだけ広がる。クロウからしてみれば現在のエルトレスの戦い方は、田舎いなか者のけんかと変わらない。

　だから素人だというのだ。

　戦せん闘とうのプロであり、戦争の素人。黄金獅子騎き士し団だんを観察して、現時点での結論がそれだ。

　もっとも、騎士団が戦う相手も、軍事集団としては弱小の盗とう賊ぞくなので、戦争のプロになる必要性がないのはわかる。たまに、二〇〇年前の砦とりでなどイレギュラーな存在が出てきたときに弱点が明るみに出るくらいだ。

〈でも、素人は無能とは違うからな〉

　とも思う。

　ただ知らないだけなら、教えればよい。教えてもだめなのを無能というのだ。

　クラヴェリーナには、どんどん知識を吸収していきそうな期待感がある。

　彼かの女じよには、確かに人を率いる資質があると思う。さっきの、副団長の扱いもそうだし、戦いの最中も、安あん全ぜん圏けんから命令だけするようなことはせず、陣じん頭とうで指揮をとっていた。

　美しい少女であるというのも、一面頼たよりないかもしれないが、裏を返せばこれほど人心を奮い立たせる姿はないだろう。

　やりようによっては、ひょっとしたら名将にだってなれるかもしれない。

　ただ、彼女は今のところ〝第一の騎士〟になるために、武芸大会に優勝するのが当面の目標だ。個人の武勇と勇気を競きそう場に、軍師の出る幕はない。

　いや、とクロウは思い返す。それでも将しよう帥すいとしての能力は必要なはずだ。騎士団の、組織としての能率向上も同様、〝第一の騎士〟になったその先に待ち受ける戦いにおいて、おそらく必要になる。

　であれば、今から人を率いる心得とか、組織の効率化とか、そういった方面で助言をしていくべきだろう。

　そうすればクラヴェリーナからの信しん頼らい度ども上がるはず。

　クラヴェリーナに信用される日を夢見て、思わず笑みがこぼれた。

　にまにましていると、徒歩撃剣の訓練をしていたアルコンがこちらへやってきた。

「アキツの客人は、我ら騎士団の武芸がそれほど滑こつ稽けいだと思われるか」

　他の人より抑よく揚ようが倍くらいついているアルコンの台詞せりふであった。気取ったようすだが目が笑っていない。討とう伐ばつの帰り道、クロウの雇やとい入れに対し、もっとも頑がん固こに反対したのがこのアルコンだった。今も客人と呼んで部外者扱いだ。

〈いかん、練習を笑ってると誤解されちゃったか？〉

「そうではありません。わたしは笑いましたが、それはあなたのことではありません。クラベリイナさんのことを考えていました」

「ほう、団長のことを、な」

　アルコンの目がすっと細くなった。なぜだか、かえって怒おこらせてしまったらしい。

「客人よ、よろしければアキツの武芸をご教授いただきたいものだが」

　なにかを放ってよこしたから思わず受け取ると、木ぼつ剣けんだった。

「え？」

「さあ、こちらへ」

　戸と惑まどっているうちに訓練場の真ん中まで連れてこられた。

「え？　え？」

「さあ、アキツの国の戦士よ、お手並みを拝見しよう」

　アルコンは剣を構えてクロウの前に立った。実戦を経験した戦士の威い圧あつ感がクロウを襲おそう。

〈ま、まずい。これはまずいぞ〉

　クロウは汗だらだらである。左右を見回せば周囲の騎士が注目しているのがわかる。

　なんとか、ここから最善の策をさがさねば。

　とりあえず構える。

「両手持ち？」「それは片手剣だぞ」

〈明津国じゃこう持つんだよ〉

　といっても、やはり明津国の刀とこの国の剣では大きさもバランスも違う。両手で持つには柄つかが短くて、思わず握りなおそうとした。

「ゆくぞ！」

　アルコンが真っ向から打ち下ろしてきた。飛ぶようなすばやい踏ふみ込みだ。鍛たん錬れんのほどがわかる。

　踏み込みの猛もう烈れつなことに比べれば、打ってくる剣の速さはさほどではなかった。アルコンにしてみれば力量を量るための軽い一いち撃げきだったのだろう。

　しかし、クロウはろくに受けもかわしもできず、思いっきり正面から食くらった。

「ぬぐううう……！」

　前頭部から頭全体に広がる衝しよう撃げきに、クロウは瞬しゆん間かん目がくらみ、木剣を手放してへたり込んだ。両手で打たれたところを覆おおう。

「ぐおおお……！」

　涙なみだ目めで、痛みのため止まっていられず、上を向いたり下を向いたり体をねじったりするクロウ。

　くねくねしているクロウを見下ろして、打ったアルコンのほうが驚いている。こうまであっさりと一撃が入るとは思っていなかったのだ。拍ひよう子し抜ぬけしたみたいだが、気を取り直して笑みを浮うかべた。

「ふ、ふふ……アキツの戦士とはその程度のものか」

　それを聞いたクロウは、なんとか涙をぬぐって立ち上がった。

　まだ前頭部が脈打っているみたいに痛い。足元がおぼつかない。それでも、木剣を拾って構えた。

「再びやります」

　今度はこちらから先に攻こう撃げきだ。しかしクロウの一撃は空を切り、ぴしりと右手首を打うち据すえられた。筋をやられたみたいな痛みが右手に走り、クロウは歯ぎしりして悲鳴をこらえる。

「ぐぐぐ……痛いです」

　アルコンに背を向けてしゃがみこんでしまった。

「そのていたらくでクラヴェリーナ団長のお傍そばにはべろうなどとは、おこがましい」

　クロウの背に向けてアルコンがきつい言葉を浴びせるが、それに反応もしない。

　実力の差もはっきりしたことだし、もはやこのアキツ人は立ち上がるまいと皆思った。

　だがクロウはまだ剣を捨てていない。

　やがてアルコンが目を見開く中、立ち上がると、右手を下げて左手だけで剣を構えた。

「再びやります！」




　右みぎ肩かたに一撃を受けた。

　左のふとももを打たれて折れ曲がるように転んだ。

　頭をもう一回攻撃されてしばらく涙が止まらなくなった。

　何度も打だ撃げきを受け、倒たおれながら、それでもクロウは立ち上がった。

〈これが最善の策……のはず〉

　しかし脇わき腹ばらにきついのをもらって、ついにクロウはひっくり返ったまま動けなくなった。

〈ああ、空が青い〉

　青いくらいしかわからない。物のかたちはあふれる涙でゆがんでかすみ、はっきりしなかった。

　現実から遊ゆう離りしてどこかに浮いているみたいな感覚だ。それでもクロウはまだ立ち上がろうとする。

　と、そこへ声がかかった。

「何をしているんですか！」

　クロウは声の主のほうを見る余よ裕ゆうもなかったが、知っている声だ。リフィだった。

「こいつはいちおうクラヴェリーナさまの従卒見習いですよ！　いちおう！　しごきをくわえるなら、上役であるあたしに話を通してからにしてください」

　騎士たちはリフィの剣けん幕まくに少々たじろいでいる。

「待ちたまえカリョフィーラ・エンシーナ嬢じよう。彼かれが望んだことだ。我々ではない。決して彼の意に反したしごきなどをしていたわけではない」

　たしかに、はじめはともかく、最後のほうは実に嫌いやそうな顔をしてアルコンはクロウを打っていた。ろくに戦えもしないくせに音をあげないクロウを気味悪がっていた。一方的に打ち続けても快感はない、しかしこちらから終わりとは言いたくない、という感じだった。

　リフィはアルコンと、ボロボロのクロウを改めて見比べる。

「本当に？」

　疑われて、アルコンはきっと居住まいを正した。

「戦意のない者を打ったとあっては騎士の名折れ」

　右手で天を指し、誓ちかいの姿勢をとる。

「剣の神にかけて誓おう」

　それにはかえってリフィのほうが慌あわてた。

「いえ、〝誓せい約やく〟までしてもらわなくても。わかりました」

　リフィはクロウの首根っこを掴つかむと、

「騎士アルコン、失礼しました」

　訓練場の端はしまで引きずっていった。




　　　・




「おまえ、何をしてるの！」

　掴んだままの襟えり首くびをぐいっと引っ張ってリフィが怒ったように声を荒あららげた。

「あたたた痛いです」

「あ、ごめん……じゃなくて。なんでこんなことになったの？」

　それでも襟首を掴むのはやめてくれた。

「アルコンさんがわたしを練習に誘さそいました」

「嘘うそを言わないで、騎士アルコンと言ってることが違う。おまえが望んだんだろ」

　疑いなくアルコンの言ったことを信じている。クロウに信しん頼らいがないからというよりたぶん、さっきの〝誓約〟というやつが重い意味を持つからだろう。

「二度めからはわたしが頼たのみました。再びやります、再びやります、と言って何回も」

「そういうこと。でもなんで……あっ、もしかしておまえ、そういう趣しゆ味み？　引くわ」

「わたしは痛いことは嫌きらいです」

「本当か？　じゃあなんで？」

「わたしがアルコンさんに勝つと、アルコンさんたちはわたしをよく思わないでしょう。なので、わたしが勝ってはだめなのです」

「じゃあ、勝てるけどわざと負けたっていうの？」

　リフィはびっくりした顔だ。

　クロウはにやりと笑って、

「いいえ、わたしは弱いです。がんばっても勝てません」

「おい」

「わたしが負けるのが一回だけで終わりますと、アルコンさんたちはわたしを嫌うことはありません。しかし、弱いと思って、あの、わたしをだめだと思います。だめ、弱いから、小さく見ます……ええと」

〈軽けい蔑べつってエルトレス語でなんて言うんだ？〉

　しかしリフィはクロウの言わんとすることを正しく汲くみ取とった。

「バカにされるってこと？」

「おお、そうです。なので、わたしは何回も負けるのがいいと思いました」

　たとえ弱かろうが、根こん性じようだけはあると思ってもらえるだろう。

「バカにされたくないから？」

「そうです。バカにする人に従う人はいません。わたしがバカにされると、わたしを雇ったクラベリイナさんも悪く言われます。すると騎士団がまとまりません。それはダメですから」

　アルコン自身はおそらくクラヴェリーナを軽かろんずることはないだろう。親クラヴェリーナの騎士たちはそうだ。しかし、クラヴェリーナを認めない者たちがクロウの弱さを聞いたら、クラヴェリーナを攻撃する材料になるかもしれない。クロウはそれを恐れた。

　そのために、何度も何度も打たれる必要があった。痛かった、というか今も痛いけど。こんなにあざだらけになって……最初にやられた前頭部にはこぶができて、もうかなりの大きさにふくらんでいる。

　クロウは騎士団のため、ひいてはクラヴェリーナのために、計算ずくで自分の体を痛めつけたのだった。

　それを誇ほこるでもなく言うクロウに対し、リフィはとっさに言葉が出ないようだった。

「おまえ……」

　クロウは少し恥はずかしそうに笑った。

「あの……、理由はもうひとつあります。クラベリイナさんのためではなく、自分のための理由です。ごめんなさい」

「もうひとつ？　それは？」

「なめんな」

「え？」

「明津国なめんな」

　なめんな、はまだクロウが祖国にいて、エルトレス語もよく知らなかったころ、港にいたエルトレスの船乗りに教わった言葉だ。くだけた言葉で「誇りを見よ」の意味だと聞いた。

「ふうん……」

　じっとクロウの顔を見ているリフィ。やがて彼女は立ち上がった。

「少し待ってて」

　リフィは水の入った桶おけを持ってきて、濡ぬれたタオルで痛むところを冷やしてくれた。

「おまえ、ただの変質者じゃなかったんだな」

「変質者、とは？」

　聞き返すクロウの顔面にリフィは、べしゃっ、と濡れタオルを軽く投げつけた。

「思ったより根性あるじゃん」




　　　・




　濡れタオルを残してリフィは先に行ってしまったので、自分で体をぬぐい、井い戸どを探して桶を返した。

　訓練場での練習ももう解散のようだ。日は斜ななめになろうとして朱しゆ色いろに変じ、地上を自らの色で染めあげようとしている。並んで飛ぶ鳥が山へ帰る。きっと明津国にはいない鳥だろう。クロウはちょっとだけ故郷の夕焼けを思い出した。

　騎士団で働く初日、きょう一日だけでもいろいろなことがあった。

　当面は騎士団に溶け込むのと、外部の目として足りないところいいところを観察するつもりだ。ぐっと拳こぶしを握るクロウであった。

　気合を入れたところで、腹が鳴る。おなかが空いていることに気づいた。

　立ち上がるだけであちこちが痛い。足を軽く引きずりながら、クロウは食堂へ向かう。

　一日働いてけっこうな人数に姿を見られたので、食堂ではさすがに今朝ほどのざわつきは起きなかった。

　向こうの席にはさっきのアルコンや騎士たち。こっちにはいっしょに麦を運んだ子供たち。
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〈こうしてみるとやっぱり女性が多いな〉

　騎士団はいわば戦士の集団であるが、それにしては女性の数が多い。そもそも団長とその従卒からして女性である。そういえばクラヴェリーナとリフィの姿が見えないが、それはともかく、女性騎士、女性従卒の姿が珍めずらしくない。およそ二割か三割くらいだろうか。さっき訓練場で練習していた者たちの中にも女性がいた。

　明津国では考えられない状じよう況きようだ。平和だからか？　考え方の違いか？

　そんなことを考えながら最も寄よりの席に座すわった。

　肉と野菜のシチューと、パン。

〈海の魚がないのが残念だ〉

　それに、飲み物として出る、このビイルという酒はそんなに好きではなかった。でも今日はたくさん働いたし、木剣でこっぴどくやられもした。喉のどが渇かわいているので、何なん杯ばいかおかわりをするほど飲んだ。

　ビイルは酒精の弱い酒であるが、量を過ごせばそれなりに酔よいが回る。血行がよくなったせいで、またあちこちの痛みが脈打ちはじめた。クロウの顔が赤くなっている。

　ほろ酔い加減だ。そろそろ体を休めて眠ねむったほうがいいかもしれない。

　と、ここで重要なことに思い至った。

〈おれはどこに寝ねればいいんだ？〉

　昨晩は宴うたげだった。だから外で眠ってしまったが、今日からクロウが寝る場所は決められているはずだ。

　まず、給きゆう仕じに来た厨ちゆう房ぼう働きの女性に訊きいてみることにした。なんでかというと周囲に他の人がいないからだ。

　食堂はわいわいにぎやかで、少し声を張らないと隣となりにいても聞こえづらい。

「すみません。わたしはどこで眠ればいいですか？」

　まだ若い彼女は、比ひ較かく的てき物もの怖おじせず、クロウの質問に答えてくれた。

「ええ？　従卒だったら、団長の隣の部屋じゃないの？　違ちがうの？」

「クラベリイナさんの隣！」

　なんという絶好のポジション！

「それはどこにありますか？」

　詳くわしい場所を聞いて、クロウは一礼した。

「ありがとうございます。わたしは行きます」

　痛みも何も忘れて浮かれたように歩き出だすクロウのうしろ姿を見て、女性は、

「あのアキツ人、団長の従卒でよかったよねえ？　あれ、違ったっけ？」

　と首をひねってひとりごちた。




　　　・




　給仕の人に教わった、騎士の宿舎に足を踏み入いれる。

　クラヴェリーナは団長であるが、寝しん室しつに関しては一いつ般ぱん騎き士しと変わらない部屋を使っているという。

　なぜか抜ぬき足あし差し足で、クロウは彼女の部屋の前までやってきた。

〈クラベリイナさんにおやすみの挨あい拶さつをしようかな〉

　ビイルで泡あわだったような頭で思うが、彼女の部屋は暗かった。もう眠ったのだろうか。だとすれば睡すい眠みんの邪じや魔まをするのはよくない。

　いちおう、部屋のドアに耳をくっつけて室内の物音を探さぐってみたが、何も聞こえない。

　あきらめて隣の部屋へ向かった。聞いた話によるとこここそがクロウの寝る部屋。クラヴェリーナとは壁かべ一枚隔へだてただけの、最高のポジションといえる。

　さて木製のドアを開けようとしたが、引っ張ってもガタガタというだけで開かない。

「立て付けが悪いのか？」

　何度かガタガタ揺ゆらしていると、そのうち開いた。

　部屋の中に入る。暗くてほとんど様子は見えないが、かなり狭せまいようだ。しかし、首都プエブロ・ガナドールの宿屋の、広い部屋にぎゅうぎゅうに詰つめ込まれての雑魚ざこ寝ねに比べれば、個室であるだけで十分だ。

「クラベリイナさんの部屋がこっち、と」

　なんとなくそっちの壁寄りに進む。

　手て探さぐりしているうちになんとか目も慣れて、寝しん台だいの位置がわかった。

　横になろう。

　靴くつを脱ぬいで寝台に上がる。

　と、手をついたところに、不思議な感かん触しよくが。ワラでもシーツでも毛布でもない、柔やわらかくてあたたかい何か……。

　いったいなんなのか、目をこらし、手でまさぐって正体を探る。

「これは……もしや……」

　硬こう直ちよくしてしまったクロウの体から、一気に汗あせが吹ふき出した。

「人間、女性の体……？」

　闇やみの中になまめかしく浮かび上がる白い女によ体たい……裸はだかのようだ。

　今まで気づかなかったが、改めて耳を澄すませば、その女性の寝ね息いきも聞こえる。

　目を近づけると、さらに恐おそるべき事実を認にん識しきした。

　その女性はリフィだった。

　そうクロウが認識したと同時に、彼女が目を開いた。

　クロウは自分が触さわっているのが女性であることに気づいた瞬間から固まってしまっている。だからクロウの手はリフィの乳ち房ぶさをわしづかみにしたままだ。

　リフィの目の焦しよう点てんが合う。クロウが自分にのしかかっているのを見た。目が大きく見開かれる。

　クロウが何を言うより早く、

「ぎゃ――――っ！」

　リフィの口から悲鳴が轟とどろきわたった。

「いえ、あの」

　動転してとっさにエルトレス語が口から出ない。

「やっぱり変質者だったな！　もう！　この！」

　リフィは涙目で、毛布を身に引き寄せながら、空いた片手でクロウを殴なぐりまくる。さっき木剣でやられたところに響ひびいてぐらついた。そこへ、リフィの拳が顎あごにクリーンヒットした。

　クロウはぶっ倒れて意識を失ってしまった。




　　　・




　目が覚めると同じ部屋の床ゆかに寝ていた。

　クラヴェリーナが透すき通とおるような表情でクロウを見下ろしている。薄うす手での夜着を身につけている。叫さけび声ごえを聞きつけて隣の部屋からやってきたのだろう。隣にはまだ毛布に包くるまって、真っ赤になって怒った顔のリフィもいた。あまり時間は経たっていないらしい。

「クラベリイナさん、おはようございます」

「おはよう」

　その声は実に冷えている。

　クロウは正座させられた。

「今日釘くぎを刺さしたばかりでしょう、事件を起こさないように、と。一晩もたたずにこれでは、あなたの雇こ用ようを考え直さなければならないようね」

「き、聞いてください！」

「何を聞くことがある！　あたしの、む、む、胸を……揉もんでおいて！」

「残念ね。たしかにあなたはおかしな人だけど、一いち途ずだと思っていた。わたしを狙うぶんにはよかったのに、まさかわたし以外の子に……それもリフィに手を出すような人だとは」

「ち、違います！」

　クロウは焦あせった。クラヴェリーナの信頼を高めようと決意したばかりだというのに、不ふ慮りよの事故で逆に信頼がガタ落ちになってしまう。

「わたしは、ここがわたしが眠る部屋だと思いました！　リフイさんがいることは知りません！」

「うそつけ！」

「本当です！　わたしは食堂でここがわたしが眠る部屋だという話を聞きました。それで来ました。それだけです。リフイさんが目的ではありません。さわったのは暗いので見えなかったからです」

「また、都合のいいことを……」

「誰だれから聞いたの？」

「食堂の女の人です。肉を持ってきました。髪かみの毛けが長くて、色が、あの、夕方の色です」

　必死にその女の人の特とく徴ちようを思い出すクロウ。額に汗がにじんでいる。

　クラヴェリーナの表情がここでようやく変化した。わずかに眉まゆを寄せた。

「ペルラだわ。彼女は粗そ忽こつだからありえる話ね」

　しかしリフィは納なつ得とくがいかないようすだった。

「あたし、部屋にかんぬきかけといたんだけど……どうやって入った？」

「わたしは扉とびらを動かしました。開きました」

　鍵かぎのかかりがよくないということは知っているのか、リフィは悔くやしそうに口を閉じた。

「信じてください。わたしはクラベリイナさんのためにここにいます！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいでもってクロウは自分の誠意を訴うつたえかける。ついでリフィに向かい、正座のまま頭を床につけた。土下座である。

「ごめんなさい。目的ではなかったとはいえ、たしかにリフイさんの胸をさわりました。わたしを攻撃してください」

　そのまま頭を上げない。

「……わかったよ、もういいよ」

「ありがとうございます！」

　クロウはリフィとクラヴェリーナに、交こう互ごに頭を下げて床にごつごつぶつけた。アルコンに木剣で打たれたところが痛いが、そんなことは言っていられない。

　冷ややかに見下ろしていたクラヴェリーナだったが、頭を打ちつける音が大きくなったところでクロウを止めた。

「いちおうあとでペルラに話は聞くけれど、ひとまずこれが偶ぐう発はつ的てきな事故であることを認めます」

〈よ、よかったぁぁ～……〉

　クロウは心底安あん堵どして力が抜けた。騎士団から追い出されるところだった。

「二度とこのようなことがないようにしなさい」

「はい！」

　クロウは立つことを許された。額がひりひりしている。

　安心して改めて見ると、クラヴェリーナが今着ている夜着は、二にの腕うでは出ているわ、ひざは出ているわ、明あき津つ国の若者にとっては十分に刺し激げきが強いものであった。

　リフィに至っては全ぜん裸らで寝ていたのだ。

「わたしは、リフイさんが裸だと思いませんでした」

　視線を向けると自分の体を抱だくようにして毛布でガードするリフィ。

「裸なのは普ふ通つうだろ。勝手に入ってくるのがおかしいだけで」

「裸なのは普通ですか？」

　ぎょっとしたクロウはクラヴェリーナの顔色を窺うかがう。

「わたしは違うけれど、エルトレスでは珍しいことではないわ。アキツの国では違うのかしら？」

　さも当然のように言われて、クロウはうろたえた。

〈ど、どんな国だよエルトレス王国！〉

　実に素す晴ばらしい、ではなくて、嘆なげかわしい。貞てい操そうの観念はどうなっているのだ。いや、でもクラヴェリーナは裸ではないということなのでセーフか。

　いや、でもそれはおかしい、とクロウは反論を試みた。

「リフイさんが特別なのではないのですか？」

「なんだよ、特別って」

「プエブロ・ガナドールの宿では、同じ部屋の人は、服を着ていました」

「それは、雑魚寝の安宿だろ？　服とか持ち物を盗ぬすまれないようにしてるだけよ」

「あら、そうなの？　よく知ってるわね」

「そりゃ、あたしは平民ですから」

　クロウは正しい寝ね場ば所しよ、従卒見習いの棟むねを教えてもらった。さっさと出ていけ、ということで、もう一度深々と礼をして……部屋を出る前に、もうひとつだけ、どうしても気になったことがあった。

「クラベリイナさん。クラベリイナさんは『わたしを狙うぶんにはよかった』と言いました」

　そう。確かに言った。

「それは、クラベリイナさんはわたしの思いを受け入れることができるということですか？」

　クラヴェリーナはあっさりと首を振ふった。

「いいえ。単なるリスク管理の問題よ。わたしだけが狙われるならわたしが気をつければよいけれど、目標がひとつでない場合はそれだけ防ぼう禦ぎよが難しくなる。そういうこと」

「はい……そうですか……」







第３章　なぜここにいる？







　エルトレス王国における騎き士しと、明津国における武士とは、似ているところもあるが、やはり別物である。

　エルトレスの支配階級である王、貴族、これらは戦う者ではない。代々の伝統と歴史がその地位に重みを与あたえている。

　戦う者である騎士は、貴族と平民の中間に位置する。準貴族といった扱あつかいだ。

　しかし、貴族はその地位が世せ襲しゆうされるが、平民出身の者が騎士になっても、その家族は平民のままだ。親が騎士であれば、騎士になるための教えを子に授さずけやすいしコネもきくので、代々騎士を輩出する家系というものは存在するけれども、それは貴族の世襲とはまるで意味合いが異なる。

　騎士は、本物の貴族に叙じよせられる可能性がある。〝第一の騎士〟になれば爵しやく位いをもらえるし、なれなくとも、大きい功績がある者は、ごくまれにではあるが、貴族になれる。例を挙げれば、現在エルトレス王国の東の果てに小さな領土をもつガルニカ家は、六〇年ほどの歴史しか持たない新興の貴族であるが、その始祖は、武芸大会で一三回連続準優勝となった剛ごう勇ゆうの騎士イアーゴ・ガルニカだ。彼は〝第一の騎士〟にはなれなかったが、貴族になった。

　このように騎士とは、平民でもなれるし、そこから領土持ちの貴族へと出世する希望もないことはない階級だ。なので、騎士になろうという者はおよそ三種の人間に分けられる。一、なんの縁えん故こもない平民。二、近親者に騎士がいる平民。三、うだつの上がらない小貴族。

　クラヴェリーナはそのどれにも当てはまらない。なにせ広大な領地を有するライオ伯はく爵しやく家けの令れい嬢じようである。

　最近はこのような例は少なくなく、現在、エルトレス王国認にん定てい一八騎き士し団だんのうち六人の騎士団長が大貴族の血けつ縁えんの者だ。

　領地をもつ貴族にとってみれば、騎士団は、自分の領地の中に独自の領地を持つ異物である。軍事力を持つ異物だ。独立させておくよりは、懐かい柔じゆうして自分に都合よく動いてくれるようにするに越こしたことはない。そのために、自分の縁えん者じやを団長として送り込むのだ。

　この際、送り込む団長が有能である必要はない。お飾かざりであってかまわない。要は貴族の影えい響きようを騎士団に及およぼせればいいのだから。

　クロウが首都プエブロ・ガナドールで見たクラヴェリーナの就任式の際にも、そういった声が囁ささやかれていたではないか。

　だが、クラヴェリーナは、決して貴族の傀かい儡らいに甘あまんずる少女ではない。独自の意志を持ち、目的を持って、騎士団長として行動している。クロウはそう信じている。

　いずれにせよエルトレスでは騎士は貴族とイコールではない。

　いっぽう、明津国では権力の中ちゆう枢すうにいるのが武士である。全国のトップである大将軍から、各地方国の支配者である藩はん主しゆ、すべて武士であり、戦う者は支配階級なのだ。

　それは戦乱の時代による必然といえた。軍事力を持つ者が支配するのだ。家いえ柄がらより実力が重視される。実力があれば商人出でも農民でも武士になれた時代からまだ遠くない。平和になった今でも、身分はまだ固定されきっていない。

　現にクロウがエルトレスに来る前にいた鹿湊、あそこで共にエルトレスのことを学んだ仲間には商人の息子むすこが多かったが、特に身分差を感じることなく対等に付き合っていたものだ。

　エルトレスにいっしょにいこうと言っておいて船出のときに姿をくらました友人も商家の出だった。

　あれからどれくらいたつか。クロウが騎士団にきてからほぼ一ヶか月げつがたとうとしていた。

〈なつかしい。あいつはいまごろ何をしてるんだろうな〉




　　　・




　クロウが黄金獅子騎き士し団だんの宿舎でそんなことを思っているのとちょうど同じ時刻、鹿湊では一隻せきの船が出港前の準備であわただしかった。

　周囲に浮かぶ商船を圧あつ倒とうして大きい。船腹には、宝玉を中心に竜りゆう虎こ相あい搏うつ姿を図案化した円形紋もん。これは明津国に古くから伝わる紋もん様ようであり、この船が公用のものであることを示している。

　季節は夏に近づき、太陽は日に日に力をつけるようだ。空の青さが濃こく、雲の白さが鮮あざやかで、じっとしてると汗がにじむような陽気になった。

　人が荷物を積むのに忙いそがしく行き交う中、巨きよ船せんを近くで眺ながめている青年がいた。

　谷馬玄止タニマ・ゲンシ。実家を飛び出して鹿湊に勉学のためやってきた男であり、クロウの学友であり、――クロウをエルトレス行きに誘った男である。

　ほんとうは共に行くつもりだったが、渡と航こう費ひをどうしても捻ねん出しゆつできずに、クロウひとりだけ行かせるはめになった。もともと金は足りていたのだが、エルトレスに渡わたったあとの資金に余裕がほしいという名目で、出航前夜、賭と場ばにふらふらっと足を向けた。結果、渡航費まですってしまったのだ。

　それで、次の機会がくるまで数すうヶか月げつ。

「遅れっちまったが、ようやっとおれも海を渡れそうだぜ。待ってなよ、来」

　渡航費を貯ためるのをあきらめて、船員として乗ればいいと思いついたのだ。しかも、雑用係ではあるが、明津国の公用船に潜もぐりこむことができた。

　船員のわりには出航準備の仕事もせずにいるが、あまりに堂々としているため、かえって周囲に気づかれていないのだろう。

　見送りにきた学友が、ゲンシの台詞せりふを聞きとがめた。

「谷馬はえらく来のことを買ってるようだが、そこが解せん。エルトレス語の塾じゆくでも、特に目立つ者ではなかっただろう」

　しばらく考えて、ゲンシは返答する。

「あいつは、おれらが明津人が書いた本で明津人が講義するエルトレス語を勉強してる間、港に出てエルトレス人に話しかけまくるようなやつさ」

　だから塾で重要となる読み書きは大した成績ではなかった。ようするにあいつにとっては、エルトレスのことを知るのが重要なのであって、塾でいい成績をあげるのが目的ではないのだ。

「ここ来る前に軍学やってたっていうが、きっとそっちでも学内の成績はよくなかったにちげえねえ。来のやつは、けっきょくは人さまの書いた文字の中に埋うもれるなんざ似合わねえやつだよ。本人は学問に没ぼつ頭とうしようとしてたみてえだがな」

　ゲンシの目にはそう見えた。ほかの連中とは明らかに毛色が違う。学者にしては自分の言葉で考えすぎる。学問とは、まず偉い大だいなる先人たちの業績を尊重して、そのうえで自分で考える段階に進むべきだというのに。

　こういうやつは、人の敷しいた道を通れば安全な太平の世よりも、自分で道を作るような未知の世に生きたほうが面白おもしろそうだ。そう思ってゲンシは、未知も未知であるエルトレス行きにクロウを誘ったのだ。

　学友は、いまいちピンと来ていないようだ。ゲンシはつけくわえた。

「来のやつ、おとなしそうに見えて物もの怖おじしねえだろ。あのあつかましさはなかなか真似まねできんぜ」

「なるほど、たしかに……」

　そこではじめて納得したようすを見て、ゲンシは大笑いした。




　　　・




　そんな好き勝手なことを言われているとは知らず、クロウは今日も雑用に忙しい。

　今日は武具庫で歩兵用の装備の手入れだ。油を塗ぬったり磨みがいたり、武具庫の責任者である騎士に指導を受けながら丁てい寧ねいに仕上げていく。

〈なるほど、これで基本的な武具の手入れ方法を覚えるんだな〉

　明津国では木に漆うるしを塗った鎧よろいが使われていたりしたが、エルトレスではほぼすべてが金属製のようだ。

　盾たてをみがいて、錆さびを落とす。盾は明津国ではほとんど見ない防具である。

　弓は明津国のものより小さいが、複数の材を張り合わせてあるようで、威い力りよくは十分そうだ。

　また、機械仕じ掛かけの弓もあった。これは弩ど弓きゆうというやつだ。明津国では見たことがない。装そう填てんに時間がかかるが、セットしてしまえば力はいらないし、威力もありそうだ。

　などと、いちいち自国と比べているせいで、ひとりだけ作業が遅おくれるクロウ。子供たちは昼すぎには仕事が終わっていた。

「クロウくん、遅おそいよ」

「ああ、ごめん」

　うしろからクロウの手て際ぎわを覗のぞき込んできた女の子は、初日に怖こわがっていたあの子だ。今では気安くクロウくんなどと話しかけてくる。ヒメナという名前も教えてもらった。

「ほんとだ、まだ全然終わってないじゃん」「しっかりしろよ」

　他の子たちもクロウに群がってきた。わんぱくな子の中には、クロウの髪を掴んだりする者もいる。

　一ヶか月げつ経たって、子供たちの中には話しかけてくる者も増えた。最初の警けい戒かいする時期を過ぎれば、変な言こと葉ば遣づかいの外国人が子供の興味の的になるのは当然だった。どうやらかっこいいとか、威い厳げんがあるとか、そういう評価は子供たちからは得られていない。いわゆるいじられ役としてからかわれたりすることが多かった。

　しかし、そのおかげでエルトレス語も少しは上達した、と思う。

　クラヴェリーナに言われたように、少しずつでも騎士団に溶とけ込めているはずだ。

　最初に馬に乗れた者、最初に真しん剣けんを使う訓練を許された者、最初に読解で優等をもらった者……従卒見習いの子供たちの間では、いろんな場面で一番手になることが、ある種のステイタスになっている。

　ヒメナは最初にアキツ人と話をした、ということで一目置かれる立場にあった。

「あんまりいじめるとクロウくんが仕事できないでしょ」

　ほかの子をたしなめる。

「いじめてねーよ」「なあ、クロウ、いじめてないよな？　なかよしだもんな」

　クロウは笑いを含ふくんで答える。

「どうかな？　ときどき、いじめられてる気もするけどね」

　和わ気き藹あい々あいとした光景であるが、子供たちの全員がこうなわけではない。慣れ親しんだ者は半分もいない。他には遠巻きにする子がいる。まだ怖がっている者もいる。クロウの存在を無視している子もいる。

　クロウがこっそり調べたところによると、クロウと親しくない子の主あるじは、反クラヴェリーナ派の騎士である、という傾けい向こうがあるみたいだ。

　主の影響か、本人の気質かはわからないし、下手にそのへんを刺激するのもよくないと思って、無理にそういった子と仲良くしようとはしていないクロウだったが、寂さびしいことは寂しい。怖がっていたヒメナだって、打ち解ければ、お姉さんぶったりしてこんなに可愛かわいらしいのに。

　子供たちが騒さわいでいると、

「おまえら、さっさと次へ行け！」

　ついに武具庫の責任者に怒ど鳴なられてしまった。首をすくめて子供たちはクロウから離はなれる。

「じゃあね、クロウくん。しっかりやるのよ」

「ありがとう。ヒメナさんたちはこれから勉強かな？」

「計算の勉強をね」

　ヒメナや、周りの子供たちは顔をしかめてみせた。日によって読み書きの勉強をしたり、礼れい儀ぎ作法を教わったり、武芸や乗馬の練習などいろいろあるが、中でも不人気なのがこの計算の勉強だった。

「がんばってくるといいよ」

　クロウは居残りで武具の手入れを続ける。

　仕事が遅れたことで、武具庫の騎士にひとしきり嫌いや味みを言われたが、クロウのエルトレス語はまだ能力不足で、三割くらいは表情と口調でしか感じ取れなかった。

　ようやく終わって、クロウが次に向かった先は図書館だ。騎士団宿舎には図書館があるのだ。小さい部屋で、蔵書量は五〇冊くらいだけれども。

　最初に図書館に来たとき、クロウは愕がく然ぜんとしたものだ。ここは騎士団である。戦う者たちが利用するための図書館なのだ。それなのに、軍法、戦略、戦史など戦いに関する書物が一いつ切さいないのだ。武術を図解した本はあったが、それはあくまで個人の戦いだ。明津国なら、まともな武家の蔵書に戦史の一冊もないなどということはありえない。

　歴史の本を見つけたので勇んで開いてみれば、遠い世の神話と、具体性に欠ける伝説の英えい雄ゆうの戦いの本だったりして、参考にはならなかった。

　神がこの世を離れたあと、残された〝火の竜りゆう〟と〝嘯うそぶく獣けもの〟が戦い、相あい討うちになって眠りにつきうんぬん……という話から実際の戦いの教訓を得るのは無理だろう。

　聞いてみたら、二〇〇年前に平和が訪おとずれた際に、戦争関連の書物を破は棄きすることが奨しよう励れいされたのだという。廃はい城じよう令と同じく、戦いを避さけるためということらしい。

　いくらなんでもそれは愚おろかではないかとクロウは思った。平和をもたらしたのはいい、それを続かせようと考えるのも当然のことだ。だがそれを、戦いくさに関する記き憶おくをなくすような方向で行うのはおかしいのではないか？　どうりで、騎士団といっても素人しろうとにすぎず、明津国に比べると児じ戯ぎみたいな戦いしかできないわけだ。エルトレス王国の戦について明津国とくらべるのを楽しみにしていたのだが、残念だった。

　今回クロウが図書館に来たのは、読書のためではない。物を書く環かん境きようが整っているからだ。

　ここしばらく考えていたものを、形にするつもりだ。

〈クラベリイナさんのための教科書だ〉

　いいものを書こうと観察と塾考を重ねた。

　それをサプライズで渡す。やる気と能力があるところをクラヴェリーナに証明するのだ。

　なぜなら、最近、クラヴェリーナとほとんど言葉を交かわしていない。忙しいから、という理由である。

　それでも、いちおう従卒見習いなのだから、たまには呼び出してくれてもいいのに、それがないのは、胸揉み事件のせいに違いない、とクロウは思っている。偶発的な事故だと認めてはもらったが、知らず知らずクロウに対する評価が低下しているのだろう。

　リフィもよそよそしいので彼かの女じよにわたりをつけてもらうこともできない。

　リフィ……。彼女のことを考えると落ち着かなくなる。というのは手のひらに感じたあの感触をどうしても思い出してしまうからだった。そのせいか、向こうがよそよそしいだけでなくこっちも気まずい。

　だからリフィを通してではなくクラヴェリーナに直接会いにいこうとした。

　はじめのころは、日が昇のぼる前に食堂に行って、朝食をとるクラヴェリーナが来るのを待ったり、寝る前に彼女の部屋の前に張り込んだり、執しつ務む室しつから出てくるところを待ったり、いろいろがんばったが、冷たい対応をされてしまった。

　訓練場で汗を流しているクラヴェリーナを見たこともたびたびあるが、あまりの真剣さに、さすがのクロウもそこでは声をかけることをためらった。武芸大会に向けて熱が入っている。

　これでは話をする暇ひまがない。

　かといって大会が終わるまで待ってもいられない。だから書いて彼女に見せるのだ。

　毛筆に、墨すみに、木から作った紙ではなく、羽根ペンに、インクに、獣の皮の紙だ。慣れない道具を使って慣れない言葉を書くのは大変だ。

　いざ書こうとしても、なかなかペンを紙に下ろせない。

　はじめは、滔とう滔とうたる大論文を物しようなどと思っていたが、もちろんそんなのは無理だ。

　使用が許された紙は一枚きりだ。うっすらと前に書いてあった文章が残っている反ほ故ご紙である。獣じゆう皮ひの紙も安くないのだとか。

　それに、簡単な言葉の綴つづりもあやふやだし、単語をどの順番で並べれば正しい文になるのかも怪あやしい。明津国にいたころ、塾でみっちりやっていればできたかもしれなかったが、それを今言ってもしかたがない。

〈子供たちに交じって読み書きの勉強すればよかったかな〉

　ポイントをしぼって簡潔に書くことにしよう。文章で不足している部分は口頭で補足すればいい。

　気合を入れて、右手を舞まわす。思いをインクに浸ひたして、入にゆう魂こんの文字を書くのだ。

　顔を獣皮紙につけんばかりにして、丁寧に、気をつけて、できるだけきれいな字を書く。

　そしてようやく、

「できた！」

　クロウが顔を上げると頬ほおに黒くインクがついている。

　気がつけばすっかり暗くなっていた。今からクラヴェリーナに渡しても、疲つかれているだろうし彼女の私室に入れてもらえはしない。渡すのは翌日になってからがいいだろう。
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　その翌日、子供たちは朝から訓練場で武芸の練習だ。素す手ででの組み打ちを稽けい古こする。太陽の下もと、汗だくで格かく闘とうの練習をするなんて、考えただけでも大変そうだ。雑用の仕事ではないので、クロウは参加しなくてもいいのだ。クラヴェリーナを捜さがすのに実に都合がいい。

〈クラベリイナさんはどこだ〉

　今までの傾向からすると、訓練場でなければ執務室にいることが多い。クロウはそっちへ足を向けた。だが執務室も無人だった。

　次は厩きゆう舎しやだ。クラヴェリーナの愛馬ピカーロは彼女にふさわしい白馬で、毛並みがよく四し肢しが充じゆう実じつしている。ただし少々癇かん癖ぺきなところがあってクラヴェリーナ以外の人間を乗せたがらない。彼女はその馬の世話をよくしている。騎士の戦いは馬上で行われるのが正道だ。クラヴェリーナはそれが得意だという話だが、その何割かはこのピカーロのおかげだという。

　向かっている途と中ちゆうで騎士が通りすがったので、訊く。

「すみません。わたしはクラベリイナさんの従卒の見習いのライ・クロウです」

「おう、知ってるよ。盗とう賊ぞく討とう伐ばつのときは世話になったな」

　見覚えがあると思ったら、あのときにおとり役になった騎士だった。たしかグーリス・ドミンゴ。誇ほこりある騎士におとりなどさせやがって！　と怒おこられるかと思っていたが、グーリスは機き嫌げんがいい。

「あんなんで怒るやつは頭が固いのさ。危険な役だからって賞しよう与よも出たし、策を考えたおまえに感謝してるくらいだ」

　アルコンたちよりずいぶんと砕くだけた考え方をする男のようだ。

「おれは平民出だからな。騎士の家系のアルコンとはそりゃ違うさ」

　クロウは丁寧なものの訊きかたを記憶の中から引っ張り出そうとした。

「よろしければ、お教えください。クラベリイナさんはどこですか？」

「団長？　さっき従卒といっしょに厩舎のほうに行ったのを見たぞ」

　やっぱり厩舎か。でもリフィといっしょというのは？

「おまえも従卒だろ？　そのくらいは把は握あくしとけよ」

「ありがとうございました」

「おうよ、今度飲もうぜ」

　クロウは厩舎に向かう足をはやめた。

　厩舎には、ちょうど白馬ピカーロに乗ろうとするクラヴェリーナの姿があった。リフィが馬の口取りをしている。そう確かく認にんするやいなや、クロウは走ってその前をふさいだ。

「ライクロウ？」

「はい！」

　実に久しぶりのような気がする。

〈やはり美しい〉

　平服ではあるが、黄金の髪を軽く風になびかせて、剣けんを腰こしに提さげ、背筋を伸のばした馬上の姿は人の目を奪うばう。

「なにか用かしら」

「読んでほしいものがあります。わたしが書きました」

「クラヴェリーナさまは忙しいんだぞ。これからメレーナに行く用事があるんだ」

　リフィの態度もクロウに優やさしくない。しかしここでひるむわけにはいかない。馬上のクラヴェリーナを見上げた。

「それならおれ……わたしもいっしょにメレーナへ行きます」

　最近は子供たちと言葉を交わす機会が多いので、目上に対してもふとぞんざいな言葉が口をつくことがある。

「お前は見習いの子供たちと雑用があるだろ」

「今日は仕事はなくて稽古なので大だい丈じよう夫ぶです」

　クラヴェリーナは小首をかしげた。

「書いたものというのは、今必要なものなの？」

「いいえ、クラベリイナさんが〝第一の騎士〟になったあとに必要なものです」

「それなら……」

「ですが、必要なときになってからでは間にあわないものです」

　クロウの真ま面じ目めな表情を見てクラヴェリーナは思案し、やがてうなずいた。

「聞きましょうか」

「クラヴェリーナさま！　いいんですか？」

「かまわないわ。ライクロウ、馬を出してきなさい。メレーナへの道中で聞きます」

「はい、いますぐ！」

　クロウは飛とび跳はねるようにして厩舎へ駆かけていった。
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　道中では風が吹ふく。太陽がじりじりと地面を焼く。地に落ちた影かげが濃い。今日はことさらに暑く、もう真夏に近い。

　馬ば蹄ていに驚おどろいたバッタが飛んで逃にげていった。明津国のバッタよりひとまわり大きく色も濃い。道みち端ばたの雑草の背も高く緑が深い。

　道の左右には畑が広がっている。農業にうといクロウには、まして異国の地ということもあり、何の作物かとんとわからない。

　今は周囲の景色を気にしている場合ではなかった。

　馬は二頭。クラヴェリーナとクロウが乗る馬で、リフィはなぜかクラヴェリーナのうしろに同乗している。

「なんだよ」

　クロウの視線に気づいてリフィが唇くちびるを尖とがらせた。

「なんでもないです」

「リフィは一人で馬に乗れないのよね」

「クラヴェリーナさま！」

　リフィの抗こう議ぎの声に、クラヴェリーナは軽かろやかに笑った。

「もう……！」

「悪かったわ、そうすねないでリフィ。クロウの書いたものを読んで」

　リフィは紙を広げて読みはじめる。

「『一、食しよく糧りようは大事』……なにこれ？」

「騎士団の倉庫にある食糧のことです。多くの食糧を蓄たくわえているのは素す晴ばらしい、しかし、管理をきちんとしなければいけません。戦うときには食糧が大事です」

「『食糧専門の人を置く』」

「しっかり管理する人が必要です。どこに何がどれくらいあるのか知っていて、一目でわかるような書類を作ることができる人です」

「なるほど」

　クラヴェリーナはうなずいたが、すぐどうするということは言わなかった。

「続けて、リフィ」

「『二、情報は大事』……大事ばっかりだな」

「だから書いたのです。大事でないものはあと回し」

「情報については〝耳切り〟討とう伐ばつのときにも聞いたわね。灯あかりなしに暗いところを歩くようなもの、だったかしら」

「わたしが言ったことを憶おぼえてくれていましたか！」

　ぱっと喜色を浮うかべるクロウ。

「『情報専門の人を置く』これも同じだな」

「情報はお金と食べ物の次に戦いには必要になります。今は専門の人はいますか？」

「副団長に一任しているから、どうなっているのかわからないわね」

「だからだまされたんですね」

　聞きようによってはかなり辛しん辣らつなことをクロウは口にした。しかしクロウにしてみれば事実を口にしたまでで、別にクラヴェリーナを悪く言うつもりではない。

「クラベリイナさんが直接知るようにしましょう」

　クラヴェリーナは再びうなずいた。

「『三、命令を聞く』これは？」

「わたしが盗とう賊ぞくの討伐を見たところ、騎士たちは自分の好きなように動きすぎだと思いました。なので、騎士たちにはひとりひとりの考えよりも団長の命令を聞くような考えが必要だと……」

「ライクロウ」

　クラヴェリーナの冷ややかな声がクロウを止めた。先ほどまでとは表情が変わっている。

「献けん策さくは聞くけれど、騎士のありようまであなたに決めてもらおうとは思わない」

〈しまった、やりすぎたか？〉

　外国人がいきなり踏ふみ込みすぎたようだ。そう思いつつクロウは抗こう弁べんした。

「しかし、あのときクラベリイナさんも命令が聞かれなくて怒っていましたよね」

「確かにそう。でもあれはわたしが力不足だと思われたからでしょう。力量があると認められれば騎士たちはわたしの命令を聞く。わたしは、誇り高たかい騎士たちにとって命令を聞く価値のある存在になるべきなの。〝第一の騎士〟として」

　彼女の背後でリフィもうれしそうにうなずいている。

　命令を聞くかどうかを、命令を受ける側の自主性に任せるのは危あやうい。団長が信しん頼らいに値あたいするから従う、のではなく、ただ団長だから従う、のが理想的なのだ。

　しかしクロウは頬をかいてその件については何も言わない。まだそこに手をつけるほど信頼されていないことがわかった。

　それに、これについては、明津国でも完全には実現していない。武士は武士の誇りがあってそれをないがしろにされれば主にもそむく、といった気風は、衰おとろえたとはいえ、一部にまだ残存している。

　ちょっと理想が先走ってしまった。クロウのミスだ。実現されない妙みよう策さくは、実現された凡ぼん策さくに劣おとる。

「わかりました……」

　ひとまず、それはなかったことにする。

「軍師ってわりには地味な提案が多いんだな」

　と、リフィが感想を漏もらした。

「こないだみたいな作戦を考えるのが仕事じゃないのか？」

　クロウはクラヴェリーナに視線をやり、彼女も似たようなことを思っているらしいと見て取った。

「戦に勝つには勝てる組織を作るのが一番です。戦いのその場で作戦を考えるのは枝です。幹ではありません。花は枝に咲さきますし、実も枝になるので、人の目は枝に向きますが、幹がなくては枝もありません」
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　そうして、メレーナの町に到とう着ちやくした。

　クロウがメレーナに来たのは三回目だ。一回目は首都プエブロ・ガナドールからクラヴェリーナを追いかけてきたとき、二回目は盗賊討伐から戻もどってきたとき。いずれもあわただしかったので、町をしっかり見る余よ裕ゆうはなかった。

　木造の建築が目立つ。東部では石やレンガがメインだったので、この地方の特色なのだろう。故郷明あき津つ国も家は木でできているのがほとんどなので、首都などに比べると親しみやすい気がする。

　騎士団の本部についた。大通りをずっと北上して、少し東に入ったところだ。木造二階建て、大きめの民家ほどの間口の、さほど目立たない建物である。実際は奥おく行ゆきが普ふ通つうの民家よりだいぶあって広いのだが、正面からはわからない。

「メレーナで何があるのですか？」

　何気なく聞いたが、クラヴェリーナはあまり愉ゆ快かいそうでない顔になった。

「伯はく爵しやくに呼ばれている。会わなければならないの」

「伯爵……」

「ここライオ伯爵領の主よ」

「おお、そうでした」

〈……ん？　伯爵ってクラベリイナさんの父親じゃなかったか？〉

　それにしては他人行ぎよう儀ぎな言い方だとクロウは思った。そういえば盗賊討伐を終えてメレーナに戻ったときも、会おうと思えば会えたはずなのに、手続きを終えるとすぐに騎士団領へ向けて出発したのだった。何か仔し細さいがありそうだが……。

「あなたはどうする？　ここで待っていてもかまわないのだけれど」

「もちろん、わたしも行きます」

　クラヴェリーナといっしょにいられるチャンスを逃のがす気はない。伯爵がどのような人物か見ておく必要もあるだろうし。

　伯はく爵しやく邸ていへ行くためにクラヴェリーナとリフィは着き替かえるとのことだ。騎士の服装でなく、淑しゆく女じよの装いに。リフィは従卒ではなく侍じ女じよのように。

　伯はく爵しやく令れい嬢じようであるクラヴェリーナは、

「騎士団長として呼んでおいて、着替えろとは……」

　平民出身のリフィは、

「あたしはあくまで従卒なんだけどなぁ」

　と、二人とも不満そうだったが、立場的に上の伯爵の申し出を断ることはできないらしい。

　ところでクロウの服は……

「そのままでいいんじゃない？」

　どうでもよさそうにリフィが言った。員数外だし、用意もない。

　クロウは着替えの間、外で待たされる。しばらくして出てきたクラヴェリーナは、豪ごう華かとは言えぬまでも清せい楚そなドレス姿だった。

　明津国のクロウにも、ドレスの魅み力りよくは十分に伝わった。騎士のときの勇ゆう壮そうで凛り々りしい姿に心を射い貫ぬかれたクロウであったが、このドレス姿はまた別の、楚そ々そとしてたおやかな一面を引き出していた。

「美しい……」

　思わず明津国の言葉が口をついて出た。

「なに？」

「わたしは、あなたは美しいと言いました」

　クラヴェリーナは簡単にうなずいた。

　ついでリフィも姿を現した。リフィの服はクラヴェリーナにくらべて地味だが、つくりの質は悪くない。

「なんだよ、じろじろ見るな」

「じろじろは見ていません」

「……そうだな、おまえはクラヴェリーナさまだけ見てるもんな」

　リフィはそれでも恥はずかしそうにしている。こんな服着たことがない、裾すそ踏ふんで転びそうだ、とかぶつぶつ言いながらクラヴェリーナの脇わきに控ひかえた。

「ごめんね、リフィ、あなたはこんなことをする義務はないのに。伯爵のせいで」

「いえ、大丈夫です。お気になさらず」

　やがて伯爵邸から迎むかえの馬車が来た。二頭立てで、装そう飾しよくの施ほどこされた上等な馬車だ。クロウがココスタから商人と同行したときの荷馬車とはわけがちがう。騎士団本部の門前に横付けすると、御ぎよ者しやが降り立って、クラヴェリーナに挨あい拶さつをする。

「お待たせいたしました。ご案内します」

「ありがとう」

　クラヴェリーナとリフィが車に乗り込んだ。クロウも続こうとしたが、

「はい。残念、どうやら二人乗りだ」

　とリフィに止められた。たしかに、クラヴェリーナとリフィが乗り込むと、もうクロウが座すわる余裕はなかった。

　クロウはぽかんとして立たち尽つくす。

「え？」

　クラヴェリーナが車の中からクロウに声をかける。

「あなたが来るのは予定外だったから、ごめんなさい。大丈夫、さほど遠くはないわ」

「お先にー」

　リフィはクロウに手を振ふってみせた。

「え？」

　無情にも馬車は出発した。

　クロウは遠ざかる馬車を見つめている。

「え？　おれは歩いていくの？」

　クロウはひとり呟つぶやいた。
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　車内でクラヴェリーナは端たん然ぜんと座ったまま、口を閉じている。

　伯爵がよこした馬車は装飾だけでなく、腰かける場所には綿が入っていて柔やわらかい。揺ゆれも少なく、ときおり道の小石を噛かんでごとんとする以外は滑なめらかな走りを見せる。走りといっても馬車の速度は人が早足で歩くくらいなので、クロウがあとを追うのも大変ではないだろう。

　クラヴェリーナは無表情に見えるが、リフィが見るにやや硬かたい。やはり父親に会うのは気が進まないのだろう。騎き士し団だん長ちようである以上、伯爵の呼び出しには応じなければならないが、今までは向こうから会おうと言ってくることはなかった。騎き士し叙じよ勲くんが決まったときも、団長就任が決まったときも何も言ってこなかったのだ。

　それが、今回急に。しかも騎士の装いでなくドレスを指定してきた。

　何かある、とクラヴェリーナは警戒を強めているのだ。

　彼女とその父親の関係を知っているリフィは、へたに何か言わないほうがいいだろうと気を使って、こちらも口をつぐんだままだ。

　馬の足音と、車輪が回り、ときに車体が揺れる音が聞こえる。

　ふと二人の目が合った。するとクラヴェリーナの表情がゆるみ、おかしそうに笑えみを浮かべた。

「どうしました？」

「いえ、さきほどのライクロウの顔……」

　くっ、と声をこらえるようにしてクラヴェリーナが笑う。馬車に乗れないと知ったときのクロウの顔は、たしかに見ものだった。思い出してリフィも笑った。

〈クラヴェリーナさまの気持ちがほぐれただけでも、あいつが来た意味はある〉

　よかれ悪あしかれ、クロウという存在はその場の空気を乱してしまう効果があるようだった。そういえばはじめて会ったときも、クラヴェリーナの怒いかりを、かき乱して、なくしてしまったのだ。

〈おかしなやつだよな〉
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　メレーナは木造建築が多いといったが、その大きな例外がライオ伯爵邸だ。

　まず周囲を囲む石いし塀べいが威い圧あつ的てきである。かなりの高さがあり、中を覗き見みることは困難だ。鉄の門もん扉ぴもそれに合わせて巨きよ大だいである。これだけの構えは首都でもほとんど見たことがない。

「この伯爵邸は、建てる際に廃城令に触ふれるか議論が起こったほどのものよ」

　あとから徒歩で追いついたクロウに対し、クラヴェリーナは淡たん々たんと解説した。

「なるほど。大きいですね」

　現在、門扉は開け放たれている。そこから見えるのはまず前庭。しっかりと刈かりそろえられた芝しば生ふ、その中をまっすぐ貫つらぬく石いし畳だたみ、庭木も、きっちり手入れが行き届いている。

　その奥おくにある伯爵邸は、外そと塀べいよりさらに存在感のある、石造り三階建ての巨大な館やかたであった。先日盗賊が立てこもった石の砦とりでよりなお大きく、確かに、これはもはや城に近い。

「これを建てるには権力と財力が必要ですね」

「奢しや侈しの象しよう徴ちようよ」

　クラヴェリーナは冷たく言い捨てた。難しい言葉だったのでクロウにはよくわからなかったが、好感を持っていないのは伝わった。

　富ふう貴きの力は内装にも及およんでいた。入ってすぐの広間だけでも、大理石の彫ちよう刻こく、色いろ鮮あざやかな絵画、ガラス製の燭しよく台だい、と数えあげる暇いとまがないほどの豪華さだ。

　そこで待っていたのは案内役の使用人だった。

「お待ち申しあげておりました」

　いかにも執しつ事じといった初老の男だ。片手を胸に当て、軽く腰を落とす挨拶。直線だけで構成されたような動作をなめらかにこなす、熟練の動きを見せる。

「お久しぶりでございます、お嬢じよう様さま」

　クラヴェリーナの顔がわずかにほころんだ。

「ブラス。元気でいた？」

「お言葉もったいのうございます。幸いにこの凡ぼん骨こつ、体だけは丈じよう夫ぶなようです」

「それはよかった。では、案内してちょうだい」

「お嬢様におかれましては、案内は必要でしょうか？」

「今のわたしは黄金獅子騎き士し団だん長ちよう。通常の客と同じ扱あつかいで構わないわ、ブラス」

「そのお召めし物ものでは、騎士団長だと考えるのは難しゅうございます」

「ライオ伯爵の要求よ。わたしの意志ではない」

　ブラスの半白の眉まゆが憂ゆう愁しゆうのかたちにゆがめられた。

「お嬢様、お父上のことをそのようによそよそしく……」

「ブラス。それに関してあなたと議論するつもりはないわ。案内してちょうだい」

　誰だれにもわからないように嘆たん息そくすると、ブラスは案内役に戻った。

「わかりました。では、こちらへ。お付きのかたたちもどうぞ」

　アキツ人のクロウがいるというのに、ブラスは表情ひとつ変えなかった。さすが熟練の執事、内心で感情が動いても、適切でないときにはそれを顔に出ださないでいることができる。

　階段を四階まで上がった。通された部屋は小さいもので、テーブルがひとつと椅い子すが六つ。壁かべには吼ほえる獅し子しを織った布がかけられている。この獅子はクラヴェリーナの鎧よろいの胸に彫ほられたのと同じものだ。騎士団の名前である黄金獅子とまぎらわしいが、吼える獅子はライオ伯はく爵しやく家けの象徴だという。

　つくりはシンプルで、広間で見たような装飾は室内にはない。どうやら少数の客を応接するのに使う部屋のようだ。

　呼びつけた伯爵はまだ来ていない。

「それでは、お嬢様、お待ちを」

　執事ブラスは出ていった。クラヴェリーナは椅子に座る。それじゃあ、とクロウもその隣となりに座ろうとして、リフィに襟えり首くびを持たれて制止された。

「従卒がいっしょに座れるわけないだろ。初日を思い出せ」

〈ああ、副団長を執務室に呼んだとき……。でも疲れてるのになぁ〉

　伯爵邸まで馬車を追いかけて走ってきたので、体力はかなり消耗している。

　だが、リフィは怖こわいので、言うとおりにした。
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　ずいぶん待たされて、ようやく伯爵が入室した。衛え士じを二人引き連れての登場である。ちらりと異国人のクロウに目を留めたが、特に何も言わず、そのままクラヴェリーナの正面の席に腰かけた。衛士はそのうしろに立ち、ちょうどクロウ・リフィと相対する位置だ。

　ブラスが入ってきて、伯爵とクラヴェリーナの前に飲み物を置くと、すっと退室した。

〈おれも飲み物がほしい……のど渇かわいた〉

　などと思いつつクロウは、コップの中身を一気に飲み干す伯爵を見やった。

　これがクラヴェリーナの父親。ススピーロ・デ・ライオ伯爵だ。

　クラヴェリーナとはあまり似ていない。共通点は金色の髪かみくらいだ。血色がよく、目は細く、鷲わし鼻ばなで、一見柔にゆう和わそうだが、酷こく薄はくなものを秘ひめているような雰ふん囲い気きだ。もっとも、クラヴェリーナが父に好意を持っていないようなので、それに引きずられた印象かもしれない。

　伯爵は目を細めてクラヴェリーナを見回した。

「ふむよく似合うぞ、娘むすめよ」

「わざわざこのような服装を指定した理由をお聞かせ願いたいのですが」

　クラヴェリーナの口調は、ことさらに冷たくて透とう明めいな、氷のようだった。ブラスに対しては親しみのある態度を見せたが、実の父にはそういったものは感じられない。

「そっちのほうがずっといい。騎士の装いなどおまえには似合わん」

　独断的なその口調にカチンときて、クロウは思わず一歩前に出て言った。

「似合います！」

　伯爵の衛士がそれに反応し前に出かけたが、リフィが再びクロウの襟首を掴つかんで引きずり戻した。耳元で小さく、ドスを利きかせた声を出す。

「黙だまってろおまえ恥はじをかかすな」

　伯爵は従者の間で起きたことなど黙もく殺さつしている。

　クラヴェリーナも、うしろのやりとりに注意を割さく余裕はないようだ。

「あなたがどう思おうと、わたしは騎士です」

「そこだ。ドレスを着てもらった理由だがな、クラヴェリーナ、おまえもう騎士をやめろ」

　実にあっさりと伯爵は言い放った。さすがにクラヴェリーナも驚いたようだが、なるべく顔に出さないようにしたみたいだ。リフィなど、つい今しがたクロウを注意したというのに、自分が思わず前に出かけた。

　クロウも驚いたが、経けい緯いが気になっていた。

〈騎士をやめろ？　ということは、クラベリイナさんは伯爵が騎士団に送り込んだ人ではないというのか？〉

　クラヴェリーナは伯爵の推すい薦せんで騎士団長となったが、その地位を利用して自分独自の大たい望もうを遂とげようと野心を燃やしている……という図式であると、てっきり思い込んでいた。

　違ちがうのだろうか。騎士団長になったこと自体、伯爵の意向ではなかったということか？

　ますますクラヴェリーナの顔は冷たくなる。

「政略結けつ婚こんのあてでもできましたか」

　皮肉のつもりだったのだろうが、伯爵はあっさりうなずく。

「そうだ。おまえは一度失敗した役立たずだが、成長した今なら花はな嫁よめ役くらいできるだろう」

「わたしを役立たずと呼ばないで……！　わたしはもう役立たずじゃない」

　クラヴェリーナの声が震ふるえるほど静かな怒りに満ちた言葉だった。

　だが伯爵にはまるで悪びれたところがない。ごく当然のように、

「だったらわたしの言うとおりにして、役立たずでないことを証明してもらおう」

「わたしが誰の役に立つかはわたしが決めます」

「おまえはわたしの娘だ。父の役に立たぬ娘がいるか」

「わたしが騎士団に入ったときも、団長になったときも何も言わなかったくせに、いまさら都合のいいことを言うものですね」

〈あ、やっぱり伯爵がクラベリイナさんを騎士団に送り込んだわけじゃないんだ。黙もく認にんしてたってことかな〉

「謝あやまってほしいなら謝るぞ。アキツの国にはドゲザという屈くつ辱じよく的てきな謝罪法があるらしいが、それでもしようか？　それでおまえが戻ってくるなら問題ない。今回の縁えん談だんはそれだけの価値があるのだからな」

　終始にこやかな調子の伯爵は、娘がどう感じているかなど歯し牙がにもかけない。自分の損得のことしか考えていないようだった。

「そのような言い方で、わたしが承知するとでも思ったのですか？」

　クラヴェリーナはすでに敵意を隠かくそうとしていない。

　無む駄だに相手の感情を逆なでするのは策士としては二流だとクロウも思った。

「承知しないのか。ならばそれはそれでいい」

　意外なことに、伯爵はあっさり引き下がった。蜂はち蜜みつ水すいのコップをもてあそんで、一口飲む。

〈だいぶ手の内をばらしたみたいなのに、これでこの話を終わりにするのか？〉

　だとしたら二流の策士とかそういう問題ではない、ただ自分の欲望を語って相手を不快にさせただけだが……

　その疑念の通り、伯爵の話はむしろここからが本番であった。

「ところで、黄金獅子騎士団に協力要よう請せいが来ている」

　伯爵はごくさりげなく話題を転てん換かんした。

　今にも席を立って帰りそうだったクラヴェリーナは着席しなおした。いくら怒っていても、騎士団あての話とあらば聞かざるをえない。

「彗星コメータ騎士団の団長からだ。アグニヤ公の公子だぞ」

　伯爵がアグニヤ公の公子という際、なにやら意味ありげな視線と口調で、クラヴェリーナの反応を見た。なにやらクラヴェリーナと因いん縁ねんがある男なのかもしれない。

　だがクラヴェリーナは、その名前には完全に無反応だった。

　しかし次の言葉には思わず目を見開いた。

「どのような仕事か、簡単に言えば、平和に暮らしている村を滅ほろぼせというのだ」

「なんですって？」

　理解不能な言葉を聞いたときのような、クラヴェリーナの声だ。

　村を殲せん滅めつせんとする賊ぞくを討伐する、というならわかるが、国家に認められた騎士団が、平和な村を襲おそって滅ぼそうというのだ。彼かの女じよならずとも理解不能であろう。

「我わが伯爵領とアグニヤ公こう爵しやく領の境ちかくにある村が、彗星騎き士し団だんを裏切った騎士をかくまっているのだ。その元騎士の引ひき渡わたしを要請したが断られた。よって一いち罰ばつ百ひやつ戒かい、住民を殺し尽くせと言ってきた」

「そのような無法な企くわだてを、誇りある黄金獅子騎士団に持ちかけてこないでいただきたい」

「無法かどうかは我々が決めるのだ、娘よ。我々貴族がな。裏切り者に組する者は全員叛はん徒とである、という理り屈くつはあながち誤りともいえまい」

「全員殺す必要があるとはとても思えません」

「それはおまえ個人の見解だな。今回の指揮官はアグニヤ公の子だ。それに、その村はライオ伯爵領にあるとのことだ。領主であるわたしの意見が重視されるだろう」

「民たみは国の基もとい、それをないがしろにして貴族が成り立ちますか」

「ご高説だな。なるほど、おまえが騎士になったのはそんな考えにかぶれたからか。だがしょせん現実には無力」

　クラヴェリーナは歯を食いしばっている。悔くやしいのだ。正しいことを言っているのはクラヴェリーナのほうだ。そんなのは国の部外者であるクロウにだってわかる。しかしそれが通らない。現実には無力、という伯爵の言葉は、この場においては真実であった。

「現実的におまえにできることは、せいぜい協力を拒きよ否ひすることくらいだろう。しょせん一寒村のことだ。彗星騎士団単独でも皆みな殺ごろしにできるだろう。だから黄金獅子騎士団が参加してもしなくても構わんようなものだが……参加しなければ、非協力、怯きよう懦だ、そういった悪い評判が広がるだろうな。そういえば、おまえは〝第一の騎士〟を目指しているのだったか？」

「……っ！」

　にやりと笑って、伯爵は娘の顔色の変化を楽しんだ。

　協力拒否という道、それだって最善の道などではなく、自分は虐ぎやく殺さつに加担しなかった、と言えるだけのささやかな抵てい抗こうにすぎないが、伯爵は、その細道すら〝第一の騎士〟を盾たてにとってふさいでしまった。

　クロウは、うつむいたクラヴェリーナの肩かたが、わずかに震えているのに気づいた。

　強く拳こぶしを握にぎりしめる。自分がエルトレス語に堪かん能のうではなく、完全には話についていけてないのが口くち惜おしい。それでなければ、完かん璧ぺきな反論をしてクラヴェリーナの震えを止めてあげられるはずなのに。

　ここで一転、伯爵は意外にも優しげな表情で、娘をいたわるような声になった。

「どうしてもというなら、攻こう撃げきを取りやめるよう口を利いてもいい」

　クラヴェリーナは顔を上げた。

　だが、伯爵は娘のためを思ってそんなことを言ったのではなかった。

「おまえが騎士団長をやめて戻ってくるというのなら、の話だがな」

　ついに話はそこへ戻ってきた。

　伯爵は、村人たちの命と〝第一の騎士〟の地位を天てん秤びんの両りよう端たんに乗せ、クラヴェリーナに選せん択たくを迫せまった。

「おまえは自分が〝第一の騎士〟になるために村を虐殺することを選ぶか？　それとも村を守るために騎士を捨てるか？　ん？　どうする？」

　提示された選せん択たく肢しはふたつ。

　はたしてクラヴェリーナは――。




　　　・







[image: ]







　クラヴェリーナは、自分を抑おさえようとしても、どうしても息が大きく深くなる。

　それは胸の内の怒ど濤とうが漏れ出でたものであった。

　額に汗あせがにじんでいる。

　両手はドレスのスカートをぎゅっと握りしめている。

　視線はテーブルの上のコップから動かない。

「猶ゆう予よは？」

　それを言うのがせいいっぱいだった。

　が、父は時間稼かせぎも許さない。

「ない。今決めてもらおう」

　長い沈ちん黙もくが続いた。

　伯爵は、彼女の性格を知ったうえで的確に退路を潰つぶしにきたのだ。自分のために村人を簡単に見捨てることができる人間には、この脅おどしは通用しない。

　クラヴェリーナは追いつめられていた。

　初うい陣じんも終わって、これからというときに、このようなかたちで窮きゆう地ちを迎えるとは、まるで予期していない事態だった。

　クラヴェリーナの脳のう裏りにあの日の光景が蘇よみがえる。

　彼女が神聖な誓ちかいとした、彼かれの言葉――




「ぼくたちで国を変えないか」

「ほかの誰でもない、きみの力が必要なんだ」……




　それがこんなところで、まさに変えねばならない国の権力者の象徴たる父、ススピーロ・デ・ライオ伯爵の手であっさりと潰ついえてしまうのだろうか。

〈いやだ。いやだ！〉

　クラヴェリーナの心は強く首を振っていた。

　だが、それでは、誓いを守るために無む辜この人民を殺すのか？

　クラヴェリーナは目を閉じた。

　小を捨てて大を取る、というのは簡単だ。国を変えるためにやむをえない犠ぎ牲せいだ、というのも簡単だ。が、果たしてそれをクラヴェリーナ自身が決断できるのだろうか。

　簡単にできるのならばこれほどまでに迷ったりはしていない。

　そもそも民を守るために国を変えようとしているのではないのか。民を守るために民を殺す、なんて、そんな矛む盾じゆんがあっていいものか、どうか。

　千々に乱れる心の内は、彼女の表情に表れ、それを見た伯爵は得意げに笑みを浮かべる。伯爵は彼女が最終的には騎士をやめることを選ぶと確信しているかのようだった。




　　　・




　彼女を鞭むち打うつ叱しつ声せいは後方から起こった。

「クラベリイナさん！」

　発音のおかしな異国人……、発言を許されていない従者が、部屋中に声を轟とどろかせた。

「おい……」

　その気き迫はくに、リフィですら制止をためらった。クロウはまっすぐ、射貫くというより全身でぶつかるような視線を、振り返かえったクラヴェリーナに向けていた。

「クラベリイナさんはやりたいことをしてください。それを実現させるのがわたしの仕事です」

　言語表現のたどたどしさなど気にしない。気持ちが伝わればよい。クロウはクラヴェリーナに何事もあきらめてほしくなかった。

　クロウには、クラヴェリーナの背中が助けを求めているように見えた。ならばどうする？　決まっている、彼女の望みを叶かなえるのだ。

〈そのためにおれはここにいる！〉

「クラベリイナさん！　わたしはあなたの軍師です！」




　　　・




　頬ほおを張られたような感覚があった。クラヴェリーナは半ば呆ぼう然ぜんと、クロウと見つめあった。

　クロウの表情は必死で、血走らんばかりに見開かれた目、こんな状じよう況きようでなければ滑こつ稽けいに映っただろう。

　そんな顔をして、彼は盗とう賊ぞく討とう伐ばつのときみたいに、助けてくれるというのだろうか。

　騎士としての評判を落とさず、村人を殺さず、そんな都合のいい道が彼の頭の中に存在するのだろうか？

〈信じていいの……？〉

　情けないと思いつつ、クロウを見る自分の表情が弱気になっていることを自覚する。

　クラヴェリーナの逡しゆん巡じゆんを断たち切きるようなクロウの力強いうなずきが、信じろと言っている。

　彼の視線が、クラヴェリーナの背中を後あと押おしする。

　クラヴェリーナは一度彼から視線を切り、体を戻し、うつむいて目を閉じた。

　息を吸う。息を止める。

　そして、ついにクラヴェリーナは決断した。

　大きく息を吐はいて、顔を上げ、伯爵に相対する。

「栄光と歴史ある騎士団に異国の男を入れるのはいかがなものかという意見はないのかね？」

　機先を制するように伯爵はそう言った。クロウに直接話しかけることはしない。伯爵閣下と騎士の従者では身分が違う、だから伯爵はクラヴェリーナに向けて言ったのだ。出しゃばりの異国人に苛いら立だっているようだった。

　クラヴェリーナは平静にそれを受け止めた。

「役に立ちます」

「礼れい儀ぎもなっていないようだが？」

「すぐ覚えるでしょう。話は終わりでしょうか？」

　クラヴェリーナは優ゆう雅がに立ち上がった。クロウ、リフィとちらりと視線を合わせる。

「それでは、伯爵、失礼します」

「待て、娘よ、質問の答えをもらっていないが？」

　クラヴェリーナは父のほうを振り向むき、クロウには見えない角度で、笑え顔がおを作った。

「わたしの軍師によりますと、わたしには騎士の装いが似合うということです」




　　　・




　わたしの軍師。わたしの軍師。

〈クラベリイナさんの可か憐れんな唇くちびるから、麗うるわしい声で、おれのことを「わたしの軍師」と……！〉

　伯爵の屋や敷しきから帰る道すがら、感動に打うち震えるクロウ。

　それは、クラヴェリーナが自分のことを信しん頼らいしてくれたという証あかしのように、クロウには思われた。おお、見よ、リフィですらクロウの態度に感かん銘めいを受けていたようすではないか。

　伯爵は、帰りの馬車を出さないなどというケチな嫌いやがらせはしなかったが、クラヴェリーナが断って、徒歩で騎士団本部まで戻ることになった。

「ライクロウ……ライクロウ！」

　感動のリフレインをしていて、クラヴェリーナに呼ばれているのに気づくのが遅おくれた。

「はい！　あなたの軍師ライ・クロウです！」

　うかれ気分で返事をする。

「改めて、ありがとう。あなたのおかげで決断ができた」

「はい。あっ、はい」

　クラヴェリーナにこんなに近くで見つめられると、クロウのほうが逆に落ち着かない。

　クラヴェリーナは、クロウを観察するようにじっと見た。

「リフィ。この一ヶか月げつ、彼のようすはどうだった？」

「え、今言っちゃっていいんですか？」

　リフィはクロウを気にするようにチラッと見た。

「……そうですね、見ていないところでも仕事は真ま面じ目めなようです。手を抜ぬくようすは見られません」

「そうね、今日もわざわざ意見を具ぐ申しんしに騎士団領からついてきたほどだものね」

「なんの話ですか？　わたしのことですか？」

「実は、あなたのことを試ためさせてもらった」

「クラヴェリーナさまに執しゆう心しんなのは丸わかりだったけど、クラヴェリーナさまの目の届かないところではどうかって」

「一ヶ月のあいだ、ほとんどわたしと会わなかったでしょう」

〈それはわざとだったのか。嫌きらわれたんじゃなかったんだ〉

　怒おこるでもなくほっとしたクロウ。

「その点に関しては取りこし苦労だったみたいね」

「その用心深さは素す晴ばらしいですが、調べたことをわたしに言うのはダメです」

　ばらすことで、もう疑っていないと信頼を表したつもりなのだろう。しかし、打ち明けられた者が感情を害するおそれがある。こういう場合は黙っていたほうがいい。

　クロウは大だい丈じよう夫ぶだけれども。

　クラヴェリーナも、情報の取とり扱いには、まだ未熟な面がある。

　ともあれ、クロウは裏表があるような男ではない、という結論のようである。

「それで、なんの話ですか？」

「以前聞きたがったでしょう。わたしの目的を」

「おお、話してくれるのですか？　ぜひ聞きたいです！」




　　　・




　三人は騎士団本部へ戻もどって、そのまま団長の部屋へ入った。

　リフィが用意した蜂蜜水を飲んで、クラヴェリーナはクロウを見み据すえた。

「クラベリイナさんのことは全部知りたいです」

「そうね、あなたは外国人だし、かえって話しやすいかもしれないわね……」

　クラヴェリーナは語る。




「わたしは、父が大好きだったわ。小さいころの話よ。わたしは末っ子で、兄が二人、姉が四人。いい子にして、父に気に入られようとして頑がん張ばっていた……」

　幼いクラヴェリーナは姉たちとともに、家庭教師についてさまざまなことを習った。

　今にして思えばそれは、結婚のためのものだった。政略結婚を失敗しないための、必要最低限の礼儀作法、目立たない程度の社交術、邪じや魔まにならないくらいの教養……才気があればそれを隠し、なければそれを繕つくろう、結婚相手として無難な女になるための教育だ。

　だが当時のクラヴェリーナは、課される教育がなんなのか、考えることもしなかった。

「ただうまくやれば父に褒ほめてもらえる。それだけを考えていたわね。お勉強は不得意だったのだけれど」

　体を動かすようなことが好きで、ひとつところにじっとしているのは苦手な子だった。

　そのかいあってか、七歳さいで、婚こん約やくの話が持ちあがった。

「相手はレグロ・デ・アグニヤ……アグニヤ公の公子よ」

　さっき話が出た彗星騎士団の団長だ。どうりで伯はく爵しやくが微び妙みような表情を作ってクラヴェリーナの反応を探さぐったわけだ。

　年ねん齢れいはほぼ同じで、当時、公子は八歳。

　特に支障なく話は進むはずであった。

　偶ぐう然ぜん、アグニヤ公と公子がライオ伯爵領を過よぎる用事があり、いい機会ということで、二人の顔合わせが行われた。

　途と中ちゆうまでは、婚約の交こう渉しようは終始なごやかだったという。途中までは。

　クラヴェリーナと公子のレグロは子供同士で外に遊びに出た。

「そこで、原因は憶おぼえていないのだけれど、ちょっとしたけんかになって……まあ、その」

　クラヴェリーナは言葉を濁にごした。リフィがすぐさま言葉を継つぐ。

「コテンパンにのしちゃったんですよね」

「……うん」

　教育を受けてきたとはいえ、まだほんの子供。感情が高ぶればたがが外れてしまう。

「彼がわたしの気に入っていた場所だったか、物だったかを侮ぶ蔑べつした……侮蔑はわかる？　バカにした。たぶんそのような原因だと思う。何か言われて猛もう烈れつに怒ったことは憶えている」

　とにかく、泣きわめく公子を叩たたき伏ふせて傷を負わせたことで、婚約は破談になった。

　アグニヤ公爵は三柱国と呼ばれる、王国に三人いる宰さい相しようの一人だ。ライオ伯爵は、領地は広く財産は豊かだが、政府の中ちゆう枢すうには縁えんがなく、いわば田舎いなかの金持ち扱いされていた。そのため、この結婚を足がかりに中央政界に打って出ようという意欲は強かった。

　たかが子供のけんかでそれが崩ほう壊かいしたことになる。

　泣いて謝るクラヴェリーナを見下ろす伯爵の顔といったら、

「それまで見たことのないような恐おそろしい顔だった」

　父に叱しかられたことは何度もあった。ぶたれたこともあった。けれど、それらのときとはまるで違った。子に対する気き遣づかいなどかなぐり捨て、父は冷たく燃える怒りの炎ほのおをクラヴェリーナに向けていた。

　伯爵は、吐き捨すてるというより叩きつけるように、短く、言葉を発した。




「……この役立たずが！」




　その言葉はどんな平手打ちよりも強く、クラヴェリーナを打ち据すえた。

「それ以降、父はわたしをいない者のように扱ったわ」

　毎日何名もの家庭教師で行われていた、結婚のための教育は、次の日から一いつ切さいなくなった。クラヴェリーナにとっては、その時間は何もすることがなくなってしまったことになる。

「そうすると面白おもしろいもので、他の人たちの態度も父に倣ならうようになる」

　姉たちは脱だつ落らくしたクラヴェリーナを落ちこぼれと見なし仲間はずれにした。

　家庭教師はすれ違っても挨あい拶さつもしなくなった。

　晩ばん餐さんがあるのに誰も呼びに来なかったので、自分から行ったところ、彼女の席が用意されていなかったことがあった。

　自分の服を洗せん濯たくに出したら、戻ってこず、しばらく経たって洗濯係の娘が着ているのを見かけたことがあった。

　母はかばってくれたが、平民出の側室で発言権は弱かった。しかも、病気がちであった母は、それからさほど間もない時期に亡なくなってしまったのだった。

　他に、態度を変えなかった執事のブラスなどもいたが、儚はかない慰なぐさめ以上の力にはならなかった。

「そんな状況になった子供はどう感じると思う？　怒る？　嘆なげく？　反はん抗こうする？　いいえ、『みんながそうするんだから、わたしは本当に役立たずなんだ』って思うのよ」

　なるべく目立たないように……役立たずは役立たずの分を守って、誰にも迷めい惑わくをかけないように。クラヴェリーナは、暇ひまな日中を、森で過ごすことが多くなった。




　転機は二年後におとずれた。

「父が首都プエブロ・ガナドールに行く機会があった」

　なぜ父がクラヴェリーナを連れていったのか、理由は不明だった。ブラスが何か言ってくれたのだろうとクラヴェリーナは思っている。

　連れられていった王宮で、二人の子供と知り合い、たちまち友人になった。

　紅の髪はエルトレス王家の象徴である〝緋竜ドラゴン・エスカラタ〟の具現化、王の血を引く証。友人の一人は第六王子、フレスノー・デルトレスその人であった。

　もう一人は、三柱国サビドゥリーア・デ・バンブーの孫、マカリオ・デ・バンブー。

　二人は、クラヴェリーナが自分のことを役立たずだと言うと、強くそれを否定した。

「役立たずっていうのは、失敗する人のことじゃなくって、何もしようとしない人のことだって言うよ。だからきみには当てはまらない」

　真しん剣けんな顔で自分の信じることを述べるフレスノー王子。

「役立たずというなら、レグロのほうさ。少なくともきみはレグロよりけんかが強いってことじゃないか。おまけに、ぼくの嫌いなレグロを二年も前に泣かせてやったなんて、礼を言いたいくらいだ。そんなきみが役立たずなんて、ぼくは認めないね」

　皮肉げに笑えみを浮うかべながら目は優やさしいマカリオ。

　クラヴェリーナを加えた三人は、数日間、王宮の中を遊び回った。調理場に忍しのび込んでパンを失敬したり。庭園で兎うさぎを追いかけたり。

「そのとき、王子はわたしたちで国を変えようと言った。今のように特権階級だけが恵めぐまれて、庶しよ民みんが踏ふみつけにされることは許されない、と」

　そうしてフレスノー王子は、

「『ほかの誰でもない、きみの力が必要なんだ』と、わたしの手を取って、真剣に、熱心に言ってくれた」

　それはただ役立たずではない、と言われるより、幾いく層そう倍クラヴェリーナを励はげましたことだろう。王子が、国家の大事に、クラヴェリーナの力が必要だと。そう言ったのだ。

「そのとき、わたしは誓った。王子の言うとおり、国を変えようと。だからわたしは、〝第一の騎き士し〟になって、軍事の面から国を変える力になるの」

　それがクラヴェリーナの目的だ。今までこのことを打ち明けたのはリフィだけ、クロウが二人めだ。

「そのためにあなたの力が必要なのよ」




　　　・




　クラヴェリーナが語り終わったので、リフィは改めてクロウのほうを見た。

　ぎょっとした。クロウは、天を仰あおいで体を震わせている。

　クラヴェリーナも不ふ審しんに思ったようで、眉を寄せて訊きく。

「……ライクロウ、なぜ泣いているの？」

「素晴らしい……クラベリイナさん、素晴らしいです」

　滂ぼう沱だと涙なみだを流しながらクロウは感動に打ち震えているみたいだった。

「おかしな人」

　とクラヴェリーナは言ったが、クロウを見る視線はそれほど冷たくはなかった。

「それで、わたしの目的を話したのだけれど、ライクロウは協力してくれると思っていいのかしら」

　王子の言葉を実現するには多大な摩ま擦さつがあるだろう。まずフレスノーは第六王子であり、黙って待っていては王おう冠かんが回ってくる可能性は低い。場合によっては兄弟を打だ倒とうして権力を掌しよう握あくする必要も出てくるだろう。また、当然ながら守旧勢力との戦いも覚かく悟ごしなければならない。

　そのときのためにクラヴェリーナは〝第一の騎士〟になろうとしている。戦いの際には、貴族の妨ぼう害がいを押おし切ってでも、本来の特権、一五騎き士し団だんに対する指揮権を行使することになるだろう。王子のもとに軍事力を集中させるのだ。貴族の意を受けた騎士団が指揮権に従わないとなれば、それを攻撃する大義名分にもなる。

　そしてクロウの作戦能力はその戦いにおいて大きな力となるはずだ。そのうえクロウはこの国にしがらみがない外国人だ。貴族たちのスパイということもないし、家族を人ひと質じちにとられたり、立身出世で釣つられたりすることもない。

　クロウはクラヴェリーナの前に気をつけをし、ひとつ大きなお辞じ儀ぎをした。

「はい、わたしは全力を尽つくします！　クラベリイナさんのために！」

〈こいつ、わかってんのかな？〉

　目をきらきらさせてクラヴェリーナを見つめるクロウを横から見て、リフィは微妙な顔をした。

　わかってて気にしてないのか、気づいてないのか。それとも、外国人だから言葉を完全には理解できていないのか。

〈ライ・クロウ……おまえはクラヴェリーナさまのことを全力で支える気なんだろう。それが嘘うそじゃなさそうなのは認めてもいい。でも、おまえがクラヴェリーナさまを支えようとしてるのと、同じことをクラヴェリーナさまがしてるのをわかってるの？〉

　クロウの視線はクラヴェリーナに向かっている。

　では、クラヴェリーナの視線はどこへ？

〈おまえの献けん身しんは報むくわれないかもしれないぞ〉

　リフィはフレスノー王子に会ったことはないので、どんな人間なのかは伝聞でしか知らない。クラヴェリーナが王子に向けている感情も、リフィの推測にすぎない。なにせクラヴェリーナはそういったことについて語ってくれないので。だから邪じや推すいかもしれないけれど。

　でも、リフィからだと、つまり、そのように見えるという話だ。

　リフィの視線の先で、熱心にクロウはクラヴェリーナに向かって自分をアピールしている。クラヴェリーナは例によって、中身のない言葉は聞き流している。

〈まあ、あたしがこいつのこと気にかける必要なんて全然ないんだけど、さ〉




　　　・




「それで、あなたにはどんな考えがあるの？」

　と、クラヴェリーナは話を戻した。

　クロウは意外なことを言われた、と言わんばかりの顔をした。

「え？」

「え？」

　それを見てクラヴェリーナも同じ表情になる。

　二人のきょとんとした顔に、沈黙が続いた。

　リフィが信じられないといった顔で叫さけんだ。

「まさか何も考えてなかったのか!?」

「話が難しかったので、わからないところがありました。早口でしたし……。詳くわしく教えてください」

　リフィは口をパクパクさせて、なかなか言葉が出ないようすだった。

「お、おま……おまえというやつは……無責任な！　クラヴェリーナさまはおまえを信じたというのに、おまえ！」

　クラヴェリーナもさすがに驚おどろいている。まさか彼女も、クロウが完全に無計画であったとは思っていなかったのだろう。

　なんだか二人の視線の温度が急に下がった気がして、クロウはあわてた。

「だ、大丈夫です。今から考えます。必ずやいい考えが手に入るでしょう。わたしはあなたの軍師です」

「……」

「……」

　無言の非難がすごい。

「うう……。全力を尽くします！」

　力強く拳を握ってみせた。

　クラヴェリーナは小さく息を吐いた。

「そうね、決めたのはわたしだもの、たとえ後押しがあったとしても、ライクロウばかりを責めることはできないわね。もはや決断した以上は、いい案を考え出だすしか道はない」

「あ、安心してください。必ず、必ずです。わたしはクラベリイナさんを喜ばせてみせますから！」

「きたいしてるわ」

　棒読みだった。
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第４章　役立たずとは言わせない







　ここしばらく、引退という言葉が脳裏にちらついている。

　黄金獅子騎き士し団だんの副団長、ドゥーラス・アルリスビエタ＝ビジャルパンドは、たった今届いた手紙に目を通しながら、凝こり固かたまった首をほぐすために頭を振ふった。

　ドゥーラスはもう四五歳を越こえたが、妻も子もなく、騎士団一筋に邁まい進しんしてきた。自分が老ふけ込んだように思えるようになったのは、あの日以来である。

　黄金獅子騎士団の宿舎に呼び出され、新団長に、自分の小細工が見み透すかされた日だ。

　そも、ドゥーラスは昨今の風潮、貴族が騎士団長に縁えん者じやを送り込むやりかたが大だい嫌きらいだった。表立っては言えないものの、それでは騎士の誇ほこりが傷つけられる。

　騎士団長は騎士の自覚ある者がつかねばならぬ地位のはずだ。先代がそうであったように。だからクラヴェリーナに対して、はじめから偏へん見けんがあった。

　さらにドゥーラスは、おもにメレーナの騎士団本部にいるため、彼女がどんな人物か知る機会に不足していた。クラヴェリーナは、およそ五年前に騎士見習いとして入団してきた。ドゥーラスが彼女と同じく騎士団領の宿舎で暮らしていれば、もう少し彼女のひととなりを理解できたはずだった。

　いや、それでも色眼鏡を外すに至ったかどうか、自分でも疑わしい。

　見習いであった彼女が、先代の団長の病死後、まるで約束されたかのように団長就任にこぎつけたのを見れば、けっきょく大貴族の娘むすめの特別扱あつかい、という反感をなくすことはなかっただろう。

　だから初陣で、騎士団長というものはそんなに楽ではないと思い知らせてやるはずだった。

　貴族の娘が慌あわてふためくようすを想像して悦えつに入いった。大貴族どもの横暴に対する長年のうっぷんを、少しは晴らしてやれると思った。

　それは団長の座を狙ねらってしたことではなかった。自分は団長の器うつわではないことは完全に自覚していた。省かえりみて情けないが、野心ではなくただの小さないやがらせにすぎないのだった。

　が……、彼女は不足しているはずの兵力で見事盗とう賊ぞくを討とう伐ばつした。

　おかしな外国人がおまけでついてきたが、それはどうでもいい。ドゥーラスの視界にクロウはごく小さくしか映っていない。少なくとも今のところは。

　勝利しただけではない。クラヴェリーナは、ドゥーラスが故意に情報をゆがめたことも看破した。それを追つい及きゆうする際の視線や声の力、硬こう軟なん取り混ぜた態度、措そ置ち、とうていただの箱はこ入いり娘ができることではなかった。

　ドゥーラスはクラヴェリーナ・デ・ライオを過小評価していたと気づいた。

　怪け我が人にんを見み舞まいに行けと彼かの女じよは言った。怪我をした若い騎士、従卒、あるいは徴ちよう兵へいされた騎士団領の農民は、副団長という高い地位のドゥーラスがわざわざ見舞いに来たことに、単純に感激していた。

　クラヴェリーナに思い知らせる、という個人的な感情で殺していたかもしれなかった相手の顔を、ドゥーラスは正面から見ることが困難であった。

　決して騎士団に損害を与あたえることが本意ではなかった。

〈いくら貴族のやりかたが嫌いとはいえ、わたしは何をしようとしたのか〉

　メレーナの本部にいたため、知らず知らず騎士団領との連帯感が薄うすれていた、ということに気づいて、自ら愕がく然ぜんとした。

　思考の硬こう直ちよく、視野狭きよう窄さく、想像力の衰おとろえ。それは老いというものではないのか。

　今でもクラヴェリーナに対する反感は完全に消えたわけではない。なにしろ若く、女で、貴族でなければ団長になれはしないだろう人間だ。

　しかし、クラヴェリーナの器量は団長にふさわしいのではないか、自分は娘ほど若い彼女にかなわないのではないか、という思いを禁じることも、またできなかった。

　あの日以降、仕事でクラヴェリーナと会う機会も何度かあったが、彼女は、まるでそのことがなかったかのように、ドゥーラスがずっと忠実に騎士団員として勤め、一度として私情で味方を窮地に追いやったことなどなかったかのように、接してくる。

　今も、また。

「最近、彗星騎士団を裏切ったという騎士について何か知っている？」




　　　・




　少し前。

「はじめに、情報がほしいですね」

　クロウはクラヴェリーナとリフィからいろいろ事情を聞いた。

　彗星騎士団は規模も練度も黄金獅子騎士団とさほど差がないという。

「もちろんわが黄金獅子騎士団のほうが上だけれど」

〈どっちにしろ、戦いくさを知らない素人しろうとだってとこは間ま違ちがいなさそうだな〉

　団長のレグロ・デ・アグニヤは、まさに貴族的人事で、父のアグニヤ公が騎士団をコントロールするためにトップに据えられただけの男。階級差別が激しく、父の威光により、逆らう者はほとんどいないのをいいことにかなりいばっているらしい。

「クラベリイナさんと比べると、雲と泥どろが異なるように異なります」

「どういう意味？」

　クラヴェリーナは小首をかしげた。明あき津つ国の比喩をそのまま直訳したけど通じなかったようだ。

　そのほか裏切った騎士についてとか、村の場所や周囲の地形など、知りたいことはまだあるのだが、この場ではわからない。

　クラヴェリーナやリフィとて、話を聞いたのはついさっき。よその騎士団にさほど詳しいわけでもない。かといって一から調べようにも時間が足りない。

「いろいろなことを知っている人がいればいいのですが」

　そんなことをクロウが言うと、クラヴェリーナは思いついた顔で、

「聞きにいくべき相手がいるわね。すぐ、そこに」

　そういうわけで三人は、騎士団本部内にある、副団長の執しつ務む室しつにやってきたのだった。

「最近、彗星騎士団を裏切ったという騎士について何か知っている？」

　ぶしつけにクラヴェリーナが質問をぶつけた。

　副団長は目をしばたたかせたが、内心がうかがい知れない淡々さで、遅滞なく返答した。

「〝犬殺し〟ですか。有名な話です」

　さすが、情報収集に関して権限を持つ副団長だ。

　しかし、さっきも言ったように、情報はじかにクラヴェリーナまで上がってくるようにシステムを整えるべきだと、クロウは考えている。今後の話だが。

「犬殺し？」

「彗星騎士団長の犬を殺したのです。それで騎士は出奔した、という話です」

　あまりのばかばかしさに話題になったのだという。クラヴェリーナやリフィが知らなかったのは、ちょうど騎き士し叙じよ勲くん・団長就任の式の準備をしていた時期だからだ。

　レグロ・デ・アグニヤ自慢の狼犬ルビカンが逃にげ出して、幼い子供を襲おそった。うしろ足で立てば大人より大きい、鹿しかの首を一いち撃げきで噛み折る狼犬だ。ちょうど居合わせたその騎士は、子供を救うために犬と戦いこれを殺した。

　レグロは自分の犬を殺されて激怒した。騎士団じゅうに、その騎士を捕らえるよう通達し、騎士団とは別の、公こう爵しやく家の金で雇やとった私兵も使って、騎士を狩りだそうとした。

　そうなることをわかっていた騎士は、犬を殺してすぐに行方をくらましたので、捕まることはなかった。

「彗星騎士団はその騎士を討伐したいらしい。伯爵の話では」

「なるほど、それがこの手紙ですか。ついさっき来たものです」

　副団長は、手にした獣じゆう皮ひ紙をクラヴェリーナに渡わたした。

「『彗星騎士団に対する信義に背いた者ガトー・メンブラードならびに、その協力者たる、ライオ伯爵領に属すトントなる名の村の住民に対する懲ちよう罰ばつについて協力を要よう請せいす』……犬を斬った勇敢な騎士の名はガトー・メンブラードというのね。トントという村については？　アグニヤ公爵領との境近くにあるという話だけれど」

　副団長は、巻いてある大きな獣皮紙を部屋の隅すみから持ってきて机き上じように広げた。ライオ伯爵領の地図だった。

「このあたりです。山間部の小村でしょう」

「追われる者が足跡を隠かくしやすいというわけね」

「ああ、少々お待ちを」

　何かを思い出したように副団長は引き出しから書類を取り出して調べる。やがて何枚かの紙を引っ張り出した。

「やはり、半年ほど前から盗賊被害を訴うつたえる手紙が来ておりました。トント村からです」

「このあたりにも盗賊が出るのね。討伐の騎士は出さなかったの？」

「先代が、緊急性はないと判断しました」

〈そうか、その当時はまだクラベリイナさんの前の人か〉

　団長がクラヴェリーナであれば、見すごすことはなかっただろう。

　クラヴェリーナは地図をなぞりながら苦い表情だ。国をよくする理想はいまだ現実のものとはならず、盗賊の数を減らすことすらできていない。

「ところが、盗賊は撃げき退たいした、騎士団に来てもらう必要はなくなったという手紙が来ました」

　それは日時的には、ガトーが騎士団を追われてからしばらくしたあと、クラヴェリーナが騎士団長就任を済ませて帰路についているくらいのときだ。

　クロウはぴんときた。

「つまり、騎士ガトーがトント村にやってきて盗賊をやっつけたということですか」

「それで村人は彼かれに感謝して、引き渡しを拒んだってことかな」

「その可能性はあるわね」

　リフィもクラヴェリーナもうなずく。

「手紙にはなんと書いてありますか？」

　さっきクラヴェリーナが読み上げた『彗星騎士団に対する……』なんとかいう文章にしても、クロウには難しかった。わかりやすく教えてくれるとうれしい。

「こちらの人数は随意でいいとのことよ。合流の日時は……今日から一〇日後ね」

「ちょっと早くないですか？　あたしたちが今から遠征の準備をして、一〇日ではぎりぎり間に合うかどうかですよね」

「攻こう撃げきにわたしたちの助力など必要としていない、ということよ。要するにライオ伯爵領の村を襲うのに、黄金獅子騎士団の協力を得たという名目がほしいだけ。それなら独断での無法な戦せん闘とうにはならない。そういうことよ。だからこちらの人数も指定していない。ひとりでもかまわないのでしょう。なんなら承諾の文書だけでもいいかもしれないわね」

「なるべく多い人数をそろえるのがいいと思います」

〈彼ひ我がの戦力に差があれば、現地での発言力に差が出るからな〉

　要するに向こうになめられないだけの兵力は必要だろうとクロウは考えた。

「何かいい考えがあるの？」

「……まだです」

　クラヴェリーナの期待の眼差し（だとクロウには見えた）にそむくのは心苦しいが、人数の件は一いつ般ぱん論であって、何かを思いついたからの指示ではない。

　ひょっとしたら策しだいでは、少ないほうがいい、ということになる可能性だってないとはいえない。どうなるかは不明だ。

　クロウがそう正直に白状すると、クラヴェリーナは冷静にうなずいた。

「わかった。今のところは、可能な限りの人員を連れていく方向で準備を進める。減らすのはいつでもできる」

「ほかに何か……？」

「レグロは盗とう賊ぞく討とう伐ばつをしたことがありますか？」

「あるもなにも、盗賊が出たと聞けば駆けつける。彗星騎士団の団長になって二年、十回はくだらないだろう」

「おお」

　意外な答えにクロウは目を丸くした。今まで聞いたイメージではそれほど精力的に治安維持につとめるような人物ではないと思っていた。

　が、ドゥーラスやクラヴェリーナの表情を見て、そういうことではないのに気づいた。

「単に自分の楽しみのためよ。森で動物を狩るかわりに盗賊を狩る」

　それでも盗賊がいなくなるのだからいいではないか、と考える人は間違っている。地元の警備隊で対処できる盗賊にも騎士団と雇った傭よう兵へいを引き連れていくので経費がかさむし、傭兵たちは行く先々で盗賊と変わらないような狼ろう藉ぜきをおこなう。

「それで勝利を誇示するのだから、民たみにとってはたまらないだろうと思う」

　クラヴェリーナの声には嫌けん悪お感かんがにじんでいる。

「では、たとえば討伐に必要以上のお酒を持っていったり？」

「そこまで詳しいことは知らないけれど、ありえるでしょうね」

「どのくらいの量でしょうか。レグロ個人のぶんだけなのか、それともみんなが飲めるくらい……」

「ねえ、それ重要？」

　クロウの質問を、時間がもったいないとばかりにリフィが遮った。

「さあ？」

　とぼけているのか本当にわからないのか、クロウは質問をやめて笑みを浮かべた。

「おまえさあ……」

「副団長、宿舎のほうへ伝令をお願い。わたしたちもすぐ戻る」

　クラヴェリーナの指示を了りよう承しようした副団長だが、少し躊躇してから、思い切って質問をくわえた。

「団長。わが黄金獅子騎士団が、村人への攻撃に加担するということになりますか？」

　値ね踏ぶみするような視線であった。

　甘やかされた貴族の子し弟ていなら村人の命など特に大事とも思うまい。レグロがそうであるように。果たしてクラヴェリーナはどうか。ただの貴族か。それとも誇りある騎士か。

　そういう目だ。

〈伯爵の家でクラベリイナさんがどれだけ悩んだか知らないくせに〉

　クラヴェリーナは強い意志を宿した瞳ひとみで、副団長を見返した。

「わたしが目指しているのは、愚か者以外が痛い目にあわないという結果よ」

　互いの視線が交差し、無言の会話が閃ひらめいたように、クロウには見えた。

　やがて副団長はいったん視線を外す。

　意外とすっきりしたような顔で、副団長はうなずいた。

「わかりました。ご武運を」

　クラヴェリーナはうなずき、光り輝かがやく黄金の髪かみを翻ひるがえした。

「ドゥーラス・アルリスビエタ＝ビジャルパンド。憶えておくといい、わたしは黄金獅子騎士団の名めい誉よを汚すようなまねはしない。彗星騎士団の団長と違ちがって」

　副団長は深く敬礼をした。




　　　・




　出発は三日後と決まった。

　それまでに人員の選定、馬の管理、糧りよう秣まつの準備、武具馬具の用意、さまざまにやることがある。こういう場合は主に下働きほど忙いそがしくなる。騎士より従卒、従卒より従卒見習い。しかしひとりだけ遠征準備の肉体労働を免除された従卒見習いがいた。

　クロウだ。クロウは難題を解くべくひとり脳内で格かく闘とうを続けていた。

　トント村周辺の地図を眺め、あたりをうろつき、忙しげに走り回る人たちに邪じや魔ま扱あつかいされながら考える。

　しかし、状じよう況きようは芳しくない。ことにクロウがやらねばならないのは尋じん常じようの戦ではないのだ。村人を殺させず非協力の非難も受けず、という、綱渡りみたいなことをしなければならない。ちょっと足をすべらせたらおしまいだ。

　考え込んだクロウは、顔をしかめるでもなく、顎あごに手を当てるでもなく、傍はたからはぽかんと口を開けた気の抜ぬけた顔に見える。だがその内部ではかき混ぜられたシチューみたいにいろんな思考が巡っているのだ。

　いくつか追加の情報は手に入った。主に副団長から提供されたものだ。

　トントは人口が一〇〇人に満たない小村である。

　現地は山岳地帯で、高低が入り組んでいて、森が深く、迷いやすい。

　ガトー・メンブラードは二六歳、平民出で独身。真ま面じ目めで義理堅がたいとの評価。

　レグロ・デ・アグニヤはかろうじて馬に乗れる程度。練習用の剣けんで丸太を打ったら腕うでを痛めたことがある。

　彗星騎士団の兵力は一〇〇人をくだらずおそらくは二〇〇以上、また、レグロの私兵も同程度参加するだろう、計五〇〇ほどになるという推測だ。

　いっぽう、クラヴェリーナが言うには、歩兵を徴ちよう集しゆうしたり傭兵を募集する余よ裕ゆうがないので、黄金獅子騎士団が出せる人数は五〇人程度が限度とのこと。

〈くそ、クラベリイナさんを失望させてたまるか！〉

　とはいうものの、名案は浮かばず、クロウはいたずらに頭脳を回転させるばかりだった。

　足にまかせているうちに何度めか知らず、クロウは訓練場にふらりと出てきた。常のように武芸にいそしむ騎士や従卒は少なくて、その周辺を、あっちからこっちへ、こっちからあっちへとせわしく行き交う人々が多い。クロウは心当てもなく、足下だけ見ながら歩を進める。

「そぞろ歩きとは風流なことだな、アキツの客人よ」

　気がつけば前を遮さえぎるように立っていたのは、アルコンであった。

　見ただけではぼーっとしたままうろつきまわっているようにしか見えないのは、しかたがないところだ。

「聞けば、此こ度たびの出兵を受けるように貴殿が使し嗾そうしたというが、まことか」

「使嗾、とは？」

「そそのかしたのかと聞いている」

　どうもこの人の話は難しい言葉が多くて大変だ。

「わたしはクラベリイナさんを助けるために全力を尽くしています」

「何を言う、このような無義無道の出兵、団長の欲するところではあるまい」

　表向きには彗星騎士団の要請に応えるとのみで、クラヴェリーナやクロウが何を狙っているかは知らされていない。

　人民を殺す手伝いに行く、クラヴェリーナがそんなことを承諾するはずがない、別の誰だれかに責任がある、それはあの外国人だ。そういう考えになるのも無理はなかった。

「団長は心優しいお方だ、伯はく爵しやくの命令、友軍の要請、やむを得ぬ仕儀があろうとも、無む辜この人民を殺害するがごとき所業はその心に染みを作らずにはおられまい」

　わかりづらい言葉はあったけれども、アルコンが何を言っているのかはだいたいわかった。彼の身振り、表情、声こわ音ねが充分に思いを伝えてくる。

〈この人、クラベリイナさんのことをとても心配しているな〉

　ということはつまり、

〈同志だな！〉

　という方向へクロウの考えは進む。苦手だったけど、ともにクラヴェリーナを案じる仲間と思えば、親しみもわこうというもの。

「せめては団長の手を穢させるな。貴殿が穢れるがいい……なぜ握あく手しゆを求める！」

　いきなりクロウが親しげに手を取ったので、アルコンは戸と惑まどったようだ。

「クラベリイナさんは無事です。無事になります」

「ならば誓せい約やくできるか。団長の体にも心にも、名声にも傷をつけぬと誓約できるか」

　クロウを強く睨み返したアルコンであったが、自分の発言の間違いに気づいて、いくらか冷静になり、ふっと息を漏もらした。

「いや、貴殿は騎士ではなかったな。誓約などできる身分ではなかった」

〈誓約……？〉

　どこかで聞いたような言葉だ。クロウは考えた。

　そうだ、思い出した、アルコンにめった打ちにされたとき、リフィに言っていたやつだ。

　リフィはそこまでする必要がない、と恐きよう縮しゆくしていたし、以降アルコンの言葉を疑わなくなった。誓約とは、かなり重い約束であることを意味する。

「誓約というのは騎士がするものですか？」

「信義とは騎士の徳目の重要なひとつ、誓約とは信義に基もとづいた誓ちかいである」

「誓約を破ったらどうなりますか？」

「誓約を破った者の罪は重い。騎士身分の剥はく奪だつが普ふ通つうだ」

　それを聞いてクロウの表情が急に呆けたようになった。

「なにごとだ、その顔は」

　クロウの顔がだんだん明るさを増していくのを、不気味なものででもあるかのようにアルコンは見ていた。

「応えをしないか、アキツの……」

「いける！　かもしれない！」

　クロウはいきなり空へ向かってそう叫んだ。明津国の言葉だった。周りの人たちが注目するくらいの声だ。

　明らかに及び腰ごしになっているアルコンの手を、もう一度取って大きく振り回す。

「ありがとうございます！　助かります！」

　暗かった部屋に一条の明かりが届いたような気分だ。

　アルコンの周りを、意味もなくくるくる回った。正面に戻もどると深々とお辞儀をして謝意を表す。

「クラベリイナさんが喜びますよ！」

　そうして跳ねるような足取りでそこを立ち去る。

　あとに残されたアルコンは、茫然としたまま立っていた。




　　　・




「レグロ・デ・アグニヤに誓約させる？」

「そうです」

　クロウは得意げな笑みを見せた。クラヴェリーナの執務室で、事情を知る三人が策を相談している。

「騎士ガトーをゆるすという誓約をさせれば、攻せめる理由がなくなります。この戦いはレグロの個人的な意思がほぼすべてです。彼が攻めないと言えばそこまでなのです。だから、軍を攻めるのではなくレグロの心を攻めましょう」

　それ以外に犠ぎ牲せいなしで終わらせることはできないだろう。

「うまくいけばいい案だとは思うけれど、どうやって？」

「レグロは武芸は強くないと聞きました。ひとりにして脅せば誓約させることができると思います」

　どうだ、とクロウはクラヴェリーナを見つめたが、思ったより反応が悪い。

「それはだめだ」

　クラヴェリーナに蜂はち蜜みつ水を渡しながら、リフィが口を挟んだ。

「おまえはエルトレス人じゃないから知らなくても仕方ない。脅おどされて誓約しても無効だ」

「そうなんですか？」

「名誉ある騎士の誓約だぞ。脅しが効いたらだめだろ」

〈そんな掟おきてがあったとは。じゃあ、脅しではない方法でなんとかしないと〉

「ほかに誓約が成立しないようなルールはありますか？」

「一対一で、他に聞いている者がいない場合も無効」

　アルコンがリフィに誓約しようとした際は、周囲にほかの騎士や従卒、クロウもいて聞いていたから成立するが、それが密室で二人きりだった場合は誓約をしたことにならない。これは言った言わないの水掛け論になるのを防ぐためだろう。

「それから、今回みたいな場合、つまり特定の誰かに関する誓約の場合は、本人がいないところでの誓約は無効になる」

　レグロがガトーをゆるすと誓約するときには、その場にガトー本人がいないといけない。むろん正式の誓約でなければガトーがいない場所で他の人にゆるすと言ってもいいし、誰もいないところで〈よし、ゆるそう〉と自分に誓ったっていいわけだが、拘こう束そく力を持つ正式な誓約にするためには本人の同席が必須だということである。

「……案外決まりが多いですね」

　それを全部満たすような状況に持っていかないといけない。

　レグロ本人を攻める、そのために誓約させる、という方向性は合っているはずだ。

「うーん」

　三人を代表するようなかっこうで、リフィが腕組みをしながら唸うなった。

　クロウは机を撫でていたが、おもむろに口を開いた。

「この国には盤上戦戯チエスというものがあるそうですが、明津国にも似ているけれどもっと複雑な机き上じよう模も擬ぎ戦せんというものがあります。遊戯ではなく軍学に使うのです」

「は？　なに、いきなり？」

「わたしが軍学を勉強していたとき、それがすごく強い人がいました。だれもその人に勝てない。でも、わたしは勝ちました」

　自慢をするというふうでもなく、クロウは思い出話を続ける。

「模擬戦の実力を鍛えたのではありません。わたしはその人の模擬戦を見学して、その人のくせや考え方を調べ、その人専用の対策を考えました。だから勝てたのです。勝ったのは最初の一回だけでしたが」

　何度も同じ条件でやりなおしがきく模擬戦とは違い、現実では一度勝てばそれで終わりだ。そもそもクロウはさほど模擬戦には興味がなかった。あまり模擬戦に熱中すると、実戦ではなく模擬戦に強いだけになりそうだと思ったからだ。

　ルールはなんであれ、相手のことをよく知ることは勝利に近づく一歩だ。

「今回必要なのもそれです。レグロ専用の対策のために、レグロについて詳しく知る必要があるということです」

　情報の重要性はこれまで何度も言ったとおりだ。

「まあ、言いたいことはわかったけど、回りくどいな。で、詳しくってどうやって？　クラヴェリーナさま……」

　リフィは唯一レグロ・デ・アグニヤを知っているクラヴェリーナに視線を向けたが、彼女は首を振った。

「わたしも昔一度会っただけだから」

「レグロに詳しい人に聞けばいいと思います」

　クロウはあっさり言った。リフィは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「詳しい人って？　そんなのいたっけ？」

「ライクロウ、それはまさか……？」

　なにかに思い当たったようなクラヴェリーナに対し、クロウは立ち上がり、笑えみを閃かせた。

「そのとおり。ガトー・メンブラードさん本人です！」




　　　・




　街かい道どうの途と中ちゆう、小高い丘おかの頂で、クロウは馬を停めた。これから行く先のほうを遠く望む。

　真夏の太陽を受けて、山々の緑が濃こい。鬱々とした森に囲まれるように村と畑がいくつか存在している。この地方では、たとえば騎き士し団だん領のように自然が人間に征服されては、まだいない。

〈明津国の森とは印象が違うもんだな〉

　まだ森の中に入ってもいないものの、ここのほうが明津国の森よりも、どことなく暗く深いような気がする。

「トント村はあっちだ。まだこっからは見えないみたい」

　うしろから腕が出てきて、前方やや右を指差した。

　クロウのうしろにはリフィがいる。二人は一頭の馬に相乗りしていた。

　二人は先行してガトーと接触すべくトント村へ向かっているのだ。

　発案者であるクロウが使者となるのは当然。本当はひとりで行きたかった。しかし、クロウはエルトレス人ではない。信しん頼らいされないかもしれない。それに、クロウの語学力ではうまく話が伝わらない可能性がある。

　そこで、もうひとり連れていく必要があった。

　そうなると事情をよく知っていて、クロウと会話した回数も多く、正式な騎き士しでないので自由も利く、リフィに白羽の矢が立つのは避さけられなかった。

　周囲に人はいない。彼らだけだ。

　リフィは落ちないようにクロウの胴に手を回していたが、馬の足が止まったのでその手を離した。

　クロウと二人きりで旅をする、と聞いたときには、腐った桃をなすりつけられたようなすごい顔をしたリフィ。

「人の胸を揉むような男と!?」

　だが必要なことであるのは理解していたので、断りはしなかった。

「途中で変なことしたら許さないからね」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　実際ここまで二日ばかり、クロウは謹厳に、男女の別を守って行動していた。それはエルトレス王国の基準では厳しすぎるほどらしい。だからクロウは、本当なら馬の二人乗りも避けたかったのだが、そうもいかない。

　リフィが馬に乗れないからだった。

　エルトレスは明津国に比べると男女の接触に関しておおらかである。例えば握手にしてもそうだ。明津国には気軽に体の一部を接触させるような挨あい拶さつは存在しない。

　馬に乗っていて彼女の体が背中に触ふれるというのも、リフィはさほど気にしていないらしい。が、明津人のクロウにしてみればけっこう居心地が悪い。これは変なことには入らないのか。

〈エルトレスの基準がわからない。その境目はどうなってるんだ〉

　ちょうど、馬が足を踏ふみ替えて、鞍上が不意打ちのようにぐらりと傾かしいだ。

「きゃっ」

　リフィが声をあげてクロウにしがみついた。

〈そう、こういうのが……！〉

　照れる。どきどきする。

　背中の感かん触しよくを意識しないように頑張るクロウであった。




　馬を歩ませながら、

「いいですね」

　山と谷が多い複雑な地形を見て、クロウはひとりうなずいた。

「何が？」

「ここなら村の人たちが隠れられそうです」

　村人を全員村の外に避難させて隠れてもらう。

　攻撃の前に村人を避難させる、というのは今回の策の前提だ。でなくては全部おしまいになる。だからそこだけはなんとしても説得しなければならない。

「それが無理だったら？　最悪の事態になったらどうするの？」

「わたしがレグロ・デ・アグニヤを殺します。そしてわたしをクラベリイナさんが殺せばいいと思います」

　実際殺せるかどうかはやってみないとわからない……自信はない。やりたくもない。が、そうすれば戦も止められるし、クラヴェリーナの手て柄がらにもなる。ただクロウがクラヴェリーナに雇われていたのがわかるとまずいので、

「わたしは明津の人ですから、それとわからないようにしないといけませんね」

〈顔や肌はだを焼くなり髪を剃るなりしないといけないな。となるといっしょに焼け死ぬしかないか？〉

　リフィがうしろで眉を寄せて険しい顔になったが、クロウは気づかない。

　しばらくは馬ば蹄ていの音だけが耳に入る。

「なんでそんなにクラヴェリーナさまに尽くすの？」

　クロウがあまりに屈託ないのに苛いら立だったような感じだった。

「わたしはクラベリイナさんを助けたいですから」

「それはわかるけど、かんたんに死ぬとか殺すとか、おかしくない？」

「あくまで最後のやりかたですよ。わたしもそうしたいわけではないです」

「それでも、おまえは外国人だし、まだクラヴェリーナさまと会って、たいして時間も経たってないのに！」

　じれたような、もどかしげな口調だ。

　対照的にクロウは冷静だった。

「わたしとクラベリイナさんは似てますから」

「いやいやいやいや。全然似てないだろ」

「では聞いてください」

「似てないって」




　　　・




「わたしは来の家の長男として生まれました。世継ぎの誕生にみんな喜んだそうです」

「別に聞いてないんだけど……」

　というもののリフィは興味ありそうに先を待っている。

「明津国はエルトレスの国と同じで長男が家を継ぎます」

「ああ、そうなんだ。アッガザール人は違うって話だけど。よく知らないけど。……ってことは、おまえも家を継つぐってことか」

「いいえ、わたしではなく弟が継ぐことになっています」

「言ってること違うぞ」

　クロウはちょっと笑った。おかしいからではなかった。




　クロウの幼いころ、長かった大病が癒いえ、ようやく布団から起きることができた。屋や敷しきの中を歩き回るのは許されたが、門外に出ることは禁じられていた、その当時のことである。

　夜中に目が覚めたクロウは、厠かわやへ行くために起き上がった。秋の夜である。庭から虫の音がクロウの部屋まで届いている。肌寒かったので上着を羽織った。このころから変に度胸のあったクロウは、下女や老僕をつけず、ひとりで廊下を歩いていく。

　途中、明かりのついている部屋があった。両親の寝しん室しつだ。通り過ぎようとしたクロウの足が止まった。中から言い争う声が聞こえてきたのだ。

　母のかきくどくような声。

「九郎にも稽けい古こをつけてやってください」

「あやつには無理だ。武士の子とも思えぬひ弱さで稽古など」

　クロウが病になってから、父は病びよう床しように見み舞まいに来ることなど一度もなかった。

「九郎の病は癒えました、今からでも……！」

　父の無情な声が、立たち尽つくすクロウの耳に届く。

「くどい、あんな役立たずに関かかわっている時間が惜しいわ！」




「それって……」

　言いさしてリフィは言葉をのんだ。

「似てますでしょう」




　そのときのクロウの記き憶おくは、そこで終わっている。厠へどう行ったのか、ちゃんと戻ってきて布団に入ったのか、全然憶おぼえていない。

　ただ、父の声を聞いたときの、はだしの冷たさだけは分明に思い出せる。今でも。




　それ以来父はクロウを顧みなくなった。かわりに期待を一身に受けた弟は、すくすくと成長して、武士の子らしくちゃんと武芸を身につけた。

　その間、クロウが武芸のかわりにいくら学問に精を入れても、父の目がクロウに向くことはなかった。

「軍学無用。我らが持つべきは忠と武のみ。クロウはなにを勘かん違ちがいした」

　吐はき捨すてるように言ったものだ。ライの家は多数の兵を率いるような家いえ柄がらではなく、せいぜい数人、十数人といった集団を引き連れて戦うような武士である。その身分で頭を使って戦おうとするのは有害無益、と父は固く信じているようだった。そもそもすでに天下は統一され、実戦を行う機会など残っていない。戦いくさはなくても忠義と、武芸で鍛えられた頑がん丈じような体は役に立つ。軍学は無む駄だだ。それが父の考えであった。

　クロウはしかし、それに反発するように学問にのめりこんだ。

〈あんたになにがわかる。おれのことをなにも知らないあんたに〉

　ライの家では、クロウは異い端たんだ。邪じや魔ま者だ。誰もはっきり言わないし態度にも出ださないが、クロウはそのことをひしひしと感じていた。

　だから家を出て遊学することにした。

「どことなりに行け。おまえに元服はさせん、来家は十二トウジに継がせる」

　トウジは弟の名だ。

　かなりの額の金をもらったが、それは半ば手切れ金のようなものだった。

「体には気をつけてくださいよ、兄さん」

　弟は父とは違いクロウを気にかけてはいる。だがそれで心慰なぐさめられることはなかった。弟にとってクロウは庇ひ護ごの対象であったのだ。

　このころにはもうクロウの体は普通と変わらず、病気もほとんどしなくなっていたが、幼いころの記憶は家族の間にまだこびりついていた。

〈おれはけっして一人前になれない、とでもいうのか〉

　たとえ善意からであっても、それは常に軽んじられつづけているのと同じことだ。

「大丈夫、たとえ食うに困るようなことがあっても、頼ってきてください。兄さんはぼくが養ってあげますよ」

　悪意をもって言われたほうが気が楽だっただろう。クロウは笑え顔がおの下で歯を噛みしめ、弟に別れを告げた。




　家族から離はなれて、鹿湊の町で暮らしはじめて、気が楽になったかといえばそうではなかった。

　太平は揺るぐ気配なく、軍学はたしかに無用の長物になろうとしていた。エルトレス王国に関する事こと柄がらも、商人むきの知識ばかりが蓄積されており、クロウを満足させることがなかった。

　将来の展望が見えない。

　クロウがエルトレス行きの船に乗り込んだのは、その閉塞感をなんとか打破したいというあがきのようなものであった。ただ、単に行き詰まっていただけでは、そこまでしなかったかもしれない。決意したのは、弟の元服と嫁取りを知らせる手紙が届いた直後だった。

　いよいよ明あき津つ国に居場所がなくなった、と思った。

　当時の気持ちは混沌としていて、思い出すのにも骨が折れる。

　なにかから逃にげるように、あるいはなにかを求めてさらに進み、ひとりきりになったとき、クロウはプエブロ・ガナドールにいた。

「そのときもわたしは今後の目的がありませんでした」

　そしてその場所で、クロウは馬に乗って通るクラヴェリーナを見る。

「ほんとうは、わたしは別にクラベリイナさんの軍師になりに来たわけではないのです」

「はぁ？　なに言ってんの？」

「本当です」

　明津国の武士として、面会を申し込んで話をするのも可能だったと思う。

　クロウはクラヴェリーナのことが知りたかっただけだからだ。〝耳切り〟討とう伐ばつの戦も見学のつもりだった。だが苦戦をしているのを見てほうっておけなくなり、より近くで状況を知るために陣じん中ちゆうに忍しのび込んだ。

　そしてそこで彼かの女じよの言葉を聞いたのだ。

「わたしは役立たずじゃない」

　と。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、クロウは理解した。なぜ自分がクラヴェリーナにこれほどまでに惹かれたのか。

　似ているからだ。

　彼女も自分と同じく役立たずだと言われてきたに違いない。

　しかし彼女には、クロウとは違う点がある。クロウの持たない、強い目的を持っている。クラヴェリーナをはじめて見たときに感じたいくつもの衝動、そのうちのひとつは確かに、身を切られるようなうらやましさだった。

　彼女はクロウの自覚していなかった言葉を持っていた。

　ずっと、その言葉を父に言ってやりたかったのだと、クロウははじめて知ったのだ。

「おれは役立たずじゃない」

　と。




　まして、彼女の来歴や目的を聞いた今となってはなおさらだ。

　自分に似た過去を持ちながら、自分にはない目標へ向かって強い意志で前進しようとしている。クラヴェリーナの力になりたい気持ちは強くなるに決まっているではないか。

　彼女を目的に近づけたい。

　そうすれば、クロウ自身も役立たずではないと証明できるはずだ。

　それこそ、身を賭してでも……。




　思いがけず長い話になってしまった。

　リフィは途中から黙だまって聞いていた。クロウからでは背後のリフィの表情は見えない。

「リフイさん？　大丈夫ですか」

　沈ちん黙もくが怖かったのでおそるおそる機き嫌げんをうかがった。

　リフィはなお黙っていたが、急に大きな声を出してクロウの背を叩いた。

「口調が堅かたいっ！」

「え？」

「クラヴェリーナさまや騎士に対してはその話しかたでいいけど、あたしにはくだけた話しかたにしなさいよ！　子供たちにはそうしてるんでしょ？」

「しかしリフイさんはわたしの上司です」

「いいんだってば。ほら、言ってみな」

「は、はい。……何を言いましょうか？」

「何を言おうか？　だろ。子供たちに話すようにすればいいんだよ、ほらほら」

「わ、わかった。えー……リフイさんにはこの話しかたでいくよ。これでいいかな？」

「うん、いいじゃん。その調子」

「そうですか」

「ほら、また！」

　うしろからぽこんと軽く頭をはたかれた。

「じゃあこれから、トント村に着くまで話しかたの練習。丁てい寧ねいにしゃべったら減点する」

「なんで急にそんなことをはじめるんです……はじめるの？」

「今のはおまけで減点なしね」

　リフィの笑い声がクロウの耳に心地よく響ひびいた。彼女がわざと陽気にしてくれていることにクロウは気づいていた。




　　　・




　夜、トント村の入り口には篝かがり火びが焚かれている。

　火の光で見えるが、急ごしらえの柵や土塁が、村の周囲に巡らされている。人の背せ丈たけもない高さだが、騎き馬ばが越えるのは困難だろう。ところどころに、見張り塔とうのように高く組み上げられた櫓やぐらも見える。

　櫓の上には弓を手にした見張りの姿もあった。

　通常はこんな状態ではないはずだ。攻められるのを警けい戒かいしているのだ。

　クロウとリフィは篝火の光が届かない距きよ離りからそれを観察している。

　逃げる気はなさそうだ。

　二人は唾つばを飲み、なるべく堂々と見えるよう歩いて、村入り口に近づいた。

「誰だ！」

　声が、門の左右にある櫓の上から降ふってきた。声が尖っているのは、神経が尖っているからだ。ガトーの引ひき渡わたしを拒んだことで、いつ騎士団に攻められるかわからない、と臨戦態勢でピリピリしているのだ。

　リフィが声を張りあげた。口上に関しては彼女が担当だ。

「我らは黄金獅子騎き士し団だんの者である！　騎士ガトー・メンブラード殿に……」

　最後まで言わさず、怒号が返ってくる。

「騎士団だと！　ガトーさまは引き渡さないぞ！　帰れ！」

「なによ、彗星騎士団と黄金獅子騎士団の区別がついてないの？」

　リフィがクロウにだけ聞こえる程度の声で呟つぶやいた。

　緊きん張ちよう感で視野が狭くなっているのもあるだろうが、基本的に騎士などとは無む縁えんに生活している田舎いなかの農民にとっては、名前が違ちがっても騎士団はみんな同じに思えるのかもしれない。明津国でも、身近な代官の名前は言えても藩はん主しゆの名前は言えないような農民はけっこういる。

　リフィはもう一度中断させられたところから口上を続けた。

「ガトー・メンブラード殿に面会を申し込む！　われわれは黄金獅子騎士団長クラヴェリーナ・デ・ライオの命を受けて来た！」

　少し考えて、リフィは付け足した。

「我ら黄金獅子騎士団は、ガトー・メンブラード殿が所属していた彗星騎士団とは別のものである！」

「殺してしまえ」

　遠くから誰かが言った。

「そっちのやつ、外国人だぞ。騎士団ってのも嘘うそなんじゃないか？」「殺してしまえ！」

　不穏な空気が急速に膨れあがろうとした。

「大丈夫か。まさか会う前にやられるんじゃ」

　さすがにリフィも緊張して、クロウに囁ささやきかけた。

「待て、おまえら」

　周囲の声を制して、男が門の外に出てきた。見張りのリーダー格だろう。いかにも力自慢といった大男だ。そいつがクロウらのほうへやってくる途中も、他の見張りは弓を構え、二人に狙ねらいをつけたままだ。

「おれはこの村のアンドニってもんだ。騎士団からきたって証しよう拠こは？」

　リフィがクラヴェリーナの書状を渡すと、アンドニはじろじろ見たが、おそらく字が読めないのだろう、乱暴に懐中に突っ込んだ。

　二人はその場で身体検査され、持っていた武器を取り上げられた。もともと大した武器を持ってきたわけではないので没収されたのはナイフくらいだ。それでも丸腰になったことで不安が増した表情のリフィ。

　クロウは彼女の手に触れた。

「だいじょうぶ、堂々としていよう」

　リフィはクロウの手を思わず握にぎってから、自分の行動に気づいたようにあわてて放した。

「お、おまえに言われなくてもそうしてるよっ」

「それならいい」

　クロウは笑ってうなずいた。

「で、ガトーさまになんの用だ」

　アンドニの視線が鋭く二人に刺さった。クロウが返答する。

「書状をガトーさんに渡してもらえばいい」

「答えろ」

「おれたちは捕ほ虜りよじゃない。使者だ。使者に命令はできない」

「この、外国人が……！」

　機嫌を損ねたアンドニがにらみつけてきたが、クロウは視線を外さない。リフィが身構えるのをクロウは制し、にらみあいが続く。怒おこったアンドニの手が腰の剣けんに伸のびる。

　ふっとクロウは表情をゆるめた。

「って、殺されたくないから言うけど、彗星騎士団の団長とうちの団長はあんまり仲がよくなくてね。そんな感じの用」

　殺気の呼吸を外されて、肩かたすかしをくらったような顔になったアンドニは、クロウから視線を外した。

「いちおうガトーさまにお伺いを立ててやる」

　アンドニから書状を渡された男が駆かけていった。

「話してもいいかな？」

　クロウはアンドニに話しかけた。返事はなかったが気にせず続ける。

「彗星騎士団が攻めてきたらこの村は危ないよ。全員殺されるかもしれない」

　リフィがひやっとしたような顔をクロウに向けたが、アンドニは激げき昂こうしたりはしなかった。

「んなことはわかってるさ。だがおれたちはガトーさまに大恩がある。それこそ返しきれねえくらいのな」

「盗とう賊ぞくを撃げき退たいした件？」

「そうさ。ガトーさまはおれたちに戦うことを教えてくれた。戦って大事なものを守るってことをな。そんとき騎士団は何をした？　何もしてねえ。いっしょに戦ってくれたのはガトーさまただひとりだ。だからおれたちはガトーさまといっしょに戦うし、いっしょに死ぬさ。おまえの喉のど笛ぶえに噛み付いてでもな」

　本気の目でクロウを見返してきたので、思わずクロウはあとずさった。

〈こわっ〉

　少しして報告にいった者が戻ってきた。

「ガトーさまがお会いするそうだ。連れてきてほしいと言っている」

　大男はそれを受けて、じろりとクロウたちを見下ろした。

「じゃあついてきてもらおう。妙みようなまねはするなよ」

　こうして二人は、武器もない状態で周囲を敵意と弓矢に囲まれながらとはいえ、トント村に入ることに成功した。




　　　・




　二人が引っ立てられていった先は、おそらく村長の家であろう、ほかより立派でひとまわり大きい民家だった。

　奥おくの部屋の扉とびらの前で声を張りあげる。

「ガトーさま、騎士団のやつを連れてきました」

〈さて……ガトー・メンブラード、真ま面じ目めで義理堅がたいという話だけど……〉

　その話が本当ならば希望はある。

「入ってもらえ」

　くぐもった声で返答がきた。

　その部屋は寝室で、部屋の隅すみに木製の寝しん台だいがある。テーブルや椅い子すもあり、現在はガトーの居室として、応接や食事にも使っているみたいだ。

　ガトーは部屋の中央、入ってきたクロウとリフィの正面に立っていた。

　体格はアルコンに似ている。中背よりやや高く、細く締まった肉体だ。顔立ちはわからない。というより、見えない。なんでかわからないが、平服なのに、ガトーは兜かぶとをかぶって面頬バイザーを下ろしたままでいる。視線の方向はよくわからないがうつむき気味で、こちらを正面から見ている気配はない。

「よし、おまえたちは出ていってくれ」

　兜のガトーは、二人を連行してきた男たちに指示した。

「しかし、ガトーさま」「ひとりでは危ないのでは？」「誰だれかそばに置いたほうが」

「いや、かまわない。みな出ていって、おれとこの方たちだけにしてもらおう」

〈敵意はない……と見ていいのか？〉

　クロウにもその真意はわからなかった。村人に囲まれて不利な状じよう況きようからなんとか説得する、といった状況も覚かく悟ごしていたのだが。

　村人は不承不承去り、大男が最後に視線を残しながら部屋の扉を閉めていった。

「もう少し近くへ……そう」
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　話を部屋の外に聞かせたくないのだろうか、ガトーは二人を手招きした。

　それに従うと、いきなりガトーは片かた膝ひざをついてこうべを垂れる。小さいながらも必死の声を出した。

「申し訳ありません、二度としません」

「……は？」

「犬の値段は弁償します、どうか命だけは……！」

　リフィも戸と惑まどっている。

　クロウは一拍おいて思い至った。ガトーの姿勢は、明津国における平伏のような意味があったはずだ。

「あの」

「そもそも犬を殺す気はなかったんです。団長にぜひとりなしを！　よろしくお願いします」

　リフィの足にすがるようににじり寄ってくる。

〈……これがガトー・メンブラードなのか？〉

　子供を助けるために、大貴族の息子むすこで自分の上司である騎士団長の不興を買うのを覚悟で犬を斬り殺した硬骨の士、ではなかったのか？　無様に命乞いをする姿は、思ってたのと全然違う。

　さすがのクロウもこれは予想外だった。

　リフィの眉み間けんにしわが寄ったのをクロウは見た。

「誤解されているようですが、われわれは彗星騎士団の者ではありません」

「えっ？」

　膝をついたまま、ようやくガトーは顔を上げて、面頬の中から二人の顔をちゃんと見た。外国人の男とうら若い少女という取り合わせに何を感じたか、呆ぼう然ぜんとしているようすだ。

「だって騎士団の者って……」

　報告に行ったやつがちゃんと事情を説明せず、ただ騎士団のやつが来たとだけ言ったのだろう。それで、書状もちゃんと見ずに彗星騎士団の使者が来たと勘違いしてしまった。

「われわれは黄金獅子騎士団の者です」

　ガトーは沈黙した。さらした醜態がまるで的外れであったことを知ったのだ。

　やがて、なんとか心を立て直したか、半ばかすれた声を出した。

「黄金獅子騎士団がなんの用でここに……？」

「われわれは彗星騎士団と共同でトント村を攻せめることになりました。あなたも予想しているでしょうが、この村があなたの引き渡しを拒きよ絶ぜつしたことで、彗星騎士団はこの村を叛はん乱らん分子であると見なし、滅ぼす決意を公にしました。よって、彗星騎士団はもはやあなたに使者を送る必要を感じていないでしょう」

「ああ……」

　わかっていたが聞きたくなかった、というような吐息であった。つまり今さら彗星騎士団長に命乞いしても無駄ということだ。ガトーはまたうつむいてしまう。体が震ふるえているようにも見えた。

「しかし、それはわれら団長の本意ではありません。ただし事情があって表向きにトント村攻めに反対することは難しい。よって騎士ガトー、村の者が誰も死なずにすむ提案を持ってきました」

　それを聞いて、ゆっくり咀そ嚼しやくして理解したガトーにやや生色が戻もどったかのようだった。

「た、助かるのか？」

　是ぜ非ひともすがりたいというような震えた声こわ音ねだ。リフィはその台詞せりふが気に入らないのか、眉間のしわを深くした。

「助かるかどうかはあなた自身にかかっています。騎士ガトー」

「どういうことだ。提案とはなんだ」

「つきましてはこの者、アキツの国からやってきたライ・クロウの話を聞いていただきたい。……アキツの国はごく最近まで長い戦乱の時代だったので、戦いに関する知識は豊富であります」

　外国人ということで反射的に警戒されてしまうクロウの印象を、リフィは、外国人は戦いの知識があるという理由でポジティブな方向に持っていこうとして、言葉をつけくわえた。

　クロウはお辞じ儀ぎをして、説明をはじめる。

「わたしは死者をゼロにするために考えました。戦ってはいけない。レグロ・デ・アグニヤの考えを変え、攻こう撃げきの理由をなくさなければいけない。そのために、ぜひとも騎士ガトーの力が必要なのです……」

　クロウは一通り説明し終えた。

　が、ガトーの顔は晴れない。兜越ごしでも伝わってくる。

「無理だろ、そんなの……話も適当だし」

　細かいところまで策を詰つめていないのが気に入らないみたいだ。確かに一から十まで揃そろった作戦を持ってきたわけではない。今ここで組み上げるために、ガトーが必要なのだ。

　レグロのひととなりを詳くわしく知ることさえできれば、隙をつくことは必ずできる。クロウには自信があった。

　だがガトーは怖気づいたようすでぶつぶつ言っている。そのうち顔を上げて、

「最初に村人を全員村から避難させると言ったが……」

「できませんか？　場所がありませんか？」

「いや、場所はいくらでもあるだろう……避難するときにおれもいっしょに逃げるわけにはいかないだろうか？　そうすればわざわざ危ない橋を渡ることもないだろう」

　リフィの表情がさっきからだいぶ怖こわい。よっぽどガトーの態度が気に入らないみたいだ。

　それに気づかずガトーはさらに言い募る。

「だいたい、おれはもっと早くに避難したかったんだが、村人が戦う気まんまんで、しかもおれを祭り上げるから、ついつい今までいることになってしまったんだ。困ってるんだ」

　ガトーの提案には無理がある。逃げて隠れるだけでは解決しないのだ。ずっと村から離れているわけにもいかないし、別のところへ移住するあてもない。

　下手に避難すれば不在の間に家や畑を破壊されて生きる術すべがなくなるかもしれないし、そうされなかったとしても、騎き士し団だんのほうは余力がある限り何度でも好きなように出兵できる。そのたびに逃げていては、これも生活が成り立たなくなってしまう。

　避難だけでは根本的な対策にならない。

　村人はそれがわかっているから、あくまで迎げい撃げきしようとしている。ガトーにはそれがわかっていないらしい。

　まだ何か言おうとするガトーを遮さえぎるように、リフィが顎あごを上げた。

「あなた本当にガトー・メンブラードなの？」

　声が低い。怖い。

「さっきから聞いていれば自分の身の安全ばかり気にして、大体なんだその兜は。顔を見られるのが嫌いやなのか？」

　あまりのふがいなさに堪忍袋ぶくろの緒が切れたか。もはや騎士に対しての口調ではない。まるでクロウを相手にしているような口の利き方になっている。

　ガトーは顔を下に向けて黙ったままだ。

「騎士の誇ほこりはどこへ行った！」

「……まさか本当に命の危険が迫るなんて思うかよ！　武芸大会と盗賊退治だけしてればいいはずだったのに、こんなことになって、命より誇りのほうが大事なんて騎士がどれだけいるってんだ！」

「おまえ……！」

　居直ったようなガトーを火が出るような目で睨にらみつけた。思わずガトーが一歩引くような迫力だ。

「騎士はそんなんじゃない！　騎士っていうのは、誇りをもった、高潔な……！」

〈リフイさん怒おこりすぎだろ……騎士によっぽど思い入れがあるみたいだけど〉

　何か事情があるのかもしれないが、それより彼女を止めなければ、交こう渉しようも何もなくなってしまう。クロウはリフィの腕うでを掴つかんだ。

　リフィがそれを振ふり払おうとしたとき、部屋の扉が開いた。

　村人が何人も立っている。ガトーを案じて、クロウとリフィを警戒する視線だ。

「ガトーさま、どうしましたか！」

　どうやらリフィとガトーの声が大きくなったので、異状が起こったと思ったらしい。

　ガトーは立ち上がって、こちらも何事もなかったようにふるまう。

「いや、なんでもない。大だい丈じよう夫ぶだ、もうしばらくかかるかもしれないが」

　その場を取りつくろって扉を閉めさせ、再び三人だけになった。

「怒ってはダメだよ、リフイさん」

「……わかった」

　リフィもさすがに頭が冷えたと見えて、体から力が抜ぬけた。

「それにリフイさんは間ま違ちがってるよ。ガトーさんは誇りある騎士だ」

　クロウはガトーに正対した。

「なぜなら、ひとりで逃げようとしないからです。本当にガトーさんが自分の安全ばかり気にしているとしたら、もうトント村にはいないはずです」

　逃げる機会はいくらでもあるはずだ。

「狼犬を殺した話も、本当にガトーさんが自分の安全ばかり気にしているとしたら、子供が襲われていてもそちらへ近づこうとしなかったでしょう。子供を助けるために犬を殺す覚悟もあったはずです」

　ガトーは返事をしないが、気にせず続ける。

「盗賊を撃退した話も同じだと思います。本当にガトーさんが自分の安全ばかり気にしているとしたら、村の人がこれほどガトーさんを慕うわけがないと思います」

　表面上は文句を言ったり、自分のことしか考えていないように見えるガトーでも、それだけではないとクロウは言うのだ。

「なので今回の話もガトーさんはやってくれると思います。なぜならガトー・メンブラードはエルトレスの騎士だからです」

　声を励はげまして、クロウはエルトレスの騎士を強調した。

〈なりそこないのおれだって、明津の武士だと言われちゃ奮い立たないではいられないんだ〉

　アルコンに何度も立ち向かったように。ガトーにだって、矜きよう持じが残っているに違いない。そう踏ふんだのだ。

　ガトーはクロウとわずかに目を合わせた。

　クロウはつかつかと部屋の扉のほうへ歩いていき、一気に開け放った。

　扉のすぐ外には、室内で何が話されているか気になった村人たちが何人もくっついていて、急に扉が動いたものだからバランスを崩くずして転んだ。

　それを見てクロウは笑顔を作った。

「ガトーさんを好きな人がこれだけいるのです。この人たちを見捨てるよりは、いっしょに生き延びるほうがいいと思いませんか」







第５章　宴はにぎやかに







　クラヴェリーナ・デ・ライオ率いる黄金獅子騎士団四三名は、レグロ・デ・アグニヤの彗星騎士団と合流を果たした。

　霧が出る夏の早朝、太陽がまだ力を発揮しないわずかな時間帯だ。

　合流といっても対等なものでなく、いわばクラヴェリーナがレグロの下もとに馳せ参じたようなかたちだ。だからわざわざトント村付近の地域を大きく迂回して、アグニヤ公こう爵しやく領の近くまで足を延ばさなければならなかった。同じ騎士団長を呼びつけるような格好になったのは、レグロの意向が強く影えい響きようしているはずだ。

　幼いころの性格が変わっていなければ、レグロは常にいばっている男だ。

「どうしました？　クラヴェリーナさま。考え込んで」

　リフィだ。こっそりと、他の誰にも聞こえない声で囁く。

「緊張します？」

「当たり前でしょう」

「いよいよ作戦が始まりますからね」




　彼女は前夜、黄金獅子団が野営した際に、クラヴェリーナのもとに戻ってきた。

「リフィ、よく戻ってきた。無事だった？」

「問題ありません、大丈夫です」

　ケガなどもないようだ。安心したクラヴェリーナは、ついで怪け訝げんそうな顔になった。

「ライクロウは？」

「あいつは向こうに残ってます」

「人ひと質じち？」

「の、意味もあるみたいですね」

「策はどうなったの？」

　これが本題だ。問うクラヴェリーナの表情も緊張を隠せない。リフィはひとつうなずいて、

「まず、ガトーの協力を得ることができ、村人を避難させることは合意しました」

　クラヴェリーナは天幕に戻ってきたときよりも大きく息を吐いた。安あん堵どしたのだ。

〈これでひとまず最悪の事態は免れた〉

　村人が殺されるのを見なくてすむ。クラヴェリーナ自身が手をかけるようなことにもなりはしない。

「それから？」

　リフィは真しん剣けんな表情になった。

「あいつからいくつか指示があります」




　彗星騎士団の陣じんは、トント村のある山岳地帯を前にした、街かい道どう沿いの平地に設営されていた。到とう着ちやくしたクラヴェリーナは、陣営を観察して内情を測る。

　陣は二つ、かなりの距離をおいて作られていた。片方は整然とした、騎士団の陣だ。もう片方は、雑然というのもはばかられるような汚さである。たぶんこっちがレグロが雇やとった兵の陣だろう。陣のあいだの距離がそのまま心理的な距離だとすると、騎士と私兵の間に協調というものは存在しなそうだ。

　規模は予想したとおり、両方あわせて五〇〇人くらいだろう。

　レグロの天幕は探すまでもなく一番大きくて一番派手なものだ。騎士団側の陣にあった。クラヴェリーナは、レグロが起き床しようして朝食を終えるまで待たされたのち、彼かれに面会した。

「久しいな、クラヴェリーナ・デ・ライオ」

「彗星騎士団長レグロ殿には、お変わりなく」

〈ほんとうに変わってないわね〉

　確かに背は伸びているとはいえ、ぽっちゃりした子供がただ大きくなっただけという感じだ。肌はだにつやがあり血色がよく、表情に深みがなく、七歳さいのときの印象のままだ。

　金の塗装を施した豪ごう華かな鎧よろいを身につけているが、着用者のせいでおもちゃみたいに見える。

　レグロは左右に今回の軍勢を実質的に束ねている二人を連れていた。片方は口ひげを整えた騎士、もう片方は禿とく頭とうの傭よう兵へいだ。情婦を連れていないだけ上出来といえる。

　騎士のほうはむっつりとして控ひかえているが、傭兵はじっとりと観察するような視線をあからさまにしている。

「はん、これが女騎士団長さまか」

　身分が上の者に対して、不遜な口を利く。アグニヤ公の威光を笠にきているのだ。

　クラヴェリーナは彼の言葉を聞き流す。目もくれない。

〈さて……〉

　クラヴェリーナは、リフィによって伝えられたクロウの指示を思い出した。

「村に着くまではレグロ・デ・アグニヤの機嫌を損ねないようにしてください」
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　とのことだ。クラヴェリーナは同格の騎士団長という建前を捨て、主君にはべるような態度を取った。

「これからの予定をお聞かせください」

「そうだな、今日は狩りでもしようか。進軍は明日でいいだろう」

　レグロは完全に行楽感覚でいるようだ。だがクラヴェリーナにはありがたい。ここまで急いで来たので、一日騎士たちを休ませることができる。村人が隠れるにもそれだけ猶ゆう予よが生まれる。

「わたしも狩りにお供しても？」

「いいとも。いっしょに楽しもうじゃないか」

　ここまでレグロは上機嫌なようすだったが、急にすっと目を細くした。

「ところでクラヴェリーナ・デ・ライオ」

　呼び捨てにした。伯はく爵しやくの娘むすめで、騎士である彼女を呼び捨てにするのはかなりの非礼にあたる。しかしクラヴェリーナの表情は動かなかった。

「昔ぼくたちが婚こん約やく者だったことは覚えているか？」

「はい」

「おかしいな、ぼくはあのとき七発叩かれた。そのことに関して、まだ謝罪を受けていないぞ」

　視線を受けて、クラヴェリーナはひざまずいた。

「あのときのおまえは愚かだったと認めろ」

「認めます」

「じゃあ、ぼくの靴くつに接せつ吻ぷんしろ」

　さすがのクラヴェリーナも躊躇した。それは服従というより隷れい従じゆうを表す仕草だ。

「団長、さすがにそれは」

　と制止したのは口ひげの騎士だった。

「誇りある騎士に隷従をさせることはできません」

　レグロは不興げだが、意見には従った。

「では手の甲でよかろう」

「はい」

　クラヴェリーナは言うとおりに、ひざまずいたまま、横おう柄へいに出だされたレグロの手に口を寄せた。剣などほとんど握ったこともなさそうな、つるんとして柔やわらかい手だ。

　従順に従順に、レグロにいい気分になっていてもらわないと。つむじを曲げるとどう動くかわからない。

　感情を抑えるのは得意だ。役立たずと言われて虐げられた年月が、クラヴェリーナに忍従を教えた。それは大貴族の子し弟ていにあっては稀まれな資質であった。

「謝罪します」

「謝罪を受け入れよう」

　レグロはふんぞりかえって、せいぜい重厚な声を作ろうとしてうなずいた。




　　　・




　天幕を出ると空気が軽くなったように感じられ、クラヴェリーナは大きい息をした。

　これから黄金獅子騎士団も陣を張らねばならない。場所は彗星騎士団から遠く、傭兵の陣の向こう側だ。このへんにもレグロのひねくれた傲慢さが見受けられる。

　傭兵の陣地の脇わきを通過するとき、視線を感じたような気がして、クラヴェリーナは立ち止まり、そちらを向いた。しかし、そこでは陣地の隅で、三、四人の傭兵が地面にくいを打つ作業をしているだけで、彼かの女じよに目を向けている者はいなかった。

　古参らしい傭兵がやってきた。

「新入りども、くいはもっと、深く打たんかい」

　偉そうにダメだしをしていたが、クラヴェリーナの姿に気づいて、ぽかんと口を開けて見とれた。育ちが知れるつつしみのない視線であったが、感じたのはこのような視線ではない。

〈気のせいかしら〉

　小首をかしげたクラヴェリーナは、その場を離はなれていった。




　去っていくクラヴェリーナの背を、くいを打っていた傭兵たちの視線が、蛇へびのようにしのびやかに追う。彼らだけに聞こえる低い声音で、そのうちのひとりが確かく認にんした。

「あれか？」

「そう、あれだ」

　目がぎらついている。

「おい、手を止めるな！　何をしてる！」

　古参の傭兵は彼らの表情に気づくような繊細な神経は持ち合わせておらず、ただ上から怒鳴りつけた。

　彼らは表情を消し、黙々とくい打ちの作業に戻った。

　クラヴェリーナは何も知らない。




　　　・




　翌日の午後。トンボが飛ぶ。

　トント村の近くまで進撃してきていた。

　包囲して攻撃という手はず、包囲は私兵が、攻撃は騎士団が行う。

　クラヴェリーナはレグロといっしょにいた。黄金獅子騎士団は独自の行動を許されていない。

　騎士団は整然と進軍し、いつでも攻撃できる態勢を整えた。これらの実務的な措そ置ちはレグロの脇に控えた口ひげの騎士サバス・ミジャンが行なったものである。

〈なかなか有能みたいね〉

　いっぽう私兵のほうは本当に包囲を完成させたのかも怪あやしい、報告もまばらだし、昼間から酒を飲んで道みち端ばたにひっくり返ったやつもひとりやふたりではなかった。

　それでもレグロは気にしていないようすだ。多少の不備はあっても戦力差は歴然としている。昨日の狩りの延長くらいに思っているのだろう。

「公子、斥せつ候こうはどうしますかね？」

　私兵の大半は包囲に回ったが、禿頭の〝月光の〟バハルド以下少数はレグロと行動をともにしていた。自分たちがいない間に主導権が騎士のほうにいくのを阻止するためだ。

　騎士団のほうも彼らを目障りに思っているみたいだ。バハルドの今の質問も、作戦上の差し出口を叩いたと、口ひげのサバスは苦い顔である。

　そんなことに頓着しないレグロは、

「斥候？　いらないいらない。よし、攻撃だ！　進め！」

　馬上で偉そうに剣を抜き、命令を下した。ここから村の入り口まで、さほど距きよ離りはない。彗星騎士団ら軍勢は、馬の速度を上げて進む。

　クラヴェリーナと黄金獅子騎士団は冷静に、やや遅おくれてついていく。

　村の入り口、櫓が立てられ柵が設けられた入り口を突とつ破ぱし、そのまま村の中央の広場まで進んだところで軍勢はストップした。

　馬に乗ったまま戸惑った顔を四方に向けている。

　迎撃はなかった。

　村は無人だった。

「逃にげたのか！　情けないやつらだ」

　レグロが大声で嘲笑した。

　クラヴェリーナは村人の避難がたしかに行われたことを知って、内心で安堵の息をついた。

　リフィを見ると同様にほっとした顔をしていた。目が合うと小さな手振りで、村の中の一番大きい家を指した。あれが村長の家だ。クラヴェリーナは了解のうなずきを返す。

　その脇では、口ひげの騎士が指示を出している。

「誰かが隠かくれているかもしれん、建物の内部を探れ」

　それを聞いてリフィがクラヴェリーナのほうに顔を向けた。引きつっている。村長の家には今、一番見つかってはいけないガトーが、クロウといっしょに隠れているはずなのだ。それも作戦の一環である。

　しかし今、その家を捜索されては見つかってしまうかもしれない。そうなったら全部終わりだ。

　クラヴェリーナも緊きん張ちようしたが、ここで下手に騒さわぎ出すわけにはいかない。

「んじゃおれたちも協力するか」

　傭兵らも動き出したが、これは騎士団に協力しようという殊勝な心がけでないことは、表情からわかる。なにか金目の物があればもらっていこうという腹づもりだ。

　それを見てクラヴェリーナは閃ひらめいた。

〈家捜しに協力して、わたしが村長の家を捜索したことにすれば……〉

　隠せるかもしれない。そう思って協力を申し出た。

　が、

「人数は充分です。黄金獅子騎士団のかたがたは休んでいてください」

　場を仕切るのはあくまで彗星騎士団だと、サバスはにべもなく断った。クラヴェリーナはおとなしく引き下がらざるをえない。

　こうなっては、クロウとガトーがうまく隠れおおせることを願うしかなかった。




　　　・




　狭せまくて暗い。男が二人入るにはちょっと無理がある。

　隠れる手はずには自信があった。なぜなら村長の家の寝しん室しつには隠し戸があることを、ガトーが知っていたからだ。寝室の床ゆか、一見すると単なる板張りの床だが、持ち上げると下に穴が空いている。

　本来は人が隠れるためのものではなく、作物や貴重品を隠すための空間である。狭いのは仕方ない。

「暑いです」

「もっといい方法を考えればよかった」

　お互たがい小声で愚痴る。なにせ夏場だ。男同士でくっつきあいたい季節ではない。

　人の声と足音が聞こえてきた。誰かがこの家に入ってきたのだ。さっき大勢の馬ば蹄ていの音がしたので、騎士団がやってきて家を捜索しているのだろう。

　都合よくこんな場所があるのは、ライオ伯爵による税の取り立てが厳しいからだった。徴税吏はときに勝手に家に入って物を持っていく暴挙に出ることがあるので、それの対策として作られたのだという。

〈なるほど、王子が国を憂うわけだ〉

　話を聞いたとき、クロウは内心でうなずいた。

　小村の農民は徴税吏を盗賊よりやっかいな存在と見なしている。この傾けい向こうが進めば、待っているのは大規模な叛乱だ。

　そうならないためにクラヴェリーナはがんばっている。クロウはそれを助ける。

　国を変えるために、狭い隠し部屋にガトーと密着して息を潜めている。そういった状況であった。

「礼を言う、異国の軍師よ」

「しゃべると息苦しくないですか？」

「おれは完全に騎士の誇りを投げ捨てていた。考えるとどうしても悪い方向にいってしまってな……考える間もないほうが騎士らしい行動ができるのかもしれん」

　狼犬のときも、トント村を襲おそう盗とう賊ぞく退治のときもそうだったという。

「おまえと、もうひとりの少女が目を覚まさせてくれた。このガトー・メンブラード、騎士として村人を守るために尽じん力りよくしてみせよう」

「では、村人を守るために静かにしましょう」

　足音が近づいてきた。この部屋に入ってきたようだ。見つかるかどうかの瀬戸際は今だ。クロウとガトーは息を詰めた。ガタガタと足音がする。ちょうどクロウの頭上の板を踏んでいった。ここで気づかれたら終わりだ。

　家具などを動かしていたようだが、しばらくして去って行った。ようすを見て、もう物音がしないことを確認。二人は一気に頭上の板を開いた。

「暑い！」

「死ぬ！」

　二人はどっと穴から出て、詰めていた息を吐く。部屋の空気を大きく吸い込んで、ようやく生き返ったようだ。こもった熱気を扇いで散らす。汗あせを拭いた。村人を守るためとはいえ、ずっと潜んでるのは無理だ。

　ぞんぶんに涼気を貪ったところで、

「さ、戻りましょう。早く」

　クロウは先に穴に入って床板を持ち上げ、ガトーを促す。

「待て、もう少しだけ……」

　ガトーは騎士の装いをしているためクロウより熱がこもりやすいのだ。

「早く！」

　と、その瞬しゆん間かん、前触れなく扉とびらが開いてだれかが部屋に入ってきた。慌あわてて振り向くガトーと完全に目が合ったかたちだ。

　クロウは幸い、とっさに隠れることができた。

　だが、ガトーは姿を見られてしまった。何者かばれれば彼はつかまってしまうだろう。

　クロウは思わず目を瞑ってしまった。

　ガトーの声が聞こえる。

「おまえは誰だ。騎士団の者ではないな」

　そうなのか？　クロウから見えないため、相手がどんな人間かわからない。

「へ、へ、なんだ、まだいたんですかい。おれぁてっきり……」

〈これは、まさか〉

　ガトーを彗星騎士団の騎士だと思っている。面識がないから、まさか標的がここにいるとは気づかないのだ。

　クロウは息を止めて聞き耳を立てる。

「さては略りやく奪だつ目当ての傭兵だな」

　高飛車にとがめる調子に、相手はひるんだようだ。

「めっそうもねえ、略奪なんぞしにきたんじゃねえです。村人がいねえか捜しにですね……」

「ではよそを当たれ。ここには村人はいない。おれが捜索した。それともおれが去ったあと、そこの燭しよく台だいでも持っていくつもりか？」

「……わかりやした」

　扉を閉める音がした。それから沈ちん黙もくが続いた。

　ややあって床板が外され、ガトーがすごい勢いで中に滑り込んできた。

「あ、危なかった……！」

　ガトーの声が震えている。

「助かりました」

　クロウの声に多少皮肉が混じるのもしかたなかった。

　軍師の限界はここにある。どんなに緻密な作戦を立てても、敵はもちろん、味方ですら言うとおりに動くとは限らない。だから有能な軍師はわずかな偶ぐう然ぜんで破は綻たんするような策は取らないのだ。

　クロウだって本当はそうしたいが、今回は条件が条件だけに、ギリギリになるのはやむをえない。

〈それでも、うまくやってみせなけりゃ〉

　さいわい今回の危機は切り抜けた。この綱渡り、きちんと渡りきってみせよう。




　　　・




　すべての建物を調べたが、誰だれも見つからなかったという。淡たん々たんと報告するサバスを見て、リフィは人知れず安堵した。肩かたの力が抜ける。うまく隠れおおせたようだ。

　退たい屈くつそうに待っていたレグロは、

「つまらん。燃やすか」

〈えっ〉

「村ひとつぶんの焚き火だ、村の連中がどこに逃げたか知らないが、遠くからでもよく見えるぞ。村の連中に誰に逆らったのか教えてやる」

〈焼く……!?〉

「待って……レグロ……さま」

　リフィは思わず呼びかけてしまった。レグロの眉まゆが不ふ機き嫌げんそうに上がるより早く、クラヴェリーナが前に出て意見した。

「この村は森に近いので延焼の危険があります」

　実際は、風もないし、そうそう燃え移る距離でないことはクラヴェリーナも知っているだろう。しかし、とにかく何か言って放火を止めないと、策が失敗するどころかクロウもガトーも死ぬ。

「それはいい、山ごと焼いてやれ」

「壮観でしょうけれど、ここで火をつけては我々も危険です」

　レグロは鼻白んだ。あまり彼の耳に逆らうことを言って、意見を聞き入れないようになってしまってもいけない。クラヴェリーナはそれ以上強く主張できなかった。

「火はあとでもつけられます」

　とサバスがクラヴェリーナに賛成した。こちらは純粋に作戦遂行のためだ。強い口調でレグロに迫る。

「今はガトーと村人の行方を捜索することが必要です」

「そうか」

　不承不承レグロはうなずいた。さしものレグロも、実質的に騎士団を取りまとめているサバスの言うことは無下にできないようだ。

　不満そうにしているレグロ。クラヴェリーナが追従を口にした。

「村の連中が逃げただけとはいえ、勝利であることは間違いありません。あなたの勝利です、レグロさま。どうせ連中もずっと逃げていることはできないのですから、ここはどっしりと構えていきましょう」

　いつもの冷静な口調に、レグロがぎりぎり気づくほどわずかに媚こびを含ませた、クラヴェリーナの言葉であった。レグロの眉がぴくりと動く。不機嫌そうな表情を保っているが、内心まんざらでもなさそうだ。

　リフィが前に出た。

「まずは緒戦の勝利を祝って宴を催してはいかがでしょうか。騎士や兵たちも疲つかれており、レグロさまがここで慰労なされば、皆みなが称えるでしょう」

　さっきの口出しはイレギュラーだが今回はクラヴェリーナと示し合わせてある。

　クラヴェリーナが、リフィを振り返かえって一いつ喝かつする。

「差し出がましい、決める権利はレグロさまのものだというのに」

　レグロのほうに向き直った。

「しかし、わたしも実は同感なのです。宴を催すのは悪くない案かと。兵の士気を上げ、以降の作戦を円滑に進めます。大きな火を御覧になれなくて不満でしょうけれど、酒と宴で気を晴らしましょう」

　昨日から続くクラヴェリーナのへりくだった態度に、レグロの目尻が下がった。

「うん、そうか。宴も悪くないな」

　口ひげの騎士サバス・ミジャンがやかましく反対したが、黄金獅子騎士団にも後あと押おしされたレグロは、押おし切きって宴を準備させた。

「敵の捜索も平行して進めればいいだろう。別に全員が宴をする必要はない。捜索はおまえが指揮を取るといい」

　サバスは諦めて口出しを控えた。この騎士団長のもとでは、諦めなければならないことが多い。苦々しく思う騎士たちを引き連れて夜間の捜索に出た。

　サバスがレグロの前から退く際、レグロの隣となりにいるクラヴェリーナを苦々しく一瞥していった。

〈クラヴェリーナさまのことを、レグロ・デ・アグニヤと同類だと見なしたんだろうな〉

　そんな評価は不当だが、この際しょうがない。

　これもクロウの指示なのだ。




　　　・




　一昨日おとといトント村で作戦を考えているときの話だ。

　クロウは村長の家の間取りを確認している。床下の隠し戸を教えてもらったりしながら、台所まできたとき、

「宴えん会かいをしよう」

　とリフィのほうを振り向むいて唐突に言った。

「は？」

「クラベリイナさんにそう伝えてくれるかな。勝利の宴会。不戦勝だけど」

「よく不戦勝なんて言葉を知ってるな」

「子供たちに教わったんだよ」

　クロウはかまどの隣に積んである薪まきを手にとって確かめている。

「ガトーさんに聞いたら、いつも宴会できるくらいの量の酒を持っていくらしいから」

　それを聞いてリフィははっとした。

「あっ、副団長の前で酒の量聞いてたのはこのためだったのか!?　あのときにもう作戦が？」

「まさか。なんとなく使えるかもしれない、という程度でぼんやりと」

　具体的な形を取ったのは今、とクロウは当たり前のように言う。

「つまり、彗星騎士団が村に攻せめ込んだあと、勝利の宴を開くようにしろ、って？　村人は避難してるんだし、戦いもしないのに宴会なんかやるかな」

　疑うリフィに、レグロの性格に詳くわしいガトーが説明する。

「団長は酒に目がない。それに……義務より自分の嗜好を優先する傾向がある。自尊心をくすぐってやればそちらへ誘ゆう導どうするのはさほど難しくはないはずだ」

「ということだから、二人でくすぐってほしい」

　クロウは手にした薪でリフィを指すようにした。それを押しのけながら、

「簡単に言うよな」

「だいじょうぶ、かわいい女の子二人におだてられればレグロだって宴を開くよ」

「か、かわいいとか言うな」

　うろたえるリフィだったが、クロウはもう彼女のほうを見ておらず、薪の品定めをしている。リフィは眉根を寄せた。

「なにしてるの？　火でも使う作戦なのか？」

「いや、これじゃちょっと短いと思って。ガトーさん、もっと長いものはありませんか？」

　これくらい、と手で長さを伝える。肩幅よりやや広いくらいだ。

「ここになくとも別の家に、探せばあると思うが……」

「そんなもんなにに使うのよ」

　ガトーもリフィも要領を得ない顔だ。

「薄くして細長い板にするよ」

「……で？」

「作戦に使う」

　薪を置いてクロウは歩き出した。長い薪を探しにいこうというのだ。リフィの顔には疑問符しかない。置いていかれそうになって早足でクロウのあとを追う。

「確認だけど、リフイさん、宴会の件は頼むよ」

「それは、わかったよ、やってみるけど。やらないといけないんだし」




　　　・




　村の広場に酒さか樽だるがいくつも運び込まれる。宴がはじまった。彗星騎士団の残った者たちは控えめに、私兵は好き勝手に。クラヴェリーナは、黄金獅子騎士団の者たちには、酒量は抑えるよう、しかし宴は盛り上げるように指示した。にぎやかにやれとは、クロウも言っていたことだ。

　リフィはクラヴェリーナとともにレグロのそばにはべる。

　クロウの策が進行中であることを知らない黄金獅子騎士団の面々は、団長らしからぬクラヴェリーナの行動を怪訝に思いながらもおとなしく従う。

〈ここまではなんとか、あいつの指示どおりに進行できてる〉

　レグロはどんどん酒を飲んで上じよう機き嫌げんだ。

　傭兵バハルドもレグロの隣で酒を飲んでいる。本来なら次席に座すわれるような身分ではないのだが、レグロが気をゆるしているのと、サバスがいないため大だい胆たんになっているのだろう。

　リフィは目立たないところに控えながら、もっぱら蜂はち蜜みつ水すいを飲んでいるクラヴェリーナとちらちらアイコンタクトを行なっている。機をうかがっているのだ。

　リフィはレグロのしまらない横顔を見、クロウの言葉を思い出す。……




　　　・




「宴のあいだに、レグロさんがひとりでここに来るようにしむける」

　クロウがリフィに作戦を説明している。ここというのは、むろん村長の家だ。

　隣の家でちょうどいい長さの薪を見つけたとかで、クロウはそれを薄くする作業をしながら話をしている。いったいなにに使うのか、まだリフィには理解できない。

「ここに誘導する？　ひとりで？　どうやって？」

「彼は盗賊を討とう伐ばつすると、わざわざ盗賊のねぐらに踏ふみ入る。盗賊の頭かしらの席に座ったり、一晩部屋を使ったりもする。ただし長居するのは清潔な場合に限るがね。たぶん、あえて討伐した相手の場所を使うことによって、自分の勝利を誇示しているんだろうと思うが」

　そこまで言ってガトーは理解しがたいというように首を振ふった。

　戦いくさで勝利した者が敗者の妻を手篭めにしたり、敗者の使っていた物を召し上げたり、わざわざ敗者の館やかたを住居にしたり、そういった手合いは明津国の戦乱時代には珍めずらしくなかったのだとクロウは補足した。勝利と優越を自分にも周囲にも知らしめるための、いわば儀式のようなものだ。レグロもそのたぐいだろうという。

〈アキツの国が野蛮なだけじゃ？〉

　とリフィは思ったけど言わないでおいた。

　レグロがそういった行動をとる人であるなら、征服された村の一番大きい建物に誘導することは不可能ではないかもしれない。

　薄くした板の堅さを確かめるように、力を入れてたわめてみるクロウ。

「もっと薄いほうがいいな」

「でもひとりでっていうのは難しくない？」

「それは……がんばって」

「丸投げかよ！」

「いや、冗談。ちゃんと考えてあるから」




　　　・




　レグロはしたたかに酔った。波打っている地面に立っているみたいに足元がおぼつかないようすだ。

　最前まで浮かれ騒いでいたが、今は目が据わってきている。眠気が強くなったのだろう。

　でも周囲に眠ねむる場所がない。

「このぼく、レグニヤ公こう爵しやくの子にして彗星騎士団長であるぼくが、まさか地面なんかで眠れるわけがない。天幕の用意を――」

「どうせなら、村長の家を召し上げて使用する――というのはいかがですか？」

　クラヴェリーナがここぞと具ぐ申しんした。

　レグロの酔眼が興味ありげに光る。

「よく知っているな。ぼくが勝利したときによくそうしていると」

　文字通りの酔狂というやつだ。リフィには理解しがたい。レグロの場合、その行動が子供っぽい。敵のいた場所を占せん拠きよして悦に入るというのは、あまり洗練されたやりかたと思えないが、彼にとっては必要なことなのかもしれない。

「レグロさまのことを知りたくて」

　おべっかを使いながら、クラヴェリーナはリフィに小さくうなずく。今のところいい感じだ。

「ふうん、公子は田舎いなか屋や敷しきにお泊まりか」

　バハルドが酒しゆ杯はいを含みながら口を挟んできた。篝かがり火びに無毛の頭が映える。

「それなら、おれたちの中から何人か見繕って寝ね床どこの護衛につきますよ」

　クラヴェリーナとリフィはそろって目を見開いた。それではクロウの策が水泡に帰す。

「そうだな。二、三人ついてこい」

「ダメです！」

　リフィは思わずそう口走ってしまってから、慌てて口をつぐんだ。しかし、護衛などされたら策が成立しない。クロウはレグロひとりでと言った。

　幸い、酔よいで思考が亀の歩みのようになっているレグロに聞きとがめられることはなかった。

　だが、隣で聞いていた禿頭の傭兵の目が光った。

「ダメとは？　おれの意見の何がダメというんだ？　公子が護衛といっしょではまずいわけでもあるっていうのか？」

「いえ、この者が言ったのはそういうわけではありません」

　クラヴェリーナがリフィをかばいにかかった。

「じゃあなんでダメなんて言ったんだ？」

「それは……」

　クラヴェリーナは、横から口を出したものの、なんと言ったらいいかとっさに考えられず口ごもった。それがよけいにバハルドの疑いを煽ったようで、

「なにか企んでるんじゃないのか？」

「なに？　そうなのか、クラヴェリーナ・デ・ライオ」

　レグロが険しい顔になった。バハルドの疑念が伝染している。

　追いつめられたクラヴェリーナの額に汗がにじむ。

　そのとき、意を決してリフィが一歩前に出た。

「わかりました、本当のことを言います。クラヴェリーナさま、ごめんなさい」

　青ざめて元気のない顔で、観念したようすを見せている。

「リフィ!?　あなた、まさか」

　言葉を失ったクラヴェリーナの前で、レグロに向かって、リフィは神しん妙みように口を開く。

「実は……」




　　　・




「ライオ伯はく爵しやくの意向です」

　リフィの言葉に、レグロやバハルドのみならずクラヴェリーナも怪け訝げんな顔をした。

「伯爵？　どういう意味だ」

「実は伯爵はアグニヤ公子を賞賛していまして、今回の機会にお近づきになりたいと思っているのです」

「それで？」

「おひとりで寝しん台だいにいていただければ、のちほどあたしが寝床の暖め役としてうかがいます、と……それが伯爵の意向です。だから護衛のかたがいると、その……」

　ばつが悪そうに顔を伏ふせるリフィ。

「そういうことか。迂う遠えんなことをする」

　レグロの顔が冷笑に崩れた。

「いいだろう。伯爵の申し出を受けようじゃないか。護衛はいらないぞ、バハルド」

「そうですかい」

　バハルドのほうを見ると、話のなりゆきにつまらなそうな顔をして、酒杯をあおった。

「しばらく支し度たくの時間をくださいますか」

「いいだろう、せいぜいきちんとしてこい」

　レグロはひとりで村長の家に入ることとなった。

　クラヴェリーナは少し離れたところにリフィを連れ出した。
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「よくやったわ、リフィ。でも、今の会話はどういうこと？　伯爵の意向とは？　ベッドを暖めてどうするというの？　よくわからなかったのだけれど」

「そ、それはですね……、それはあとで。それよりもわが騎き士し団だんにもっと宴うたげを盛り上げてもらいましょう」

　説明に窮したリフィは、クラヴェリーナの意識を宴の喧けん騒そうに向けた。

「そうね。歌って、踊って、にぎやかにしなくては」

　クラヴェリーナは真しん剣けんな顔でうなずいた。

「それもライクロウの指示だものね」




　　　・




　建物の中は暗い。レグロは入る前に用意させたランプを持って進む。

「寝台はどこだ。奥おくか。まったく、気が利きかない。田舎いなか臭いぞ。明日には火をかけてやろう」

　ぶつぶつ言いながら奥の部屋へ向かう。

　レグロは眉をひそめた。ランプの光の中、部屋の扉の左右に一人ずつ男が立っていたからだ。鎧よろいを見る限り、騎き士しだろう。兜かぶとの面頬を下ろしており顔はわからない。

「なんだ、おまえたちは」

「団長の護衛を、と……」

　背の高いほうがぼそぼそと言った。レグロは不機嫌な顔になる。

「護衛はいらないと言ったぞ。どうしても番をしたいなら家の前でやれ」

「はっ」

　恐きよう縮しゆくしたようすの男たちにはもう目もくれず、レグロは扉に手をかけ、中に入った。

　レグロが部屋の中に消えると、二人の男は面頬を上げて囁ささやき交かわす。

「護衛もなしでレグロさんを来させるとは、さすがですね」

「護衛のふりをする必要もなかったな。団長がおれの声を覚えていなくて幸いだ」

　これはむろん、クロウとガトーだった。リフィに色じかけの作戦を授けたのもクロウだが、レグロが護衛を連れてくる可能性を考えて、騎士の護衛のふりをしていた。連れてきた傭よう兵へいたちは必要ないからと追い払はらうつもりだった。個人的な護衛には私兵を使うことが多いので、ガトーのことを知っている騎士に鉢合わせる危険は少ないと踏んだ。

「声を変えていましたから」

「それでも、知り合いには効かない程度の声色だ。それで見破るほどの団長なら、おれも……いや、いい。そろそろ行こう」




　　　・




　部屋の隅すみには木製の寝台があった。レグロは近くのテーブルに燭台を置いた。

　寝台に座る。少し待てば女がくるはずだ。

〈まあ、あの従者の女も見られない顔じゃないし、気が強そうなのも嫌きらいじゃない〉

　館の外は楽しく盛り上がっているようで、ここまで歌や囃し声、口笛に笑い声などが聞こえてくる。

　と、扉が開いた。

〈来たか〉

　出入り口をふさぐように立った人ひと影かげ。だが、女にしては体格が大きい。

　さっきの騎士だろう、とレグロは居丈高な声を浴びせた。

「まだなにか用でもあるのか。出ていけと言っただろう」

「団長」

　さきほどと声色が違ちがう。この声はどこかで聞いた覚えがあるような気がした。レグロは酔いもあり、強いて思い出そうとしない。

「出ていけといっただろう」

「団長……まだおわかりになりませんか」

　その声は静かで、外の騒ぎに紛れてレグロの耳になんとか届いた。

「なにがだ？」

　男は腰こしに提げた剣けんを抜いた。

「わたしはあなたが追放したガトー・メンブラードです」

　窓から漏れる月明かりに、刀身が黒く沈んでいる。




　　　・




〈ガトー・メンブラードだと!?〉

　ほとんど音を立てんばかりの勢いで、酔いと血の気とがレグロから引いていく。

「な、なぜここにいる!?　だれか、だれか来い！　敵だ！」

　目で逃にげ場所を探しながら人を呼ぶが、声が届いたようすがない。

　外の騒ぎのせいだ。

「ええい、そのばか騒ぎをやめろ！」

　怒鳴り声は不安定な感情の高ぶりのため途と中ちゆうで裏返った。

　ガトーの表情は暗くて見えない。

「わたしは団長にお願いがあってきました。要望を聞き入れてくだされば危害は加えません」

　言いながらガトーは剣を意味ありげに揺ゆらした。

「よ、要望？」

「犬を殺したことを赦ゆるすと、言っていただきたい」

〈ぼくの犬を殺しておいて責任逃れしようというのか！　ほかでもないぼくの物をだぞ！〉

　内心ではいくらでも憤慨できるレグロだが、現実問題として、この場でそのまま感情をガトーにぶつけるわけにはいかなかった。

　認めたくないが、この状態はガトーのほうが優位に立っているのは間ま違ちがいない。レグロは不本意な自重を強いられていた。

〈外の連中は無能だ、ガトーを入り込ませるとは。あとでとことん責任を追つい及きゆうしてやる！〉

　レグロは、ガトーが今しがた村の外から侵しん入にゆうしてきたと思っている。

「団長。赦していただけますか」

　ガトーは一歩前に出た。レグロは寝台の上であとずさりした。もう一歩。レグロの背が壁かべについた。

　レグロは自分が腰に剣を提げていることを完全に忘れていたし、思い出したところで使えそうになかった。ただベッドの上でおびえるだけだ。

　ひときわ大きな笑い声が外から聞こえてくる。

〈今笑ったやつ、あとで全員調べあげて殺してやる！〉

「団長」

　ガトーが、剣を持った手を振りかぶった。レグロの目はそれに吸い寄せられるように上に向く。

〈剣で斬られたら血が出る。痛い。あと何歩かで剣が届く。斬られたら痛いし、死ぬかもしれない……〉

　レグロはひゅうと音をさせて息を吸い込んだ。ガトーがまた一歩前に出ようとしたので、慌てて叫さけんだ。

「赦す！」

　ガトーは止まった。しかしまだ安心できないレグロは震ふるえた声でもう一度言った。

「赦す」

「ありがとうございます」

〈バカめ、この場さえ乗り切れば……〉

「では、誓せい約やくしてもらえますか」

「誓約？」

　騎士としての立ち居振る舞いに半ば無知なレグロは、一いつ瞬しゆんなんのことかわからなかった。

　剣の神にかけて誓う騎士の誓約を求められているのだとわかって、レグロはうなずいた。誓約を破ることは許されないことは知っているが、公爵の力をもってすればどうにでもなるだろうという甘い予測の上での行動だ。

　震える右手を天に伸のばした。




「剣の神にかけて、ガトー・メンブラードを赦す」




　心がこもっていないその言葉に、ガトーは片かた膝ひざをついた。

「ありがとうございます」

　レグロがなんとか息をついた、そこへ扉が開いて、リフィが顔をみせた。

　ガトーとリフィはお互たがい見合ったが、なにか行動に移ろうとはしない。レグロはそれを、突とつ然ぜんのことによる自失と受け取った。リフィに命令する。

「外に知らせろ、裏切り者はここだ！　い、いや、待て、ぼくを守れ！」

　リフィが去ったら再び一人になるのを思い出して言い直したが、そのときにはもうリフィは外に出ていってしまっていた。

　怯えるレグロだったが、ガトーは静かに立ったまま、騎士たちがやってくるのをただ待っていた。




　　　・




　寝しん室しつに新たに入ってきたのはクラヴェリーナとリフィ、それに村に残っていた彗星騎士団の騎士が二人。私兵はいない。みんなでガトー・メンブラードを囲んだ。

　ガトーは抵てい抗こうするようすを見せない。

「捕らえろ、いや、殺せ！」

　まだベッドの上にいるレグロが勢いづいて命令する。しかし誰も動かない。彗星騎士団の者は、なんといってもつい先日まで同僚であった。手向かいもしていないガトーをいきなり攻こう撃げきするというのは抵抗が大きいだろう。

「何か言うことは？」

　クラヴェリーナが冷たい口調でガトーに質問した。

「わたしには捕とらえられる理由がありません。先ほど団長から犬を殺した件について赦しをいただきましたので」

「赦しを！」「それは本当ですか」

　彗星騎士団の者が明るい表情でレグロを見やった。

「誓約していただきました」

「ぼくは誓約などしては……」

　ほかに聞く者もいない誓約など、言っていないと言い張れば証しよう拠こもなく水掛け論になる。あとは父の権力で押し通せばよいという気だったレグロだが、

「そこの男が聞いていると思います」

「男？」

　ガトーは部屋の暗い一隅を指し示した。クロウだ。ランプの明かりも弱く、レグロは気がつく余よ裕ゆうもなかったみたいだが、ガトーに続いてクロウも部屋に入っていたのだ。

「わたしは聞きました」

「騎士レグロ・デ・アグニヤ、本当ですか」

「そ、それは……いや違う！　脅おどされたからだ！　そいつは剣を持っているだろう、それでぼくのことを脅したんだ」

　ガトーはまだ剣を手にしている。

「剣の神が強いられた誓約を認めることはないんだろうが！　そのくらい知らないとでも思ったか」

　クラヴェリーナはガトーから剣を取り上げて、その刀身に目をやった。

「これで脅されたと？」

「そうだ、つまりぼくは誓約などしていないということだ！　さあその男を……」

　クラヴェリーナが刀身をつまんだ指を軽く捻ると、軽い音とともにそれは二つに折れた。

　歩いていって、折れたほうの刀身をレグロに渡わたす。

　レグロが持ったそれは、とうてい金属ではなかった。軽い。力を入れればたわむし、折れる。

　クラヴェリーナはレグロにもう一度同じ質問をした。

「これで脅されたと？」

　その剣はごく薄い木の板でできていたのだった。クロウが薪から作っていたものだ。

　レグロは口を開けたまま言葉を失った。

「剣を身につけた騎士が、木の板に脅されて誓約させられたと、そう言うのですか？」

　そうだと言えば、騎士の徳目のひとつである、勇気を深く傷つけることになる。臆病者には騎士の資格がないのだ。その話が広まれば、騎士の資格を剥はく奪だつされずにいられたとしても、団長の座を守ることは不可能であろう。

　そうなれば、騎士団を押さえるためにレグロを団長に据えた父アグニヤ公爵の不興を買うことはまぬがれないはずだ。他者の非難など歯し牙がにもかけないレグロであるが、父の怒いかりは怖こわい。

　レグロの長い沈ちん黙もくのあいだ、建物の外ではいまだに大おお騒さわぎが続いている。あちらではみんなが歌を合唱している、こちらでは腕うで試しのケンカが行われているようだ。

　とうとうレグロは口を開いた。歯ぎしりせんばかりのようすであったが、

「……たしかにぼくはそいつを赦すと言った」

「ガトー・メンブラードを赦すと？」

「そうだ」

「では、今回の出兵は……」

「終わりだ！　いちいち聞かずともわかるだろう！」

　怒りをこめてクラヴェリーナを睨んだ。クラヴェリーナはそんな視線も意に介さず、

「では探索中の副将サバス・ミジャンに、このことを伝えなさい」

「はっ」

　彗星騎士団の者に指示をする。二人の騎士は勇んで出ていった。

　ふてくされたように座っているレグロにクラヴェリーナは目を戻もどした。

「レグロさまの今回の決断は、度量ある騎士の行いとして評判になることでしょう」

　レグロの眉がぴくりと動いた。

「飼い犬よりも信義を重んじ、誓約をしてまで部下を赦す団長の名声は高まります」

　クラヴェリーナの言いようはつまり、この場を穏便に納めればそのようにとりはからう、と言っているのだ。脅された、などと情けなく言い募った事実はなかったことにする。

　むろん、それで屈辱感が消えるといったものではないが……、レグロはクラヴェリーナを睨にらみつけた。

　まだレグロは、これがあらかじめ仕組まれたということには勘付いていない。単にクラヴェリーナに温情をかけられたと思い、それを苦々しく感じているが、さりとてほかにこの場をおさめる手立てもない、それでますます腹が立つという顔である。

　それでもなんとか激情を抑えこんだようで、低い声で確かく認にんした。

「ぼくの器うつわの大きさはみんなが知るだろうな？」

「もちろんです」

「ならばよし！」

　やけくそ気味の大声をあげて立ち上がった。その場の皆に、呪おうとでもするような視線を送るが、それ以上なにも言わず、なにもせず、なんとかぎりぎり面目を保ったまま、レグロは出ていった。




　　　・




　その場に残ったのはクラヴェリーナ、リフィ、ガトー。

　それから隅にいるもう一人。

「うまくいったみたいね、ライクロウ」

「そうですね。よかったです」

　晴れやかな顔のリフィがクロウの背中を平手で叩いた。

「すごいじゃん。まあ、危なかったところもあったけど……」

　レグロのひととなりに関してはガトーが情報を出し、レグロをこの部屋まで誘導するのはクラヴェリーナとリフィ。そこから誓約させたのもガトーで、そのあと言いくるめたのはクラヴェリーナだ。どれもクロウではない。だが、この筋書きを書いたのはたしかにクロウだった。

「しかし、これは軍師の仕事じゃないんだよな。だます人や、話を書く人の仕事だ。枝であって幹じゃない」

　クロウは多少不本意な表情だ。戦の作戦を立てるとか、他国との交こう渉しようとか、組織の強化とか、そういう仕事こそ軍師のやることだ。ペテン師や作家の真似まね事は軍師の王道ではない。

　クロウがここにいた理由は、誓約を成立させるための第三者としてだ。また、レグロが脅しに屈せず反はん撃げきに出た場合、あるいは策が失敗して護衛や他の兵が入ってきた場合に、丸腰のガトーの盾たてになるためだ。自分の命を危険な場所におくことで、ガトーに信しん頼らいしてもらわねばならなかった。

「わたしはクラベリイナさんの盾になるほうがいいのですが」

「騎士ガトー、これからどうする？」

　クロウの言葉を無視して、クラヴェリーナが訊ねた。

「彗星騎士団に戻る気はないです。さすがに」

　あの団長のもとでは、働けまい。今回は赦されたとはいえ、かえって目の敵かたきにして落ち度をあげつらうくらいのことはやりそうだ。

「その気があればわたしのところに来るといい」

「それは、ありがたいことですが……」

　感謝はしているものの、さすがにこの場では返答しかねるガトー。

「無理にとは言わない。頭の隅にでも置いておいて」

　何か面白おもしろいことでも起きたのか、外からひときわ大きい爆ばく笑しようが聞こえた。つられるように、部屋の中の者たちも笑え顔がおになった。




　　　・




　一同は屋や敷しきを出た。すでにレグロの姿はない。バハルドら一部傭兵をつれて、村を出ていってしまったらしい。村人捜索をしている彗星騎士団と合流するつもりなのだろう。村に残っているのは、残り大半の傭兵たちと、黄金獅子騎士団の面々だ。まだ宴は盛り上がっている。

「傭兵はともかく、われら黄金獅子騎士団にはそろそろ節度ある行動をさせなければね」

　クラヴェリーナが溜ため息をついた。もはや騒ぐ必要性はないのだ。

　それを笑って聞いていたリフィだが、急に周囲に視線を走らせた。クロウがそれを見み咎とがめる。

「リフイさん、どうかしたの？」

「何か視線を感じたような気がしたんだ……気のせいかな？　気のせいだな」

「おれは何も感じなかったけどな」

「おまえはにぶいからな」

「ひどくない？」

「そういえば、わたしも似たようなことがあったわね。彗星騎士団と合流したとき」

　軽い雑談といった感じでクラヴェリーナが口を挟んだ。

「それはどんな感じでした？」

　リフィが訊きいたのも雑談の延長にすぎなかった。

「傭兵が陣じんを作っている脇わきを通った。視線を感じたと思って振り向むいたけど、数人の傭兵が作業をしているだけで誰だれもこちらを見ていなかったのよ。だから気のせいだと思うの」

　それを聞いて一瞬、クロウの顔から笑えみが消えた。

「その作業をしていた傭兵は誰だかわかりますか？　例えば、今周りにいるかどうか」

「顔を見たわけじゃないから、無理ね」

「なるほど。ところで明日は早く発たちますか？」

「それは彗星騎士団の出方によるわね。さすがに向こうより先に帰ることはないから、彗星騎士団が早く撤収するなら我々も早めになると思うけど……」

　クラヴェリーナは、改めて我わが黄金獅子騎士団を見回した。酒を飲んで歌う者あり、傭兵と話し込む者あり、一半は演技だとしても酒が相当に入っていることは間違いない。

「早めに発てるかどうかが問題ね」

「わかりました。ではわたしはこれで」

「どこか行くところがあるの？」

「わたしだって宴えん会かいに参加したい。いいですよね？」




　　　・




　目立たないところで酒を囲む数名の集団がある。不ふ審しんを抱かれない程度ににぎやかで、目立たない程度におとなしい。それは、くいを打っていた傭兵たちであった。

　離はなれていたひとりが戻ってきた。顔が苦い。

「まずいことになった。明日の山狩りがなくなったぞ」

　レグロが今回の出兵を取りやめにした情報を得てきたのだ。それを聞いてほかの者に動揺が走る。

「なんだと？」

「どうする？　村人との戦いに紛れて仕事をするはずが……」

「しっ、声が高いぞ」

　小さく叱しつ責せきする声ののち、しばらく発言が途絶えた。

「しかたない、これ以上延期すれば後金を受け取れない。強行するぞ」

「クラヴェリーナ・デ・ライオを……」

「クラベリイナさんの話？」

　うしろから声がしたので、男たちはそろって跳びあがった。

「誰だ！」

「黄金獅子騎士団のライ・クロウです。よろしく！」

　そいつが、にこにこして立っていた。

「外国人……？」

「こんなやついたか？」

「あとから合流したから。よかったらいっしょに飲もう。きみたち新入りなんだって、他の人から聞いたよ。おれも黄金獅子騎士団の新入りだから、仲間仲間」

〈どうする？〉〈適当に調子を合わせろ〉という視線を交わした男たちは、得体の知れない外国人としばし酒を酌み交わした。

　この外国の男はたいして酒が強くないらしく、数杯でみるみる赤くなった。

「そういえばきみたちもクラベリイナさんのことが好きなのかな？　今も名前言ってたし」

「あ、ああ、彼かの女じよは美しいからな」

「そうだよね。でも美しいだけじゃないんだ。彼女の真価はね、すごいんだよ。まず騎士団長としての風格ね。それから字の美しさ、武芸の力量……あと二〇〇くらい言えるけど聞く？」

「い、いや遠慮しておこう」

「遠慮はいらない、おれときみの仲じゃないか。それでなんだっけ？」

　はじめのうちは慎しん重ちように相手していた男たちだったが、クロウが酔っぱらってなんでもしゃべるので、少しずつ警けい戒かい心が薄うすれていった。

「ところで、黄金獅子騎士団はいつごろ帰ることになりそうなんだ？」

　さりげないふうを装ってさぐりを入れた。クロウは警戒したようすもなく、酒を一口飲んでから答える。

「さあねえ。君たちのほうが先に帰ることになるとは思うけど」

「今晩はこの村に泊まるのだな」

「クラベリイナさんに夜よ這ばいするつもり？　でもやめたほうがいいよ、こわーい従卒がついてるから」

　クロウはなにがおかしいのか、一人でけらけらと笑った。

　やがて杯さかずきを置くとすっくと立ち上がった。

「それじゃ、また会えるかな。楽しかったよ」

　手を振ふりながら去っていく。泥でい酔すいのはずなのに足取りがしっかりしていたことに気づいた者はいない。

「なんだ、あいつは？」

「気にするな、ああいう国なのかもしれん。とにかく、決行だ。いいな」




　　　・




　夜明け前とはいえ、すでにあたりはかなりの明るさだ。山に遮られなければすでに日が見えていてもおかしくない時間。

　一軒の農家の前に座り込んだクロウは、毛布に包くるまって、頬ほお杖づえをついてぼーっとしていた。ときおりまぶたが重さに耐たえかねて落ち、頬杖が外れてガクッとなって目が覚める。

　この時間、夏とはいえ肌はだ寒さが忍しのび寄る。屋外にいるのはクロウだけで、残りの黄金獅子騎士団員は、ガトーの許しをえて村の民家の中に入って眠っている。

　その際、

「汚さず、中の物を勝手に使わず」

　という命令をクラヴェリーナは下した。奪わず、というのは、名めい誉よある騎士団として言うまでもないとの判断だ。

　あれから夜遅く、レグロから引き上げの通達が届いて、彗星騎士団と、レグロの私兵たる傭兵たちはすでにここにいない。屈くつ辱じよく的てきな場所にいたくないというレグロの憤ふん懣まんが見えるようだったが、夜半に移動させられる者たちにすればたまったものではないだろう。

　黄金獅子騎士団はちゃんと休んで、朝に村を出ることにした。

　クロウが入り口に陣取っている農家は、クラヴェリーナとリフィが利用している。

　できればいっしょに中に入りたかったのだが、つまみ出だされたので、すぐ外で番をしていたのだった。

　朝になったし、体をほぐすのにクロウは立ち上がった。と同時に家の戸が開き、胸をそらせて伸びをしようとしたクロウの後頭部に角のところが勢いよくぶち当たった。

「ふごわっ!?」

「あっ、おまえ、なんでこんなところにいるんだ？」

「おはようリフイさん」

　クロウは頭を押さえながら振り返り、そこに立っているリフィをじっと見た。

「な、なんだよ。そんなに痛かった？」

「大だい丈じよう夫ぶだけどね」

「ていうか、おまえ……着ぶくれてない？」

　夏にしてはかなり厚着しているように見える。

「外は意外と冷えるのかな？　だったら家の中に入って寝ねればよかったのに。別の家に」

「家の中は暑かった？　……やっぱり裸はだかで寝たの？　今は服着てるけど」

　きっと睡すい眠みん不足で頭が回っていなかったからだろう。ふと思ったことをぽろっと口に出してしまった。

「もっかい頭にぶつけるぞ」

　顔を赤くしたリフィは威い嚇かくするように戸を開け閉めしてみせる。

「あのね、陣じん中ちゆうで裸なわけないだろ。視線がいやらしい」

「朝からにぎやかね」

　眠そうな半眼のままでふらふらっとクラヴェリーナがやってきた。いつもの凛りんとした姿勢とはかけはなれてななめになっている。髪かみもぼさっとしていて、声もおかゆみたいに柔やわらかい。

〈起きたばっかりのクラベリイナさんってこんな感じなのか〉

「リフィ、顔洗いたい」

「村の裏手を下りたところに沢があります。汲んできましょう」

「いい、自分で行く。リフィは朝食の用意……あと皆みなを起こして」

「わかりました」

　クロウはクラヴェリーナのうしろ姿を見ていた。おもに腰のあたりに注目していた。それからクロウはすぐさま家の中に入っていく。

「おまえも手伝えよ」

　リフィが声をかけてきたが、クロウは家から出てくるや、勢いよく駆けだした。

「クラベリイナさんが忘れ物をしているので届けてきます！」

「あっ、おい！　……忘れ物？」

　リフィは首をひねったが、

「そんなのを口実にしてクラヴェリーナさまに何かする気じゃ……おい、待て！」

　彼女もクロウを追った。




　　　・




　クラヴェリーナは一人村を歩いていく。歩きながら口に手を当ててあくびを噛み殺した。村の裏手のちょっとした木立の中を、踏ふみ固められた道が、カーブしながらの下り坂になって通っている。降りたら川があるはずだ。

　誰もいないはずの、その先から坂を上ってくる人がいた。農民の格好をした男が三人。クラヴェリーナは眠い頭で一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたが、農民たちが喜色を浮かべ、礼を言いながら近づいてきたので、ひとり納なつ得とくした。

「この村の人たちね」

　クラヴェリーナは立ち止まって、彼かれらが来るのを鷹揚に待ちかまえる。

「ありがとうございます！」

「黄金獅子騎士団の団長、クラヴェリーナ・デ・ライオ様ですね？」

「ええ、そうよ。あなたたちはトント村の……」

「クラベリイナさん！」

　にこやかなクラヴェリーナの問いかけを、途中でかき消すようなクロウの大声がした。彼女の背後だ。

　なにごとかと振り返かえったクラヴェリーナの眼めに映ったのは、彼女をかばうようにしているクロウの姿。胸に弩いしゆみの矢が立っている。そのままクロウは仰向けに倒たおれた。

「ライクロウ！」

「おれじゃない！」

　駆け寄ろうとしたクラヴェリーナを怒鳴りつけて、クロウは手に持っていたクラヴェリーナの忘れ物、寝起きで腰につけていなかった彼女の剣を投げた。

　クロウの言葉は、注意を向けるべきはクロウではなくほかにいる、という意味だ。

　クラヴェリーナは剣を受け取ると同時に、後方へ向かって剣を抜き打つ。クロウの叱しつ咤たによって背後の危機を悟ったのだ。隙を見て襲いかかろうとしていた農民のひとりを斬り下げた。流れるような動き、態勢としては後手に回っていたにもかかわらず、相手が反応できないほどの速度であった。

　倒れた男の手から短刀が落ち、ようやく姿を現した夏の朝日に反射してきらめく。

「何者！」

　鋭く誰すい何かしながらクラヴェリーナは道を外れ木立の中へ入った。無言で追う残りの二人、その手にもそれぞれ短刀が冷光を放っている。

　クラヴェリーナは逃げると見せかけて急停止、振り向くや否いなや、緩急に対応しきれていないひとりを斬り捨てた。そいつが倒れるのを見ることなく、再び前を向いて走り出す。

　やみくもに走っているのではなかった。その方向の先には、木立の中に四人目が隠かくれていた。駆け抜けざまに斬った。

　クロウが受けた矢の角度から、射手が潜んでいる方向を瞬時に見抜いていたのだ。

　ここまでわずかな無む駄だも遅滞もないクラヴェリーナの動き。彼女の力量がずば抜ぬけていることは明白だ。単なる少女騎士でも、伯はく爵しやく令れい嬢じようでもない。クラヴェリーナが団長になったことに反対する者はいるが、彼女が騎士になったことそのものを非難できる者は誰もいない。武芸大会で優勝すると豪語しても誰も笑わない。

　黄金獅子騎士団の騎き士しなら誰でも知っている。クラヴェリーナ・デ・ライオはたぐいまれなる戦せん闘とうの才能を持った天才だと。

　残りはひとりだけだ。追う者と追われる者の立場が逆転した。襲おそってきた最後の男は、とうてい勝てないと見て逃げ出そうとしている。
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　クラヴェリーナは目の端はしで、倒れているクロウを確認、怒りを新たにして男を追う。

　位置的にクラヴェリーナのほうが坂の下のほうにいる。男が逃げるには坂を上って村のほうへ行くしかない。男の足は速く、クラヴェリーナは追いつけない。

　そのとき、坂の上に、リフィが姿を現した。

「クラヴェリーナさま、今の声は……？」

　男がすごい勢いでこちらへ向かってきているのでびっくりしたようすだ。クラヴェリーナは鋭く指示を飛ばす。

「逃がさないで！」

「どけ！」

　男が威嚇するように短刀を振るった。リフィは身を沈めてかわし、腕を取り、ふところに入ると同時に足を跳ね上げて投げ飛ばした。背中を強打したところ、すばやく腕を取ってうつぶせに組みしいた。

　初対面のときクロウを拘こう束そくしたのと同じ体勢であった。

「クラヴェリーナさま、ご無事ですか？」

「わたしは……でもライクロウが矢を受けて」

　クラヴェリーナの視線を追って、倒れたクロウを見たリフィは息をのんだ。平静を取り戻そうと一度目を閉じたが、男を捕らえた手がかすかに震えている。

　クラヴェリーナは坂を上ってリフィのところまでやってきた。

「リフィ、ここはいい、ライクロウをおねがい」

「は、はいっ」

「ぎゃっ」

　男を踏みつけてリフィは駆けだした。

　自由になった男は反射的に起き上がろうとした。その首筋に、クラヴェリーナの剣が突つきつけられ、男は身動きできなくなった。

「あなたにはいろいろ聞きたいことがある」

　クラヴェリーナは獅し子しの瞳ひとみで男を見た。




　　　・




　クロウのほうへ必死で走るリフィ。クロウは胸から矢を生やして仰向けに倒れている。動いていない。リフィは叫んだ。

「クロウっ……！」

「はい」

　クロウはむっくり起きあがった。

「うえええええっ!?」

　リフィは驚きすぎて坂道にけっつまずき、ごろごろと回転してクロウの正面で止まった。

「あれ、おまえ、矢っ……クラヴェリーナさまが、え？」

　さっきまで胸に突き立っていたはずの矢は、クロウの手にあった。

「リフイさん、汚よごれちゃってるよ。髪の毛けに草ついてる。ああ、これ？　これはね」

　あっけにとられたリフィに向けて、クロウは得意げに服をまくってみせた。

　クロウは綿入りの服、鎖くさり帷子かたびらを着て、さらに胸部に板金を入れていた。

　これが着ぶくれの正体だ。

　それでも痛いのは本当だ。矢はクロウの胸に食い込んでいた。ただし先端の少しだけで、血は少し出たものの傷は浅い。どちらかというと矢の衝しよう撃げきで胸を打ったときの痛みのほうが強い。

「おまえっ……おまえというやつは……！」

　リフィは顔を真っ赤にしている。喜んでいるのかと思ったが、よく見たら違ちがうようだった。拳こぶしを握にぎって震わせている。

「ふざけんな！　あたしがどれだけ……おまえ……！　なんで死んだふりなんかした！」

「人ひと質じちにされないように。クラベリイナさんの足手まといになったらだめだから」

　リフィはクロウの冷静な返答を受けて、改めて周囲を見回し、クロウに視線を戻した。

「……いったいここで何があったんだ？」

「クラベリイナさんのところへいきましょう」

　むこうではクラヴェリーナが男を尋問している。

「なぜわたしを狙ねらった？　わたしはあなたたちを助けるためにここへ来たのよ」

「ああ、クラベリイナさん、その人はトント村の人ではないです」

「なぜわかるの？」

「昨晩いっしょにお酒を飲んだ仲ですから」

　クロウは経けい緯いを説明した。

「では村人に化けて近づいただけでなく、傭よう兵へいになったのもこのためということ？　そうまでしてわたしを狙った？　その理由は？」

　尋問を続けるクラヴェリーナ。

　リフィがクロウを見た。

「クラヴェリーナさまを殺そうとした？」

「そう。まさかとは思ったけど、用心しておいてよかったよ」

「なんでわかったの？　着込みをつけたりして」

「カン。クラベリイナさんが視線を感じたって話があっただろう？　でもそちらを見たら誰もクラベリイナさんのことを見ていなかった」

「それだけ？」

「それがおかしいんだ。だって、このクラベリイナさんがそこに立っているのに、誰も目もくれないなんて、おかしいじゃないか。男として」

「あー……はい、そうね、クラヴェリーナさまはお美しいからね」

「しかもそれがそろって新入りだ。これが違和感」

　で、それを確かめるために昨晩話してみて、これは用心したほうがよさそうだと考えたのだった。

　リフィは信じられないといった顔だ。

「そんな小さいところから見抜くなんて……」

「当たったらすごいと言われて、外れても外れたことが知られないタイプの話だけどね」

　襲撃がなかったら、着込みをつけてることは内緒のままにしておけば、予想が外れたことを知られなくてすむ。株は下がらない。

「わりと姑息だな」

　でも、今回はみごとに当てたことに変わりない。

「とはいえ、なんのためにクラベリイナさんを狙ったのか、そのへんは本人に聞かないとね」

　はじめは頑がん張ばっていた暗殺者の男だったが、

「少々痛い目にあってもらう。手足合わせて指は二〇本あるけど、何本目まで耐えられるか試してみようか」

　とクラヴェリーナが剣けんをちらつかせている隣となりでクロウが脅すと、観念した。

「わかった、話す。話すから。身の安全は守ってくれよ？」

　死んだ仲間のことなど忘れたように自分の命にばかり執しゆう着ちやくするようすに、リフィが嫌けん悪おの鼻を鳴らした。

「おまえはなぜわたしを狙ったの？」

　おとなしく答えようとした男の背に、矢が突き立った。

　驚きと痛みの顔でのけぞった男だが、すぐに表情が失われていき、そのままぐにゃりと地面に倒れ伏した。

　クラヴェリーナとリフィはすぐさま飛びのいて、矢が来たほうを警戒するが、そちらの木立は沈黙を返すのみだ。

　クロウは死んだ男のかたわらに近寄って確認する。これは彼が撃うたれた弩のものではない。弓から放たれた矢だ。

　もうひとりいるのだ。

　しばらく待っても、次の矢は来ない。なんのアクションもなかった。

　クラヴェリーナが慎重に木立に踏み込んでいったが、誰の姿も見ることはできなかった。

　クロウはその場で思案している。

　朝日が男の死体を照らす。







第６章　草原の炎風







　東を向いてやや口を開いた狼おおかみの顔を想像してほしい。この大陸の、エルトレス王国がある東部地域はおおむねそのような形をしている。上あごと下あご、二つの大きな半島が突き出ており、その間には内海が広がっている。

　エルトレス王国は狼の上あご、鼻先から頭部に及ぶ地域を支配している。

　明津国はさしずめ、狼の鼻先に飛ぶ蝶ちよう々ちようだろう。

　そして下あごからのど、首の部分は、半ば草原、半ば砂漠といった気候の地域が広がる。

　それが、アッガザールと総称される地域だ。

　人口密度が低く、自然環かん境きようが厳しいアッガザールでは、都市単位、部族単位での小勢力が散在しているのが常態となっている。

　しかしときに、力量を備え時勢に乗った者が、波は濤とうがすべてを呑のみこむように、一大勢力を築き上げることがある。

　――今がその時代であった。




　カルブは、最近手に入れたエルトレス製の手鏡を取り出した。エルトレスの鏡はガラスの質が高くて映りがよい。円い鏡に映しだされたのは、浅黒い肌を持つ若者の姿であった。鋭さより甘さが目立つ顔立ちで、口の端には軽い笑みが浮かんでいる。

　カルブは鏡を見て、頭に巻いたバンダナのかたちをととのえる。アッガザールの男性は頭部にバンダナをかぶるのが普ふ通つうだ。布のデザイン、かぶりかたや巻きかたでお洒落を表現するのだ。カルブのスタイルは、ぐるりと巻いて頭頂部は髪を露出させるやりかた。ごく少数の若者だけがやっている巻きかただ。そして髪とグラデーションになる赤い色の布を使用している。

　ちょいちょいと横の結び目を調整して、納得がいったところで鏡を懐に戻した。

　さて、と前を向く。そこには大きな天幕の入り口があった。

　身をかがめて天幕に入ると、ほかの者はすでに集まっていた。兄が三人、伯父おじが一人、叔父おじが二人、そして上座、虎皮の敷物に座すわっている、偉い大だいなる大帝である父。この家族会議が、現在のアッガザールを動かしている中ちゆう枢すうといっていい。むろん公式には各部族の首長が集まる会議もあるが、それ以前に王の方針を決定するのはこの私的な集まりなのだ。

「遅おそいぞ、カルブ」

「おおかた、また女といっしょだったのだろう」

「後継者たる資格はないな」

〈うるせえな〉

　兄たちの口調は険悪、よく言って辛しん辣らつだったが、その叱責を薄笑いでいなして、カルブは末席に着いた。

「で、今日はなんの集まりなんです？」

　上座に座る父に軽い調子で訊たずねる。父はじろりとカルブを一いち瞥べつしたが無言のままだ。

　鋼の強弓のごとき精神と肉体を持つ父は身内からも畏おそれられており、これほどぞんざいな口をきく者はカルブのほかにいない。兄たちは、父上は末っ子に甘い、と言わんばかりの渋面を作っている。

　父フォラーズは、田舎いなかの一部族から出て、わずか一五年でアッガザールのほぼ全域を征服した英えい雄ゆうである。自ら先陣で弓を引き剣を振るう豪勇のみならず、一声で万の軍勢を掌しよう握あくする統とう率そつ力、裏切りだまし討ちも辞さない知略。誇張ではなく、大小まじえて百戦百勝。まさに怪物というにふさわしい実力を備えていた。

　カルブに返事をしたのは、いつも進行役となる伯父だ。個人の能力は大したことはないが、一族の取りまとめ調整役としては欠かせない。

「暗殺に失敗したという知らせが届いた」

「ああ、ばば様の予言のやつですか」

　カルブは興味のなさを隠さない。カルブらの部族には長おさとなる男のほかに、ばば様と呼ばれる神がかり的な予言者が存在する。重大な決定に迷ったときなどにばば様の知ち恵えを借りるのだ。

　現在、フォラーズ率いるアッガザールの主力軍は、狼の形をした半島の、下あごの先にある都市ガルガーラまで来ている。ここまできて何ヶか月げつも軍の動きが止まっているのは、ばば様の使いが遠く本拠地アルシユ・アーラムからやってきたからだった。




「金色の若き雌獅子こそ我が最大の障害となるであろう」




　それが予言であり、その者を探しだし、速やかに排除すべしとのことであった。

　エルトレスと付き合いがある商人の情報ルートによって、黄金獅子騎士団の団長であり、獅子を象しよう徴ちようとする伯はく爵しやく家けの出で、黄金の髪を持つ女の存在が明らかになった。

「間ま違ちがいない。その女こそ予言にある障害だ」

　フォラーズは彼女の暗殺を命じた。

　カルブは冷ややかに事の成り行きを見ていた。あの父にして予言などという曖あい昧まいなものを信じているのがカルブには笑止だった。

　大征服をはじめたのもばば様の予言「東へ、万難を排除して東へ進め」によるものなので、信を置きたくなる気持ちはわからないでもない。が、それが成功をおさめているのは、予言のおかげではなく、父自身の能力のためだろう。カルブはばば様を信じる気になどなれなかった。

〈だいたい、おれはばば様の姿を見たこともない〉

　彼女の天幕に入れるのは招かれた者だけだ。

　もっとも、だらだらと休んでいられる状態をカルブはけっこう楽しんでいた。たった数ヶ月では、ガルガーラの美女すべてと夜をともにするには足りなかった。父の威令が行き届いているため、権力をもって女を召し上げるわけにはいかず、カルブ自身の財力と才覚を使わなければならなかった。それがまた面白いゲームだったのだ。

　しかし、休きゆう暇かもどうやら終わりそうだった。

「さすがにもう一度暗殺の首尾を待つだけの時間は無駄でしょう」

「ほかの部族の不満も少しずつ高まっています。今のままではよろしくないかと」

「その女が障害というのなら、戦場で踏み潰せばよいのです」

　暇ひまをもてあまして覇気が余っている兄や叔父たちがいっせいに開戦を叫ぶ。

　カルブはことさら発言することもない、と黙だまっている。熱心に父に意見を述べる兄たちを皮肉な目で眺ながめていた。

〈意見が採用されれば後継者に近づくとでも思ってるんだろうよ〉

　ここまで一言も発しないフォラーズがわずかに手を挙げ、一同を黙らせた。静寂。フォラーズはおもむろに口を開く。

「馬は肥えているか」

　アッガザールの表現で、「戦いくさの準備はできているか」という意味である。

「むろん、今日にでも」

　叔父の返答にうなずき、

「軍を五つに分ける。一から四までは息子むすこたちに任せ、本隊はおれが率いる」

　さすがのカルブもそれを聞いて興奮した。今までのアッガザール征服では、四人の息子は、父から離れて単独で軍や部隊を任されることはなかった。それが、ここへきて指揮官として大国エルトレスへと乗り込むのだ。

　カルブと三人の兄たちの熱のこもった視線が交錯した。友好的なものではない。

　これは、もっとも功績があった者に後継者の座を用意するということではないか。その可能性は高い。フォラーズは戦争での働きをこそ評価する父であった。競争をあおって士気を高めるやりかたも彼の得意技だ。

　真の敵はエルトレスなどではなく他の兄弟だと、三人の兄が考えていることは明らかだった。

〈やれやれ〉

　カルブにはそんな野心はない……と自分では思っている。しかし、兄たちに次代の大帝などになられては、たまったものではない。カルブには自分より劣おとる相手にかしずく気はなかった。四人の中で自分が一番優れていると、四人とも思っているに違いない。

　せいぜい兄たちには潰つぶしあってもらいたい。

　このときは、カルブ自身も、エルトレスの軍は眼中になかった。連戦で鍛えあげられたアッガザールの軍勢を英傑フォラーズが率いるのだ。さらには、エルトレス国内にこちらの協力者もいる。

　これだけの条件がそろって、平和の惰だ眠みんを貪っている国などに負けるはずがないのだ。

　話は終わった。近々開かい催さいされるであろう部族会議で、開戦が正式に決定することはほぼ間違いない。

　ついにエルトレス王国との戦争がはじまるのだ。

　天幕をいち早く出て行こうとするカルブの耳に叔父たちの会話が入った。

「ばば様に報告せねばな。どのように失敗したのだ？」

　伯父は暗殺失敗のようすを手短に語った。それを聞いてフォラーズは吐き捨てた。

「愚か者め」

　カルブがにやにやして混ぜ返す。

「確かに。我がアッガザールの手の者なら失敗しなかったでしょうよ」

　しかし今回の暗殺に関しては、アッガザールの匂においを極力消すことが必要だった。アッガザールの手の者が騎き士し団だん長ちようを狙ったことが公にされたら、警戒が高まり、今から行うエルトレス侵攻が奇襲にならなくなる危険がある。あくまで侵攻が主、ばば様の指示によるものとはいえ暗殺は従だ。

　だからアッガザールから暗殺者を派遣せずに現地の者を雇やとったのだが、

「殺し屋まで平和ボケしてるみたいですねぇ、エルトレスってのは」

　戦にまぎれて暗殺、なんて一見いい作戦のように思えるかもしれないが、実際は戦せん陣じんでは敵を警戒しているし、武装もしている。周囲に配下もいる。

　だったら日常を狙って事故や急病に見せかけるほうがよかっただろうに。

〈それだけの技術はなかったってことだな〉

　暗殺者としては二流、三流。

「暗殺がアッガザールの指図ってことは、さすがに気づかれてないんでしょうね？」

「むろん、口封じはした。予言を知らぬ者にとってアッガザールと暗殺を結びつけることなどできまい。よほどの千里眼でもいれば話は別だがな」




　　　・




「これを見てください」

　クロウは、ふところから一枚の硬貨を取り出した。金に輝かがやくコイン。冠をいただいた女性の横顔が彫ほられている。

　クロウたちは、クラヴェリーナとリフィが寝ていた家の中まで戻もどってきていた。

「これ……女王金貨ですか？」

　リフィがクラヴェリーナに確かく認にんした。クラヴェリーナはうなずく。

「女王金貨、とは？」

「西部で流通している。このあたりではあまり見ないわね」

「普通の人はあまり使わない……よね？」

　クロウの確認に、リフィがうなずいた。

「そりゃ、金きんだからね」

　そのへんに関しては、平民出のリフィが一番詳くわしい。高額貨幣である金貨は、通常の生活上で使用されることはまずない。町の小売店で出してもだいたい受け取りを拒きよ否ひされる。だから両替商に行って少額貨幣に換かえないといけない。

　金貨を使うのは主に、貴族の高額な買い物や、商取引の決済など大規模な金が動くときである。

「でも貴族の間ではあまり使われるお金じゃないわよ、女王金貨は。商人のお金だと思う。主にアッガザールとの交易で使われたりする」

「アッガザール？」

　クロウの目が光った。

「ええ、西部にはアッガザールやナイラー諸国と近くて交易がさかんな都市プエルト・シエナがあるし……どうしたの？」

「いえ……」

「ていうか、なんでおまえがこんなの持ってるの？」

「さっき矢に撃たれた人が持ってた」

　死体を改めて、財布から抜き取ってきたのだ。

「ええ？　意地汚いなぁ」

「いやいや、そうじゃなくてさ」

　財布の中にはほかにも数枚同じものがあった。一介の傭兵が持っていていい金額ではない。

「つまり彼らは誰だれかに雇われたのだと思います。これが前金でしょう」

「彼らの個人的な怨恨や思想による襲撃ではない、ということね？」

　クロウはクラヴェリーナに向けてうなずいた。

「団長！」

　いきなり、外から戸を叩く音がした。クラヴェリーナがそれに応じて腰こしを浮かせた。

「ちょっと行ってくるわね。何事？」

　クラヴェリーナが玄げん関かんに出ると、いたのは黄金獅子騎士団の騎士だった。その相手をしている間、クロウとリフィはその場に残された。

「クラヴェリーナさまを、いったい誰が……？」

「さすがにそこまではわからない。今のところは。しかし、一番考えられるのは、このお金があるところ」

「西部の誰か？」

　クロウはリフィの答えに肯定も否定もしない。リフィはそんなクロウの表情を覗のぞき込んで、別の答えを見つけた。

「……アッガザール？」

「うん」

　エルトレス王国西部の者ならば、推測されやすい女王金貨を使うのは避さけるだろう。王国内部の貨幣流通事情にうといアッガザールの者だという確率のほうが高い。

　アッガザールだとしたら理由はなんだろうか。騎士団長を暗殺して戦力の低下を狙った？　だとしたら他の騎士団長も狙われている可能性がある。

「アッガザールだと思わせたい誰かかもしれないけど。どっちにしても、もっと調べないといけない」

　情報は力だ。情報不足で考えても正しい答えにはたどりつけまい。

　リフィの表情が晴れないのは別のことを考えていたからだった。

「また別のやつがクラヴェリーナさまを狙ってくるかもしれない」

「おお、それについては考えたんだけど」

　傭兵に交じってわざわざこの機会を狙ったということは、戦死あるいは事故に見せかける、つまり暗殺であること自体を知られないようにするつもりだったのだろう。しかし、クロウの作戦で戦い自体がなくなったため、やむをえず強行策に出たと考えられる。

　それで暗殺狙いがこちらに知られてしまったからには、相手は、次を送り込むのは危険が大きいと考えるはずだ。

「なるほど、おまえすごいな」

「もちろん用心にこしたことはないけど」

　クラヴェリーナは秋の武芸大会という大事な舞台があるので、それに集中してもらう。騎士団領の宿舎なら、めったに部外者が入ってくることもない。

　そのかわり事態の解明のため、クロウとリフィが動くことになるだろう。

「ふたりで一緒に頑張りましょう」

「ふたりでいっしょに……か」

　真しん剣けんながら、なぜだかちょっと笑え顔がおになるリフィ。しかし、

「はい。クラベリイナさんのために！」

　とクロウが力強く言うと、その笑顔もひっこんだ。床ゆかに目をやって小さく呟く。

「たしかにそう、クラヴェリーナさまのためだよ。でも、おまえ……ほんとにクラヴェリーナさまのことばっかりなんだな」

「え？」

　リフィははっとして自分の口を手で覆った。

「ち、違う！　今のなし！」

「今の、とは？」

「なんでもないから！」

　ぶんぶん手を振ふってごまかすリフィ。

　クロウは首をかしげた。本当に何を言ったのか聞こえなかったのだ。

　そこへクラヴェリーナが戻ってきた。

「襲撃者の死体が見つかったので騒さわぎになったみたい。騎士ガトーの厚意で、後始末は村の人にしてもらうことになったわ……」

　二人の間に流れている微び妙みような雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、ん？　という顔で小首をかしげ、二人を見比べるクラヴェリーナ。しかしあまり気にせず、用件を告げる。

「朝食のあと村を発つ。リフィ、用意をお願い。蜂はち蜜みつ多めで」

「はい、遅おくれてすみません」

「帰ったら遠征の事後処理と、襲撃の黒幕についても副団長と相談しなければならないわね」

　顎あごに指を当てて考えるクラヴェリーナのようすからは、狙われたショックは見受けられない。その程度の覚かく悟ごはとうにできている、ということだろうか。その顔をまぶしく感じながらも、クロウの胸中には一点の染みがある。それは不安の種のようなものだ。

　クロウの知略がいくらすぐれていようと、彼は千里眼ではない。アッガザールについて疑念を持ったものの、確信を得たわけではなく、なにができるということもなかった。まして、すでに大規模な侵攻の準備ができているのを知ることなどできようはずもない。

　それでも、予感のようなものがあった。

　クロウは手の中の、金貨に刻まれた女性の顔を見やる。

　アッガザールはとてつもなく広い草原だという。鉄と血のにおいのする風が、その草原の地から吹ふいてくるように、クロウは感じていた。

　エルトレス二〇〇年の平和が過去形で語られるときが近づいているのかもしれない。クラヴェリーナが首尾よく〝第一の騎士〟になったとして、その軍事力を振るう相手ははたして守旧派の貴族たちだけだろうか。ひょっとしたらもっと巨きよ大だいな外部の敵が……

　だが、だとしてもクロウ自身のやることは変わらない。

　なにがあろうと、クラヴェリーナは彼かの女じよの目標、民たみが踏みつけにされない国の実現に向けて進んでいくだろう。

　だからクロウはそれを助け、勝たせる。それだけだ。

「わたしはクラベリイナさんの軍師です」

　クラヴェリーナの役に立つために。

　それが、彼の変わらぬ決意であった。







あとがき







　やぁ。




　どうも在原です。こんにちは。

『押しかけ軍師と獅子の戦乙女』です。主人公の外国語が上達する話です。

　楽しんでもらえれば幸いです。




　軍師です。軍師というのは何者でしょうか。参謀というと近代的すぎるし、アドバイザーとかブレインという横文字とも雰囲気が違います。登場するのが主に中国や日本の小説だったり、講談だったりするおかげで、ロマンとかファンタジー的な匂いをまとっているようです。




　軍師と言う存在は、自分が権力の中心ではありませんから、いくら個人の能力が高くてもそれだけでは務まらない役目です。主君に自分の言うことを聞いてもらわないといけません。

　三国志で有名な諸葛亮も、劉備と出会わなければ農業して一生を終えたかもしれません。三国志より四百年くらい前、項羽と劉邦の時代の范増という人は項羽に言うことを聞いてもらえなくなって去ってしまいました。

　つまり軍師になるのに一番必要な能力はコミュ力……？　わりと世知辛い結論ですね。

　逆に主君のほうも、コミュ力だけ高い人を重宝がって軍師にしたら、肝心なときに実力がなくて大敗、なんてことになりかねません。人を見る目というのは大事ですね。

　クロウは外国出身ということでコミュ力にハンデをしょってますが、果たして大丈夫なんでしょうか。




　みなさんも、軍師になる際には頭の良さだけでなく、人に好感を与える立ち居振る舞いと、人から信頼されるような会話術を身につけておいたほうがうまくいくと思います。笑顔と熱意が重要です。




　面接のコツみたいになったところで、それでは。
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